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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　知っての通り、俺おれこと瀬せ能のうナツルは高校生なのに一人暮らしである。父親は転勤で遠くに行ってしまい、いい年してラブラブな母親はくっついていった。たまに電話がかかってくるが、俺を心配するというより「いかに自分たちが楽しくやっているか」を伝えてきて終わることが多い。仲が悪いよりはかなりマシだが、子供に聞かせるのはどうよ。

　でまあ、一人暮らしなので気楽は気楽なんだが、問題はおぜぜの方。といっても光熱費は銀行引落しで食費は両親から仕送りしてもらっている。小遣いも受け取っており、食費を削れば自由になる金も浮く。最近はカレーのおかげで安く上がるし。

　真の問題は、小遣いがわりとギリギリなので、ちょっと遊び回るとすぐに金欠になることだ。両親がどう考えているのかは知らないが、あまり散財できない額しか渡してくれないのである。正しいとは思うんだが、売人から薬でも買う心配でもしてるんだろうか。

　なんにせよ、俺は常に微々たる金額しか身につけていない。そして二学期がはじまったばかりだというのに、早くもガス欠を起こしていた。

　ある日の星せい鐵てつ学院。女子部二年四組の教室。休み時間に財布をチェックした俺は、密ひそかにため息をつくしかなかった。

「ない……」

　俺の財布は実に綺き麗れいになっていた。まったくゼロではない。が、所持金わずかに百六十円である。地下鉄の初乗り運賃だ。「それだけでもあるだけマシ」と思われるかもしれないが、こういうとき一人暮らしはきくのだ。いざというとき頼りになる存在が、身近にいないのである。そして俺は兄弟すらいない。

　もう一度財布を見る。何度見ても一緒だ。夏休みに群ぐん馬まだのテーマパークだの行ってたらこのざまだ。どうりで軽いと思ったぜ。

　こうなると、自分の人生が実に不安なものに感じられる。金がないのは命綱をつけずにバンジージャンプをするのと同じだ。

　今が女の姿だということが、不安に拍車をかけていた。言い忘れていたが、俺はケンプファーという戦うための存在であり、変身して女になる。普通に考えればいつもは男のままでいいんだが、女子部にも籍を置いているので出席しなければならないのだ。

　で、元が男なものだから、女の姿でのピンチはかなり焦る。アイデンティティは男なんだからしょうがない。男子部にいるんだったら、なんとかなるさですむんだが。

「どうしよう……」

　ジュースも買えないのはちょっと酷ひどい。正確には買えるんだが、買ったら最後である。この微妙な額がまたいやらしい。

　実は美み嶋しま紅あか音ねに借りるという手がある。だがこの休み時間、彼女は図書室に行っていて不在だった。図書委員なんて適当にやればいいのに、彼女は本好きなものだから熱心なのである。

「おや、どうしたのです」

　俺おれは顔を上げた。そこにいたのは委員長さんであった。

　委員長さんは女子部二年四組の才さい媛えんで、かつ腹の黒い女性である。なんでも「眼鏡めがねが似合っているから」というしょうがない理由で委員長にされたらしいのだが、性に合っているらしく立派に務めていた。文化祭で多額の利潤を生み出した企画はもはや伝説であった。こっちにとっては悪夢だが。

　俺が返事をしなかったので、彼女はもう一度訊きいた。

「なにか困りごとでも」

「いや、なんでも……」

　俺は言葉を濁した。こういうときは適当にごまかすに限る。さもないと、なにをされるか分からないからだ。

「いやいや、ナツルたんはなにかトラブルを抱えているとみたね」

　委員長さんの背後から別の声。副委員長さんである。身体からだはそれほど大きくないのだが、態度がでかいというかおっさんみたいな娘こだ。「おじ様」ではなく「おっさん」である。だいたいカラオケでの持ちネタが「河内かわちのオッサンの歌」だというからおかしい。女の子が得意にする曲か？

「なにか厄介ごとを抱えたんだよ。匂においで分かる」

　なんで分かるんだ。ハイエナみたいな女だ。

　とりあえず首を振る。

「別に……」

「おや、これは当たりだな」

　副委員長さんの瞳ひとみが妖あやしく光る。

「なにかあったね。困りごとだ。相談に乗るよ」

　なんて勘してるんだ。一発で見抜きやがった。

　ここで相談に乗ってもらおうとすると、ろくなコトにならないのは分かっている。副委員長さんは仕草がおっさんだけではなく、行動もおっさん臭いのだ。

「さあさあ、話してみて」

「いい……」

　拒絶である。認めてもいいことは一つもない。

「大丈夫だから……」

「大丈夫と主張して大丈夫だったためしはないのです」

　こう発言したのは第三の少女、会計さんだった。このクラスで一番頭の回転が速く、金にうるさい存在だ。いつも電卓を持ち歩いているのだが、今ので三代目らしい。電卓を使い潰つぶすってどんな学生なんだよ。

「私の推察したところ」

　会計さんは不気味なオーラを発しつつ言った。

「瀬せ能のうさんはお金に困っていますね。いわゆる金欠です」

「え……」

「おやおや、正解だ」

　副委員長さんがにやりとする。会計さんは続けて

「夏休みに瀬能さんは様々なところに出かけています。群ぐん馬ま県にテーマパーク。どちらも安くはないでしょう。そして休み明けにため息をついているのであれば、解答は一つです」

「……」

　完全に見抜かれていた。ぐうの音も出ない。

「ま、本当は瀬能さんが財布を覗のぞいていたところを目撃しただけなのですが」

　なんだよ。驚いて損した。

　しかし当たりに変わりはない。そしてこの三人に弱みを見せるということは、我が子を人質に取られた被害者と同じ立場である。

「お金がないのですか」

　委員長さんがくいと眼鏡めがねを上げた。

「ならばわたしにいい案が」

「いらない」

　俺おれは即座に返答した。

「おや、何故です」

「いいことがなさそうだから」

　これは実感としてある。前にもメイドの格好をさせられ、委員長さんのお姉さんの屋敷で働かされたのだ。あれは本当に酷ひどかった。

「今度は大丈夫です」

　なにが大丈夫なものか。内容も言わずに安心感だけ与えようとするのは、マルチ商法のテクニックである。本で読んだ。

「ナツルさんはお金がない。ならばお金を稼ぐ手段を提供しましょう」

「……もうメイドになるつもりは」

「メイドではありません。姉は相当気に入ったようでしたが」

　違うのか。しかし油断はできないな。

　委員長さんは生徒手帳を取り出した。メモ用紙が挟まっている。

「割の良いアルバイトがありますのでどうでしょう」

「……それ、やっぱり接客業じゃ」

　メイド喫茶とかな。断るぞ。

「メイドでもウエイトレスでもありません。もっと普通のバイトです」

　委員長さんはメモに何度か目を落としていた。

「知り合いのところで在庫整理です」

「え？」

　まともというか地味な仕事に、俺おれは戸惑った。

「実は会社を経営している親しん戚せきがいまして」

　そりゃいいが、あんたのとこにはずいぶん沢山いるんだな。












「倉庫に商品が溜たまっているのだそうです。整理したいから手伝いに来てくれないかと」

「それだけ……？」

「はい。普通でしょう？」

　まあな。接客業だって普通だけど。

　てっきり今度はキャバクラにでも放り込まれると考えていたので、拍ひよう子し抜けしてしまった。そもそもバイトするって決めてないけど、なんかびっくり。

「荷物って……？」

「売れ残った在庫とか、運ばれてくる商品を並べるとかそういうことらしいです」

「アルバイト雑誌で募集すれば……」

「知り合いで固められるなら、越したことはないそうです」

　盗難を恐れているんだろうか。派遣でも使えばいいのに。

　どうしますか、と委員長さんは訊きいた。バイト料を訊いたところ、日払いで一万円とのこと。むむ、金はないからこれは魅力的だ。たったそれだけの拘束で一万もらえるのなら御おんの字。しかも女の姿で給仕をするわけではない。

「やればいいじゃん」

　副委員長さんが口を出す。どうでもいいが、この娘こが言うとなんでも無責任に聞こえるなあ。

「そうです。お金がないときこそ、このような仕事をするべきなのです。それに私たちの紹介する仕事内容に間違いはありません」

　と会計さんが言った。台詞せりふ自体には大いに異論があるが、仕事はそれほど変なものじゃないよな。多分。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたが、結局俺おれは頷うなずいた。

「やる……」

「ほっとしました」

　委員長さんが言う。

「断られたらどうしようかと思っていたところです」

「そう……？」

「他の娘たちにも紹介したんですが、内容を教えたら尻しり込ごみしたので、このままでは立場がなくなるところで……」

「え？」

「いえ、なんでもありません」

　なんでもないならいいんだが、なんだか不穏なことを耳にしたような。

　休み時間なのに、俺おれの周りだけ不気味なくらい静まりかえる。委員長さんはそれきり口をつぐんでおり、会計さんは元々口数が少ない。副委員長さんはずっとにやにやしている。

　なにやら胸の内で、不安という名の生き物が鎌かま首くびをもたげはじめた。思わず訊ききたくなった。

「あの……」

　そのとき、背後から声がかかった。

「ナツルさん……？」

　振り返るとそこに紅あか音ねがいた。図書委員の仕事は終わったらしい。

　普段の彼女は眼鏡めがねをかけていて、とにかく本が好き。関係ないのかもしれないが、やっぱ眼鏡の女の子って本好きの気がするじゃん。

　眼鏡＝本は一種の記号なのかもしれないが、その通りに紅音は書物を愛していた。だから図書館も好きらしく、図書委員の仕事も頻繁に出ている。

　ただこれは変身前の話。ケンプファーになると口は悪くなるし世間全部を憎むんだから不思議なもんだ。

　まあそんなことはいい。とにかく紅音は不安と疑問がないまぜになった顔をしていた。

「どうしたんですか……？」

「いや、別に……」

「皆さん黙っちゃって……」

　仕方ないので俺は事情を説明した。

「バイトですか……」

「うん……」

「ナツルさん、そんな身体からだを売るようなことまで……」

　売ってないよ。労働力を提供して対価を受け取ってるだけだから。マルクスとエンゲルスに怒られるぞ。

「わたしの紹介なのです」

　委員長さんが言う。

「ナツルさんがお金がないというものですから。美み嶋しまさんもやりますか？」

「え……」

　彼女はちらっと俺の方を見る。

「で、でもあたし、力仕事はちょっと」

　まあそうだよな。ケンプファーになると常人の何倍もの身体能力を発揮するんだが、バイトのときまで変身するわけにはいかないだろう。

　あれ？　そうすると俺おれはどうするんだ。女の俺が仕事を受けたんだから、女の格好でバイト先に行くのが筋だよな。こんな単純なことにも頭が回らなかったのか。自分のことだが、馬ば鹿かにもほどがあるだろう。

「多少荷物は運ぶでしょうが、それほど大変な仕事ではありませんよ」

　と委員長さん。

「女の子の仕事ですから。やりますか？」

「え、えと……」

　紅あか音ねはまた俺の方を見た。何事だ。

　不可解なことに、それから大きく息を吐いた。

「いえ……別に……」

「そうですか。ではナツルさん、今度の日曜日、ここに行ってください。朝九時集合です」

　委員長さんはメモを渡してくれた。丁寧なことに、電話番号も書いてある。

　俺は承知して、メモをしまった。そして紅音は、なにやら落ち込んでいた。

　副委員長さんはそんな彼女を見て、ずっとにやにやしていた。

「紅音ちゃん、ナツルたんに誘って欲しかったんだよねえ」

　なんてことを言った気がしたんだが、あいにくチャイムが鳴ったので、俺の耳に届くことはなかった。





　　○






　さて当日、俺は朝七時にはぱっちり目が覚めた。いつもなら惰眠をむさぼるのだが、さすがに金がかかっていると遅刻はできない。いきなり印象を悪くすることもあるまい。

　朝食（カレー）を取ると、手早く着替えて外に出る。現場までは地下鉄に乗らなければならなかった。おかげで文字どおりすっからかん。

　多少悩んだが、俺は女の姿で行くことにした。委員長さんからも向こうに連絡しているかもしれない。いきなり男が現れたら驚くだろう。問題は女に変身することにたいしてためらいを抱かなかったことで、どうも馴な染じんできたらしい。よくない傾向だ。そもそも男なんだから、もう少し困るべきだな。

　初乗り運賃ギリギリで到着。場所は港の倉庫街であった。

　三角屋根の巨大な倉庫がいくつも並んでいる風景はなかなか壮大で、中には頑丈そうなコンクリート製のものもあった。搬入口もしっかりしているから、きっと冷凍庫だな。

　メモの住所を頼りに歩く。同じような建物ばかりだから分かりづらい。

　散々歩いた末、電話で聞くかと思いはじめたらあった。

　鉄のプレートで「田た中なか山やま産業」と書かれている建物だ。親しん戚せきとやらの名前が田中山なんだろうか。委員長さんの名字は違ったはずだが。

　倉庫脇わきのプレハブに顔を出し、「すみません」と挨あい拶さつをしてから用件を述べる。事務員らしき中年女性は聞いていたらしく、「バイトの人はこっち」と案内してくれた。

　連れて行かれたところは、やはり隣の倉庫の中であった。恐ろしく天井が高くて、外部と同じ温度だった。ここまででかいと熱がこもることも少ないんだろうか。

　待っていたのは年若い女性であった。

「あなたが瀬せ能のうさんね。あの娘こから聞いています」

「は、どうも」

　妙に丁寧で、こっちが恐縮してしまった。前に会った委員長さんのお姉さんに雰囲気が似ている。若い商売人は同じ風になるんだろうか。

「仕事内容の説明をしますが、聞いていますか？」

「整理だとしか」

「そうです。ちょっと商品在庫がだぶついているので、片付けたいのです。力仕事ではありませんから安心してください。そういうときはフォークリフトを使います」

　俺おれはケンプファーなんで力仕事でもいけるんだが、まあそうだろうな。これだけ広いのに人力でやったらいつ終わるか分からない。ピラミッドの建設現場じゃあるまいし。

「ええっと、どんな商品でしょう」

「あそこにあります」

　女性は指さした。奥に山積みになっている。どんな商品かは、ここからでは分からない。

「瀬能さんともう一人で、整理してもらいますから」

「え、他にいるんですか？」

　今は俺しかいないのだが。

「はい。そろそろ来るはずですが」

　すると、外からどたどた駆け足の音が聞こえてきて、やがてどんがらがしゃんと転倒する音がした。

　人間用の扉が開く。

「す、すいません……遅れました。いたた……」

　涙をにじませてやってきたのは、紅あか音ねであった。さすがに俺は驚いた。

「あ、紅音ちゃん？」

「はい……転んじゃいました」

「バイトしないって言ってたのに……」

「そのつもりだったんですけど……ナツルさんと二人きりになれますから……」

　痛みをこらえながら彼女は喋しやべっていた。俺おれと二人になったって、面白いことはないと思うんだけどなあ。不思議な女の子だ。

「あなたが美み嶋しまさんですね」

　女性が確認する。紅あか音ねは頷うなずいた。

「はい……」

「怪け我がをしたなら、医者を呼びましょうか？」

「いえ……それほどでもありませんから……」

　膝ひざのあたりをさすっている。骨折でもなければ大丈夫だろう。

　それを聞いて女性はほっとしたようであった。そりゃバイトがいきなり怪我をしたら困るよな。

「揃そろったようなので、二人ともこっちへ」

　山積みになった商品の前に連れてこられた。

　それを眺ながめて俺は口をあんぐりと開けた。なんだこりゃ。こんな量、見たこともねえぞ。紅音も一緒になって茫ぼう然ぜんとしている。

「言い忘れましたが、私の会社では玩具おもちやを扱っています」

　女性が説明をした。

「デパートやショッピングモールのショップに玩具やグッズを卸しているのですが、どうしても売れ残る商品が出てきます。中でもこれは大量に残ってしまい、処理に困っているのです」

「……」

「売れるからと半分強引に押しつけられたようなもので、そういう意味では私も見る目に欠けたのですが、とにかくどうにかしないと、場所塞ふさぎになっていけません」

「……」

「色々種類があるのですが、これが全部同一メーカーの手で作られたことが驚きです」

「えーと」

　俺はようやく声を発することができた。

「……これ、全部なんですか？」

「はい」

　女性は大仰に頷いた。

「全て臓物アニマルです」

　俺おれたちの眼前にあるのは、臓物アニマルグッズの山であった。




　俺と紅あか音ねは時間が経っても、なかなかショックが抜けなかった。

　知ってる人も多いと思うが、臓物アニマルというのはとある玩具おもちやメーカーが生み出した変態グッズである。その不気味さから、知る人ぞ知るカルト商品として存在している。

　なにが不気味って、そのコンセプトである。全て「内臓を露出した動物」がモチーフになっており、普通に作れば可愛い動物たちですんだものが、死体の群れになってしまったのである。いくらなんでも頭がおかしいと思うんだが、メーカーの社長は思わなかったらしく、今でも生産は続いている。

　普通ここまで不気味だと逆に人気が出るものだが、恐ろしいことにまるでその気配がないらしい。コレクターズアイテムにもならず、ネットオークションでも価格は低空飛行。出品者の頼むから買ってくれというコメントが悲鳴のようで涙を誘う。

　楽しさよりも悲劇を振りまいているあたり、化学兵器並にたちが悪い。業界では臓物アニマルのことを口にしないことがマナーなんだそうだ。よくメーカーが潰つぶれないな。

　俺は手近のグッズを一つ手に取った。うむ、気味が悪い。首の取れたキリンなんだが、破損商品ではないところが信じられん。

「これを整理してもらいます」

　女性は極力臓物アニマルに目を向けずに話していた。

「今日中に終わらなくても構いません。目め処どが付けば」

「で、でも……整理ってどういう風にですか」

　紅音が質問した。

「本だって、図書館用の分類法があるんですけど……」

「さすがに適当というわけにはいきませんので、まだ売れそうなのと、そうでないものに分けてもらいます」

　げっ、と俺は呟つぶやいた。紅音も同じ気持ちだったらしく、

「そんな……分かりません。専門家じゃありませんから」

「あら、あの娘こは二人は臓物アニマルグッズに詳しいと言ってましたけど」

　なんだそりゃ。委員長さんめ、いい加減なことを言いやがって。

　……と文句を付けたいんだが、確かに詳しいと言えば詳しいのだ。なにしろ俺たちは臓物アニマルのぬいぐるみを持ってるからなあ。

　別に好きじゃないんだが、沙さ倉くらさんにもらったものだから捨てられないのである。しかもそいつらはメッセンジャーとなって喋しやべるものだから、余計に処分に困る。このあたりは以前も説明したことがあるので、詳しいいきさつは省略。

　厄介なことに、俺おれはぬいぐるみ以外のグッズについても知っていた。沙さ倉くらさんがコレクターなので、話を合わせようと勉強したのである。それがこんな形で跳ね返ってくるとは、こういうのも因果応報なのだろうか。

「星せい鐵てつ学院には、臓物アニマルを持ってる生徒さんが多いと聞いたので、バイトをしてくれる人がいないか頼んでいました」

「はあ……」

　そりゃ沙倉さんが無差別に配っているからな。所有率はかなり高いだろう。

「何人にも断られたみたいですが、引き受けてくれたと聞いて、ほっとしていたところです」

　俺も事情を知っていたら断ったかもしれない。だって臓物アニマルだぜ。内臓なんて焼き肉屋で食べるものであって、愛めでるものではないだろう。

「まだ売れそうな商品は、分けてあそこに置いてください」

　指示した方向には大きコンテナがあった。

「売れそうにないものは……仕方ないのでそのままに」

　俺は訊きいた。

「処分するんですか」

「迷ってます。廃棄したら呪のろわれそうで」

　気持ちはよく分かる。恐らく大半の日本人が理解できるだろう。

「そうやって先送りにしていたら、こうなってしまったのです。少しでも減らさないと」

　事情は分かった。いくら経営判断のミスとはいえ、それはそれで気の毒なことである。

　女性は「ではお願いします」と告つげて倉庫から出て行った。

　俺と紅あか音ねは二人きりになった。目の前には臓物アニマルの山。

　なんとなく「嫌だなあ……」という空気になってしまった。

「えーと、紅音ちゃん、平気？」

「あ……あまり平気じゃないです。これだけあると、頭がくらくらしそうで……」

「そうだね……」

　臓物アニマルは存在そのものが嫌がらせになる。とある会社で女子従業員がオフィスに持ち込んだところ、眩暈めまいや頭痛を起こす社員が続出したんだそうだ。都市伝説なんだが、容易に信じられるところが恐ろしい。

「……でも、ぼうっとしてるわけにいかないから、やろうか」

「はい……」

　俺おれたちは渋々ながら、臓物アニマルグッズの山に手をつけた。

　それにしてもとんでもない量である。数もさることながら、種類が凄すごい。ぬいぐるみを筆頭にプラモデルやゲームソフト、トレーディングカードのような定番アイテムから、皿やコップといった生活用品、お絵かきセット、ポーチのような幼児用までなんでもある。たった今手にしたものは「臓物アニマル変身セット」らしいんだが、一体なにに変身しろってんだ。うわ、リアルな内臓が入ってるぞ。

　これだけ仕入れたのも並大抵のことではあるまい。どこも欲しがらないから押しつけられたんだろうな。ババ抜きのジョーカーみたいなものだ。

　俺はとりあえず、「臓物アニマル変身セット」を売れないものとして脇わきに避よけた。等身大の臓物アニマルになんて、誰だれがなりたがるんだ。

　紅あか音ねも青い顔をしながら商品を整理している。ケンプファーじゃない彼女は精神が強い方じゃないから、大変だろう。

「紅音ちゃん、平気？」

「は、はい……気持ち悪いですけど、ナツルさんと一緒ですから……」

　俺は酔い止めの薬なんだろうか。

「我慢します……我慢できます……」

　ぶつぶつ呟つぶやいている。それでも手を休めていないのは、なにかの義務感なんだろうか。

　俺もやらなきゃならない。一応金がかかっているのだ。バイト料欲しい。

　改めて、足下から手をつけることにした。

　それにしてもうんざりするくらいある。この倉庫だけじゃなくて、日本には似たような場所がたくさんあるんだろう。海外にも輸出しているらしいから、世界中で俺たちみたいな悲劇に遭ってる人間がいるんだろうな。日本は武器輸出ってしないんじゃなかったっけ。

「こんなの、誰が欲しがるんでしょう……」

　紅音が呟く。

「うちの学校の生徒は持ってるよ」

「それはそうですけど……そういえば、図書館にもあるんです。臓物アニマルの本」

「図鑑かなんか？」

　だとしたらまるでポケモンだ。

　紅音は首を振った。

「いいえ……小説なんです。ノベライズなんですけど、作者が途中で嫌になったみたいで、一巻で投げっぱなしになってるんです。あとがきに『旅に出ます。探さないでください』って」

　その作者に罪があるとは思えない。気の毒なことだ。

「なんで図書館に？」

「寄贈です。沙さ倉くらさんの」

　そりゃ確かに捨てるわけにはいかんわなあ。内容はともかく、寄贈である。少なくとも沙倉さんが卒業するまでは保管しておかないとまずい。

「これって……確かぬいぐるみから広がったシリーズなんですよね」

「ＴＨＥ・ハラワタってのが最初らしいけど」

「ぬいぐるみだと普通女の子は喜ぶのに、なんでこんな形にしたんでしょうね。限度があります……」

「うん……」

　もっともすぎる疑問である。多分流通問屋から小売りまで、関わった全ての人間が抱いただろう。

　それでも発売されてしまうのが、世の中の怖いところだ。本音を口にできない日本人の宿しゆく痾あか。

「沙倉さん以外に、好きな人っているんでしょうか……」

「それが……いるらしいよ」

　紅あか音ねが意外そうな顔になる。

「そうなんですか？」

「東ひがし田だに聞いたんだけど、他の高校でも集めてる人がいたんだって。洛らく芦ろ和わ高こう校こうって私立のところだったかな」

　俺おれは答えた。もっとも、他にコレクターがいるって話は聞いたことがない。いなくてもいい。不幸は局地的に留とどめるべきだ。

　紅音は目を丸くしていた。

「変わってますね……」

「なんかストーカーみたいな娘こなんだって」

　下げ駄た箱ばこに入れたりしたらしいから犯罪的である。逮捕されても仕方がない。

「物好きってどこにでもいるんですね……」

「他の例は知らないけどね」

　話をしながら手を動かした。この手のバイトは、無駄話をしながらでも作業できるのがいいところだ、俺たちしかいないし。

　別の商品に手を付ける。そこにあったのは幼児用の玩具おもちやだった。「臓物アニマルぬりえ」である。「きれいにぬって、臓物アニマルを描こう！」とあるが、そんなことしたら情操教育に悪いんじゃないか。

　これが一冊二冊じゃなく、束になって置かれている。埃ほこりをかぶっているだけでえらく綺き麗れいだから、本当に売れなかったんだな。

　これも売れないものだからこのまま。だいたい臓物アニマルの塗り絵なんてどこに置いてあるんだよ。見たことねえぞ。

　……というのは噓うそで、実は見たことがある。しかもわりと最近の話だ。

　紅あか音ねも同じような感想を持ったらしい。

「これ……すごい量ですけど、きっと沙さ倉くらさん持ってるんでしょうね……」

「だろうね」

　俺おれはそう返事をした。実はさっきの塗り絵、沙倉さんのマンションにあるコレクションルームで見たのである。ガラスがはまった本棚の中に、きちんと並んでいた。

「あたしたちじゃなくて、沙倉さんに頼めばいいと思うんですけど……」

「でもそしたら、全部売れるって言うよ。それじゃ整理にならない」

「そうですね……」

　さきほどからちょくちょく話題になってるが、沙倉さんは日本で数少ない臓物アニマルのコレクターである。別に数えたわけじゃないんだが、こんなグッズのコレクターなんて少ないに決まっている。

　あの人のコレクションは凄すさまじい。機会があるごとに「臓物アニマルを愛しているんです」と主張するだけあって、ほとんど所有している。臓物アニマルに囲まれて就寝するのが無上の幸せらしいから、人間の趣しゆ味みってのは多様である。普通なら心臓が止まった状態で朝を迎えてもおかしくない。

「沙倉さん、ここを見たら幸せな顔をするでしょうね」

「だろうね」

　それは間違いない。俺たちにとっては地獄もいいとろこだが、あの人にはきっと天国だ。まさかこんな港の倉庫街に天国があるとはね。

　ここで普段の俺なら、沙倉さんに電話を入れるところだ。「臓物アニマルを見に来ませんか」と誘う。いつもなら男の誘いにのらない彼女でも、これなら効きき目があるはずだ。タクシーに乗ってすっ飛んで来るだろう。

　だが俺はそうしなかった。もちろん理由はある。

「呼んでもいいんだけど」

「でも沙倉さん、あたしたちの敵ですから……」

　紅音が言う。そうなのだ。沙倉さんは今の俺たちと敵対している。俺としてはその事実を認めたくないのだが、こうなると仕方がない。無論あの人が誰だれかに脅されているという可能性もあって、俺おれとしてはその窮きゆう地ちを救い出して晴れて結ばれるという展開がいいのだが、誰の支持も受けていなかった。

「でも沙さ倉くらさんの実家に招待を受けてるんだよな」

　これは仲直りのサインである。そう信じたい。

「罠わなかもしれないじゃないですか」

「いや、あんな綺き麗れいな人が罠なんて」

「き、綺麗だから罠を張るんです。会長だってそうです」

　あの生徒会長なら十分ありうるが、沙倉さんがそんなことするわけない、はず。

「沙倉さんは危険です。ナツルさん、だって危ない目にあったじゃないですか」

「そうだっけ？」

　俺は首をひねった。都合の悪いことは忘れる主義だ。

「そ、そうです！」

　何故か紅あか音ねの声が高い。

「ナツルさんは危険な目に遭っちゃいます。沙倉さんには気をつけないと……」

「いや、あんな綺麗な人なんだから」

「そ、そんなことばっかり……」

　と言われても、俺は本当にそればかりなのだ。沙倉さんを崇あがめることに関しては人後に落ちないつもりだ。ああいう美人を崇拝できるなんて、俺は大変な幸せ者である。いくら最近、その気持ちがぐらついているとはいえ。

「紅音ちゃん、沙倉さんが綺麗だと思ったことはない？」

「それは……ありますけど……」

「じゃあいいじゃないか」

「よくありません……。ナツルさん、沙倉さんのことばかり……」

「生いき甲が斐いだから」

「生き甲斐を他に向けてもいいと思います」

「たとえば？」

「えと……あ、あたしとか……」

　彼女は耳まで真っ赤だった。紅音に生き甲斐を向けてどうすればいいんだろう。本の整せい頓とんでも手伝うのか。

　考えてみれば彼女も変わっている。わざわざ俺に付き合って倉庫で臓物アニマル整理のバイトをしているのだ。こんな気持ちの悪い商品、よほど精神力がなければ無理だぞ。

　俺おれもタフな方ではないが、今はケンプファーなのでなんとかなっていた。普通なら卒倒してるだろうな。

　紅あか音ねが赤面したまま黙ってしまったので、俺は作業に集中せざるを得なくなった。

　次のグッズはなんだ。「臓物アニマルカレー」か。食品なのになんでこんなとこにあるんだよ。牛の内臓がたっぷり入っているから健康にいいってのが謳うたい文もん句くらしい。間違ってなさそうだが、やはりパッケージに難がある。

　これは別のところに置いておく。期限が過ぎたら中身だけでも破棄した方がよさそうだ。食べ物だし。

　次。「臓物アニマル色鉛筆」。十二色に分けられた色鉛筆だ。これだけだとまともなんだが、普通入っている色が一色もない。なんで内臓が腐った色とか、カビをそのまま写し取ったような色ばかりなんだ？

　これも売れない。その次。「臓物アニマル不思議グラス」。一見ただのガラスのコップだが、ジュースを注そそぐとあら不思議、内臓を露出したタヌキのイラストが浮かび上がる。これは知ってるぞ。なにも知らない子供がパニックになったので、訴訟騒ぎに発展したはずだ。これも売れないよな。クレームがくるもん。

　さらに次。「臓物アニマル万華鏡」。これは見なくたって分かる。筒の中を覗のぞき込こむと、臓物アニマルたちが幻想的な光景を繰り広げるってやつだ。まあ内臓をこれでもかと見せられれば、確かに幻想だろうな。唯一の救いは目を離せば現実に戻れるってことだ。

　売れるわけがない。足下に放置。今度はなんだ。「臓物アニマル・リアル目覚まし時計」か。確か沙さ倉くらさんのマンションにあったな。レッサーパンダの腹に文字盤が埋め込まれている時計である。一見普通だが、指定した時刻になると文字盤が開いて内臓をどろりと露出させる。気味悪さよりも音が鳴らないので目覚ましの役に立たないのが特徴だ。沙倉さんによると「そこが画期的なんです」とのことだが、鳩はと時計だってぽっぽーって知らせることができるんだけど。

　それにしてもろくなものがない。ろくなものがあるはずないんだが、ここまでとは思わなかった。これだけの種類を生み出した企画力には脱帽するものの、そういう問題ではない。

　俺は不気味すぎる商品群から顔を上げた。

「紅音ちゃん、そっちはどう？」

「はい……ええっと、どれも売れなさそうに感じます……」

　だよなあ。まともな感性ならそうなる。

「どんなのがあるの？」

「抱だき枕まくらとか、布団カバーとかです……。クッションや座布団もありますけど」

「それ、沙さ倉くらさんのとこにもあった気がする」

「ええ……。バスタオルやシャンプーボトルまであるんですけど」

「シャンプーボトルって？」

「キツネの形をしていて、頭を押すとお腹なかのところからシャンプーが出てくるんだと思います。露出している腸がパイプの役をしてるみたいですけど……もっと説明した方がいいですか？」

「いや、いい」

　世の中が信じられなくなるだけである。

　それからも俺おれたちは整理を続けた。それにしても大量にある。なにしろ種類がとんでもない。なるべく種類を出してたくさん買ってもらおうとしたのだろうが、こんなことをされては購買者も死んでしまうだろう。現にこっちは死にそうである。

　俺は臓物アニマルカレンダーに手をつけた。これがまたうんざりするほど数が多い。軽くチェックすると、五年前からある。カレンダーなんてその年が過ぎればおしまいなのに、売れもしない物を作り続ける度胸はたいしたものだ。空むなしくならないのか。

　紅あか音ねは俺の右横で、ＤＶＤを整理していた。うわこれ、伝説のＯＶＡだよ。臓物アニマルのアニメはいくつかあるんだが、この「スペース臓物」は内臓の形をした宇宙船が星から星へ飛び回ることで知られている。カルトすぎてどのアニメ雑誌も取り上げなかったらしい。俺は観みたことないんだが、途中でスタッフが逃げ出したらしく、後半は動物園の実写映像が延々流れるんだそうだ。

　紅音はＤＶＤの山（階段状になっている）をふらつきながら登っていった。

「大丈夫……？」

「平気です……きゃっ」

　言ってるそばから彼女は足を滑らせた。上から落ちそうになる。

　俺は急いで近寄った。

「きゃきゃきゃきゃきゃ！」

　彼女は俺の上に落ちてきた。ちょうど伸ばした腕にすっぽり収まる。

　ずしっときた。いくら女の子の身体からだとはいえ、落ちてくると重い。我ながらよく支えられたもんだと思うが、これはケンプファーだからだろう。

「あ、ありがとうございます……」

　顔を赤くしていた。恥ずかしかったのか。

「怪け我がは？」

「ありません……」

　前に聞いたことがあるが、普段の紅あか音ねは結構なドジっ子らしい。ボールペンを手に持ったまま「ペンがなくなった」と探し回るのはしょっちゅうだとか。一度など右手にヤカン、左手に鍋なべを持って、「お料理の道具がどんどんなくなっていく」と怯おびえていたそうだ。コントにしても極端すぎる。

　ともあれ、怪け我ががないのはよかった。彼女は俺おれの腕から降りた。

「すいません……」

　まだ恐縮している。

「で、でも、ナツルさんの身体からだって柔らかいんですね……びっくりしました」

　なに言い出すんだ。

「今は女だからじゃないかな」

「あ、あたしはケンプファーのときもそうならない……ような気がします。口が悪いから身体も固そうな」

「そうなの？」

　猛犬モードの紅音にそんなことは聞けない。ぶっ飛ばされる。

「でも、いつものナツルさんに助けてもらいたかった……気が……」












　上目遣いで俺おれを見ていた。

「でもケンプファーだから助けられたんだと思うよ。男のままだと、落としたかも」

「そ、そうじゃなくてですね、男のナツルさんになら……抱きしめられても……いいなって……」

「だから危ないって」

　ケンプファーの方が常人の何倍も筋力があるのだ。譬たとえ話でも安全を優先するべきだろう。

　紅あか音ねはなんだか、水をやり忘れた草花みたいにしおれていった。この娘こはたまにこうなる。どんな会話が引き金になるかはいまいち分からない。

　そんな俺の思いとは裏腹に、彼女はやけにしょんぼりとしていた。

「きっとナツルさんは……会長ならいいって思っているんですよね……」

「なにが……？」

「その……だ、抱きしめても……」

「会長って、あの会長だよね」

「はい……」

「ないよ」

　ここで言う「会長」とは星せい鐵てつ学院生徒会長三さん郷ごう雫しずくのことである。なんでもできるスーパー高校生で、教師生徒双方からの信頼が篤あつい。

　しかもとんでもない美人で、私服のときなどモデルか映画俳優みたいである。崇拝している男も多い。もっとも俺はまったくぴんとこず、むしろ新型の生物兵器ではないかと思っていた。好みの美しさではない上に、嫌がらせばっかりしてくるんだもん。

　しかし俺以外にそんなこと思っている人間はいないらしい。現に紅音が疑っている。何度も同じ説明をしているんだが。

「ないって……あまり信じられないんですけど……」

　と言われても。

「だってナツルさん、会長に『好き』って言われていたじゃないですか……」

「……」

　ああ、なんでそんなことを思い出させるんだ。

　俺はあの冷酷女に狙ねらわれているのである。なにが気に入ったのか、あいつは俺にまとわりついているのだ。入学当初は生徒会長とこんな縁ができるなんて考えてもいなかったというのに。

　ちょっと前、俺は雫に「好きだから」と言われた。ついでに幼なじみの水み琴ことにも、これを告白と捉とらえるかどうかは個人の自由だと思われるので、俺は断じて否と答えたい。雫しずくみたいなスーパースターが俺おれと恋愛関係になるなんてあり得ないのだ。誰だれかそうだと言ってくれ。

　なおも紅あか音ねは、俺を怨うらみがましく見つめている。

「また会長のことを考えていたんですか……」

「違……う」

　当たらずといえど遠からずではあるのだが。

　紅音の瞳ひとみは涙で濡ぬれていた。なんで泣くのよ。

「あ、あたしだってナツルさんに告白したのに……」

「したっけ……？」

「しました……。いつもしてるつもりです……。ナツルさん、全然気づいてくれませんけど……」

　なんのことやら分からない。そもそも女の姿の俺に言われても。

　最近顕著なんだが、俺は女の姿になると途端に性欲というものが薄れる。消滅はしないのだが、男のときに比べて明らかに減っているのだ。これは恋愛のことにも繫つながっていて、どこか遠くの世界の出来事に思えてしまうのだ。沙さ倉くらさん沙倉さんと言い続けることはもちろんできるが、これは習慣でもあるので。

　とにかく、女の姿のときに言われても困ってしまうのだ。

「告白って言われても……」

「ひ、酷ひどすぎます。あたし頑張ってるのに……」

「そうなの……？」

「そうです……」

　うわ、妙にしょんぼりしている。これってやっぱり俺のせいなのか。

　とりあえず俺は「そんなに落ち込まないで」と声をかけた。

「あまり落ち込まなくても……。たいしたことじゃないんだし」

「なんでそんなに他ひ人と事ごとなんですか……」

「ケンプファーだから、かなあ……？」

「ナツルさんは会長の家に泊まったり、近こん堂どうさんと旅行したり、そんなことばかりしてるじゃないですか。あ、あたしとはどこにも……」

「お祭り行かなかったっけ」

「邪魔が入りました……」

「テーマパークにも行ったような」

「あそこも邪魔が……」

　ふむ、確かに紅あか音ねと二人でなにかしたって記憶が薄いな。考えてみれば雫しずくだろうと水み琴ことだろうと、最初から最後まで二人きりってことはないんだが、そんなことは関係ないらしい。

「ごめん、悪かった」

　と俺おれは伝えた。

「なんか俺のせいな気がする」

「なんかって……」

「実感ないから」

　正直に告つげると、彼女は絶望的な顔をしている。

「ナツルさんって、本当に酷ひどい人なんじゃないかって、思えてきました……」

「それもかなり不当な評価っぽい気がするんだけど」

「だって……」

　だって、なのか。

　俺は口をつぐんだ。なんか喋しやべるたびに事態を悪化させている感じがするのだ。このあたりの空気の読めなさは自覚があって、小学校の頃ころはそりゃもう喋るたびに場を凍りつかせていたものよ。

　紅音はしばらく考えて、言った。

「えと、じゃあ、あとであたしに付き合ってもらえますか……」

「は？」

「買い物です……」

「買い物か……」

「あっ、違います。デートです。今度こそ二人っきりです」

　彼女は急いで言い直した。

「デートって、買い物じゃないの……？」

「そうですけど、でもナツルさんと二人で出かけたいですから、やっぱりデートです。デートなんです」

　まるで自分に言い聞かせているようだった。なんだか必死である。

「いいよ」

　俺は承諾した。

「え……いいんですか？」

「うん」

「も、もう、会長や近こん堂どうさん以外とはデートしないのかなって……」

「そんなことないけど」

　むしろ雫しずくとデートがあり得ない。マイ歴史書には、雫とデートした出来事が記されていないのだ。そのような悪夢はこれまでもこれからもないのだ。

「じゃあ今度……明日って休みの日ですよね」

「そうだけど」

　祝日である。

「明日です。明日、あたしとデートですから」

「分かった」

「きっとですよ。きっとですから」

　紅あか音ねは何度も念押しをしていた。俺おれはそのたびに頷うなずく。本当なら金欠で断るんだが、今日のバイト代でなんとかなるだろう。一万円あれば月まで行けるはずである。

　待ち合わせる時刻を決めると、紅音は満面に笑みをたたえていた。

「えへへ、ナツルさんと、今度こそデートですね」

「オーバーな……」

「嬉うれしいですから」

　本気で喜んでいる。俺は女の姿なので、やはり実感が湧わかない。

「じゃあ、この仕事を、早くすませちゃいましょう」

　彼女はいきなり積極的になった。不気味すぎるグッズを、次から次へと片付けていく。モチベーションというものは、人をこんなに積極的にさせるものなのか。

　これは俺の仕事でもあるので、負けてはいられなかった。別に勝負ではないんだけど。

　しばらく二人で作業が続く。紅音は臓物アニマルの四コマ漫画集（あまりにシュールすぎるため、読んだ人間がなにも感想を言えなかったらしい）や画集（ほとんど死体写真集）を整理し、俺が文房具関係に手をつける。

　臓物アニマルのパズルやらボールペンやら携帯ストラップ（これは内臓がヒモ部分になっているアイディア商品）やらを片付けていると、倉庫の戸が開いた。

「はかどっていますか」

　雇い主の女性だった。

「ええ、まあ」

　俺は曖あい昧まいな返事をした。こういうのは、なにをもってはかどったと言えばいいんだろうか。

　彼女は商品の山に目をやった。

「苦労しているのは分かります」

「そうですか」

「私も自分でやろうとしたことがありますから。ですがどうもパートの人が無断欠勤をしたり体調不良を訴えたりと、いいことがないのです」

　なんだか怪奇ドラマみたいである。お祓はらいした方がいいんじゃないのか。

「そこで……というのもおかしいのですが、他にもバイトの人を呼んできました。大勢でやってください」

「そりゃいいですけど、どこに？」

「あそこに」

　女性の背後に、「新しいバイトの人たち」がいた。三人。

　彼女たちは一斉に手を振った。

「仲良く仕事してるみたいですね」

「いえーい。ナツルたん、いちゃついてるー？」

「秘密の関係にしたければ口止め料を」

　委員長さんたちはどこにいても喋しやべる内容が同じだな。俺おれはぼんやりとそう思った。




　いつもの三人組は、こんなところまで一緒だった。こうなると幼なじみなんだろうかと疑うのだが、この学校で出会ったのが最初らしい。それがここまで仲良くなるなんて、類が友を呼ぶ見本である。

　委員長さんたちは、臓物アニマルグッズと格闘している俺たちを、興味深げに眺ながめていた。

「なかなかシュールな光景ですね」

「グッズに埋もれるナツルたんと紅あか音ねちゃん。面白いね」

「お金にはなりそうにないですが」

　なに言ってんだ、と俺は心の中で呟つぶやいた。

　俺と紅音はグッズの山から下りる。

「委員長さんたちも、バイト……？」

「ええ。結局手伝うことになりました」

「別にいいのに……」

　俺は文句を言った。この三人に遠慮は無用である。

「そうはいきません。美み嶋しまさんがバイトをすると言ってきたのですから、わたしたちもやらないと」

　委員長さんが変なことを言う。

「理屈が分からない……」

「なにか起きそうな気がするのです」

　不気味な返事であった。

　ようするにトラブルの匂においがすると言いたいのであろう。俺おれの周辺は騒がしいからいい線突いてはいるのだが、そんなに揉もめ事ごとが好きか。

　それに今日は俺と紅あか音ねだけで、雫しずくと水み琴ことがいない。これは平和な組み合わせだ。ケンプファーにさえならなければ、紅音は大人しいのである。

　俺は三人に背を向けて、仕事を再開することにした。

「おや、もう話はおしまいですか」

「仕事するから。委員長さんたちもやって……」

「ここの仕切りはナツルさんなのですね」

　このバイトは俺の方が先輩である。たとえ数十分でも。

　三人もバイトする気はあったようで、商品の山に手をつけていった。

「あら。臓物アニマルの消しゴムセットとは珍しいですね」

「ねーナツルたん。デキシカピバラのトレーディングカードなんて売れるの？」

「カルタはオークションサイトでも見たことがありません」

　さすがに珍しがっているようだ。ちなみにカルタとは「お正月は家族で　臓物アニマルカルタ」のこと。「犬も歩けば射殺される」「豚にサルモネラ」とかそんなのばっか。こんなの新年早々にやったら脳が壊れてしまうわ。これも沙さ倉くらさんのマンションにあるんだよな。

「売れば価値はあるのでしょうが、正直どこに買い手がいるのかは見当がつきません」

　さすがの会計さんもお手上げであった。

「沙倉さんなら買う……」

「あの人はもう全て持っているでしょう」

　よくお分かりで。

　三人の手つきはなかなか慣れたものだった。売れそう売れなさそうと言っても分からないので、美品とそうでないもので分けているのだ。傷いたんでいても製造年の古いものは価値があるかもしれないので区別する。最後にそれらを俺が確認するという寸法である。

　しかし俺もそう詳しくないので、沙倉さんがどう扱っていたかを思い出しながら判断することになる。ようするにいい加減ってこと。

　なにしろ臓物アニマルなので、常人が整理するとどこかおかしくなってしまうのだが、この三人はわりと平気だった。時々言葉を交わし合っているのが、いい方向に作用している模様。雪山で励まし合ってるみたいだな。

「ところでナツルさん」

　委員長さんが言った。

「最近どうなのです。会長との仲は」

　その言葉に、俺おれというより副委員長さんと会計さんがぴくりとする。

「なに言ってんの……」

「そろそろ進展してもいい頃ころです」

「なんで進展……」

「ナツルさんと会長と言ったら、星せい鐵てつに新しく生まれたカップルですから」

　誤解を受けそうな表現だが、そんな噂うわさが流れているのも事実だ。女の俺と雫しずくが、付き合っているのではないかとの情報が、ここ数日流布されているのである。

　二人揃そろって、しかも腕を組みながら登校したのが原因である。そのこと自体は雫の陰謀で俺としては忘れたいんだが、世間（というか学校内）には歪ゆがんだ形で広まった。

　よく考えて欲しいんだが、女の俺と雫である。まともなカップルじゃないのはどう見ても明らか。なのに「星鐵三大美女」の二人がそんな感じになってしまったものだから、もう大変である。おまけに新聞部の西にし乃のますみが号外までばらまいたので、どうにも手がつけられない。

　俺個人の感想を言うと「泣きたい」の一言に尽きる。男の俺は俺で、「会長と付き合っているという噂が流れた数週間後に振られた愚か者」とのレッテルが貼はられていた。しかも「実は男のナツルはまだ会長と付き合っている」との根強い噂もあって、混乱することおびただしい。人物相関図は矢印だらけで真っ黒である。

　委員長さんはさらに訊きいてきた。

「というわけで、どうなのです」

「というわけって、なに……」

「ナツルたん、とぼけるのはよくないなー」

　副委員長さんが食いついてくる。

「女同士のカップルなんて滅多にないよ。男子部でも凄すごい噂だよ」

「噂は消して欲しい……」

「煽あおった方が面白いって」

　俺は面白くないんだ。

　こう見えても女の俺は仮の姿である。せめて男の俺との仲にならないのか。いや、雫が相手じゃ嫌だから、それもなしで。

「統計によると」

　会計さんがメモ帳を取り出した。

「瀬せ能のうさんと会長が付き合うとの噂うわさが流れた途端、校内新聞の購読者数が一・五倍に増えました。近隣の学校でも読まれており、一部ではプレミアが付いているそうです。今後のためにも、瀬能さんは協力するべきではないかと」

　なんで今後のことを俺おれが考えるんだ。校内新聞なんかほとんど読んだことないのに。どうでもいいが、あの新聞金取っているんだな。買う人間がいるのが信じられん。

「さあ、ここで話してください」

「なんで……」

「瀬能さんからもらった情報を新聞部に売ります。西にし乃のさんはきっと高く買ってくれます」

「酷ひどい……」

「瀬能さんにも配当はありますから」

「あたしたちが九でナツルたんが一ね」

　と副委員長さん。なんだその安さは。

　三人はじりじり迫ってくる。実際は接近していないのだが、迫力がそうさせるのだ。こういうことになると、この連中は欲望を剝むき出だしにする。

「話してください。会長とどうなっているんですか」

「やった？　やったの？」

「私たちが八で瀬能さんが二でもいいです」

　口々に勝手なことを言う。

　俺は窮きゆう地ちに立たされていた。こんなことでピンチになるいわれはないんだが、状況というのは恐ろしい。もしかしたら、あんな学校入ったのが間違っていたのでは。近いからって理由で選んじゃいけねえよなあ。

　おろおろする俺。それを見て委員長さんたちは、自分たちのやってることの正しさを確信したらしい。さらに圧力を加えようとしていた。

　その時。

「や……やめてください」

　小さいがはっきりした声がした。

「ナ、ナツルさんに酷いことをしないでください」

　紅あか音ねであった。ずいぶんと端の方で整理をしていたらしく、立ち上がってこっちを見ていた。話に加わっていないと思ったら、そんなとこにいたのか。

　委員長さんが眼鏡めがねを上げる。

「酷ひどいとは一体」

「ナツルさんをいじめているじゃないですか」

「ただの取材ですが」

「そんなの取材じゃないです」

「学校全体の娯楽のためです。それとわずかな報酬」

「お金のためなんですね」

「ナツルさんと会長がどうなっているのか、みんな知りたいのです。美み嶋しまさんだってそうでしょう」

　紅あか音ねはちらっと俺おれに目をやる。それから急いで頭を振った。

「ひ、否定はしませんけど、ナツルさんは会長とはなにもないはずです」

「はず、ですか」

「ないです」

「なんで美嶋さんがそのことを知ってるのです」

　委員長さんが冷静に指摘をする。この人は頭がいいのだ。一部科目は雫しずくとためをはれるくらい成績がいい。

　副委員長さんと会計さんも、興味深げに紅音を眺ながめていた。肝心の紅音は視線が自分に注目していることを知って、慌て気味。

「あっ……あたしは、ナツルさんと仲良しですから……」

「それは知っています。しかし、プライベートまでは知らないでしょう」

「そんなことないです……」

「ではどんなことを知ってるのですか」

「そ、それは……。ええっと……ナツルさんの好みのテレビとか……家の中とか……習慣とか……」

　たどたどしく喋しやべっている。ちょっと待ってくれ。なんで俺のことをそんなに知ってるんだ。それよりも、いつの間にか紅音ちゃんが喋らされているぞ。委員長さんの罠わなだ。

「そういう情報は、単独では意味がないですね」

　会計さんが口を挟む。戸惑う紅音。

「え……」

「他と組み合わせてはじめて価値を持つのです。なにかないのですか」

「ええっと……」

　紅音が口ごもる。こらやめろ。余計なことは言わないでくれ。

「あ……あたしと……」

「あなたと？」

「あたしとデートします！」

　大きな声で彼女は言った。

「ナツルさんはあたしとデートするんです。さっき約束しました。も……もう会長は関係ありませんっ！」

　俺おれは驚いた。こんな人間スピーカーみたいな連中に喋しやべっていいのか。

　しかし委員長さんたちはそれほどでもない模様だった。あれれ？

「それは驚きです」

　と委員長さん。そうは見えないんだけど。

「美み嶋しまさんはナツルさんと仲が良かったと思っていたのですが」

「だ、だからあたしとデート……」

「女のナツルさんと？」

「あっ！」

　俺も同時に気がついた。そうか、この三人にとっては、デートの約束をしたのは女の俺なのだ。だって今は女の姿なんだから。

「会長が女のナツルさんに好意を持つという、ちょっと危ない性格なのは分かってましたが、美嶋さんもそうなのですか。意外です」

「ああああああたしは……」

「デートの約束をしたんですよね。いつですか」

「明日……です」

　紅あか音ねはずぶずぶと、その場に沈み込んでいった。

　沈没したいのは俺も同じだった。ああもう、また余計なことを。ただでさえこんがらがった人間関係が、どうしようもなくなった。絶対解けない知恵の輪は知恵の輪じゃないだろう。溶接された鉄のリングだよ。

「ついに美嶋さんもナツルさんの毒どく牙がにかかったのですね」

「うわー、ナツルたん魔性過ぎる」

「さすがの私も引きます」

　勝手なことを。まあ確かに、俺が第三者だったらやっぱり引いていたかもな。

「明日デートすることは分かりました」

　と委員長さん。

「このネタはどれくらいの価値を生むでしょうね」

　体内にもの凄すごく不安な色をした雲が沸き上がった。色は黒。

「それって……」

「情報というのは生かしてはじめて価値のあるものになるのです」

「そんな……やめて……」

　俺おれは思わず懇願した。こいつらなに考えてんだ。

「やめるべきはナツルさんです。こんなにあちこち女の子に手を出して、恥ずかしいと思わないのですか」

「そうだよナツルたん。泣いてる娘こもきっといるよー」

「被害者の会を結成するべきですね。会費を取って」

　またろくでもないこと。こんなことばかり思いつく頭には、むしろ感心するくらいだ。

　俺はもう怒る気力をなくしていた。

「なにか……邪魔をするつもり……」

「そんなことはしません。情報を生かすだけです」

　委員長さんは妙にしっかりとした口調だった。

「お二人の仲に波風を立てようとは思いませんから。せいぜいさざ波程度です」

　津波の間違いじゃないのか。

　委員長さんは左手を返し、腕時計を見た。

「そろそろ時間ですね」

　え、もう？　俺も確認すると、確かに夕方。バイト終了の刻限である。こんなくだらないことに時間を費やしてしまったのか。

「わたしたちはこれで帰ります」

　委員長さんは告つげた。

「誰だれに情報を売却するか検討しなければなりませんから。一緒にご飯を食べには行けません」

「行こうなんて言ってない……」

「じゃあまた学校で」

「バイトは放っておくの……？」

　この三人が来てから無駄話ばかりで、俺の作業はほとんど進まなかった。バイト料もらえないんじゃないのか。

「わたしたちはすませましたよ？」

「どこが……」

「そこに」

　見ると、乱雑だった臓物アニマルグッズの山は、きちんと整理されていた。信じられなくなって見てみたが、問題はない。あとは俺おれが確認するだけになっている。

「喋しやべりながらでも手を動かした方がいいですね。バイト中なんですから」

　くそ、反論できん。なんでこいつらこんなことできるんだ。同時に二つのことに集中できるなんて普通無理だろう。

「お先に帰ります」

「ナツルたん、じゃーねー」

「バイト料は先にもらっていきます」

　委員長さんたちはさっさと行ってしまった。

　あとは茫ぼう然ぜんとする俺と、紅あか音ねが残された。それと臓物アニマルグッズの在庫。俺が検査する分。

「ナツルさん……」

　紅音が声をかけてきた。

「ご、ごめんなさい。あたしが余計なこと言っちゃって……」

　見るからに申し訳なさそうにしている。

「ナツルさんのことになると、あたしもあんまり冷静じゃなくなっちゃうんです……本当にごめんなさい」

　何度も頭を下げている。そんなに謝られると、怒れないよなあ。

「いいよ。仕方ない」

「ありがとうございます」

　ほっとしたようになる紅音。俺の気持ちは晴れないけどな。

「あたしにできることなら、なんでもしますから……」

「じゃあ、明日のデートはなしでいいかな」

　一いち縷るの望みだったが、彼女は即座に言った。

「それは駄目です。約束ですから」

　こういうときだけ意思が強いんだ、この娘こ。












第二章







　とんだ約束をした、てのは俺おれの感想であって、紅あか音ねはそう思ってないんだろう。バイトの帰り道、彼女は妙にうきうきしていた。

「約束ですよ。絶対ですから」

　そして「男の人の姿で来てください」と念押しをされた。女の姿で約束したんだが、それではいけないらしい。

　このことは委員長さんたちにバレている。攻撃の作戦計画が漏ろう洩えいしたようなものだから中止がいいはずなんだが、そうもいかないらしい。女心ってのは複雑だな。

　バイト料はきちんと一万円受け取った。委員長さんたちが整理したあとを確認したようなものだから、少しだけ良心が痛……まない。慰謝料だ慰謝料。

　あの女性は「助かりました。またお願いします」と言ってたものの、返事は保留。もう一度臓物アニマルと格闘するのはちょっと。

　そんで翌日。わあ、時の流れって早い。

　俺は紅音と待ち合わせるために駅前へと向かった。他に場所はないのかとも思うが、一番分かりやすいんだよ。

　祝日なので人の数は多い。待ち合わせにも多く利用されるところなので、携帯電話を持った男女がそこかしこに立っていた。この中に外国のスパイがいても、きっと分からないだろう。スパイがいる理由も分からないが。

　時間ぴったりに紅音はやってきた。

「すみません……待ちました？」

「全然」

　と返事をする。ほっとしたような表情になった。

「よかった……。あたし、服を選ぶのに時間かかっちゃって、ナツルさんを怒らせるかと思っちゃったんです」

　見てみると、紅音は七しち分ぶ袖そでのシャツを着て首からアクセサリーを下げ、化粧も薄く決めている。全体的にピンク色で固められていて、確かに似合っていた。使い古されたジーパンを穿はいている俺とはえらい違いである。

　あ、でも相変わらず胸の大きさが残念だな。まあこれは指摘しなくていいこと。

　彼女は俺の視線に気がついたのか、恥ずかしそうに言った。

「へ……変ですか？」

「いや、似合うよ」

「ナツルさんって、色んな女の子とデートしてますから、あたしじゃ物足りないのかなって思っちゃいました」

　それはそれで聞き捨てならない台詞せりふである。

「デートなんてしたことは……」

「会長や近こん堂どうさんとしましたよね」

「あれはあいつらが言い張ってるだけだから」

「じゃあデートです」

「……」

「でもいいんです。今日はあたしがナツルさんを独占する日です」

　紅あか音ねはそう言うと、にこりとした。

　異論はあるが、嬉うれしそうならそれはそれでいいや。幸福なのは結構なこと。

　俺おれは彼女に訊きいた。

「どこか行きたいところある？」

「ナツルさんの好きな場所がいいです」

　それが一番困る。俺はこうやって自分に丸投げされるのが苦手なのだ。ましてやデートなんて、経験値の低い人間には、闇やみ夜よに山奥で迷ったのと同じである。

　あえて言えば家がいい。寝たいから。でもそう返事するわけにはいかないだろう。

「なにか買い物したいって言ってなかった？」

「ありますけど……ナツルさんの行きたいところで」

「紅音ちゃんの好きなところでいいよ」

　これはこれで丸投げである。

　彼女は迷っていたが、やがて言った。

「じゃあ……本を買いに行きたいです」

「前にもそんなことなかったっけ……？」

「本、好きですから」

　照れくさそうに言う。さすが図書委員。いつも本のことは忘れないのか。

　それから紅音は、駅の改札へと歩いた。

「あれ？　本屋はこっちだけど？」

「そこじゃなくて電車に乗ります」

「なんで？」

「ちゃんとしたところに行きたいんです」

　本なんかどこで買っても同じじゃないのか。それとも売ってる種類でも違うんだろうか。

　電車に乗ると、ちょうど二人分の座席が空いていた。並んで座る。なんか水み琴ことと群ぐん馬まに行ったときもこんな感じだったな。

　紅あか音ねはあのときの水琴と同じようにうきうきしていた。ただ、これから行く場所への楽しみも混じっているみたいだが。

「えーと、本屋なんだよね」

「本も売ってます」

「ヴィレッジヴァンガード？」

「違います」

　なんか謎なぞかけみたいだ。俺おれの頭では解答が思いつかない。古本屋にでも行くんだろうか。

　何度か乗り継いで、目的の駅に降りた。目的地だと思っているのは紅音の方で、俺は本当にここか分かっていない。

　あちこち入り組んだ道を……というほどのものでもないが、とにかく二人で歩いた。

「あそこです」

「……ああ」

　紅音の指さした方向を見て、俺は脱力してしまった。

　そこはアニメショップだったのである。緊張する必要なんかなかった。

「嫌ですか、ここ？」

「そうじゃないけど」

「よかった。あたし、このお店が好きなんです」

　そういやこの娘こは、本だけじゃなくてアニメも好きだったな。

　別に俺も馬ば鹿かにしてるわけではない。ただ詳しくないジャンルなので反応のしようがないのである。前に一度、男子部の半はん澤ざわに説明してもらったことがあるんだが、専門的すぎてまったく覚えられなかった。サッカーとかだったら分かるんだけどなあ。

　紅音は率先して中に入っていった。このビルのワンフロア全てが、アニメショップになっているらしい。

「いらっしゃいませー」という店員の声に導かれて、足を踏み入れる。店内は思ったよりも明るく、広かった。

　右みぎ側がわにグッズ、左側にＣＤとＤＶＤ。奥が多分本。ゲームはあるんだろうか。それなら少しは分かるぞ。

「こっちです」

　紅音が手招きをした。なんか原色でけばけばしいエリアである。グッズを売っているところ。

「あたしもここで、結構買っているんです」

「ふうん」

　彼女は俺おれの気の抜けた返事を聞いていなかった。すでに物品を選んでいる。幸せそうな顔だ。

　手持ちぶさたなので、店内を見回した。思ったより女の子が多い。男ばかりだと思っていたんだけど、そうでもないんだな。年は様々。男に比べれば平均年齢は若い。たまに小学生らしい娘こもいるのだけど、いいのか。親はなにしてる。

「子連れの人は滅多にいません」

　いつの間にか、紅あか音ねがそんなことを言っていた。こっちを向いている。

「やっぱりそういうのってマナーですから」

「子連れ禁止の店なの？」

「そうじゃありませんけど、空気を読まないといけません」

　空気を読むとは、俺にとって一番苦手な行為である。

　逆に女の子には必ひつ須すの能力で、そういうところで社会性が養われる。女が卒業してすんなり世の中に溶け込めるわけである。ちなみに女の俺は、空気の読めなさがたまらないとも言われているんだそうだ。どうなっているのやら。

「うちの学校の娘たちも、この店でよく見ますよ」

「そう？」

　急いで見てみたが、いない。

「今日はいません」

「でも女子部にアニメ好きなんて、見たことないけどなあ」

「おおっぴらに言ってないだけで、います」

　断言していた。むむ、そうなのか。

「それもやっぱり空気を読んで？」

「そうですね。訊きかれもしないのに喋しやべるのは、やっぱり、常識ないって思われちゃいますから」

「でも女の子の会話って、こうきゃぴきゃぴしたもんだと」

「きゃぴきゃぴって……ナツルさんいつの人ですか」

「違うかな」

「自分のことや噂うわさ話をしてると、そう聞こえるかもしれないですね」

「あれって楽しいのかな」

「楽しいですよ……二年四組はちょっと違いますけど」

「そういやそうだね」

　噂うわさ話が好きなのは同じだが、内容がやっぱり変だ。委員長さんたちをみれば良く分かる。俺おれも一時期は、彼女たちが普通だと思ったりしていたんだが、どうも違うらしい。最近ようやく理解できてきたところ。

「星せい鐵てつの女の子たちは楽しい人多いです。あたしの中学と違ってましたから、びっくりしました」

「へー」

「みんな他の娘この悪口とかほとんど言わないんですよ。笑いに紛らわしちゃいますから、いいですよね」

　ふむ、それはそうかもしれない。

　男子部もそんな傾向はあって、他人の評価はしても深刻なものにならないのだ。美少女研究会が発行している本を読めば分かる。あれを読んでプライバシーの侵害だと激怒するやつはいないだろう。いや、侵害してるんだけどさ。

　女子部の二年四組はもっと変で、どんなことも馬ば鹿か馬ば鹿かしい空間にしてしまうことが非常にうまい。これは委員長さんの人徳……なんだろうか。

　笑いの才能っていうか、星鐵学院に流れている一種の伝統なのかもしれない。そういえば雫しずくも、「学校を居心地よくすること」に気を遣っているって言ったことがあったな。

　ともかく、俺たちはそんな場所に生きているってことだ。今はアニメショップだけど。

　紅あか音ねは早くもグッズをいくつか手にしていた。

「なに買うの？」

「下敷きとか、シャーペンとかです」

　見ると、アニメのキャラクターが印刷されている。そういや臓物アニマルにもそんなものがあった。あれに比べればずいぶんと平和だ。なにしろ内臓の露出がない。

「昨日のバイト代、使っちゃうつもりです」

　そりゃ凄すごい。俺は今後のことも考えて、セーブする必要がある。

　グッズの中にはポスターやブックカバーまであった。細かいなあ。これを全部集めるとなると、ずいぶんな額が必要になるぞ。

「全部買ったりするの？」

「しません。そんなことするのは、沙さ倉くらさんだけです」

　臓物アニマルに金を惜しまない人だからな。

「でもこれだけ数があるとさあ」

「このグッズ、同じアニメじゃないですよ」

　言われたので確認する。なるほど、よく見ると違う。どれも同じ週刊マンガ雑誌に載のっているものをアニメ化したので、一か所にまとめてあるらしい。

「あたしが好きなのはこのアニメです。日曜の朝に放送してるんですよ」

　なんだかイケメンの男がプリントされていた。観みたことないな。その時間は多分寝ている。

「朝なんてお天気ニュースしかやってないと思ってた」

「やってるんです。朝だけじゃなくて夜もたくさんあって、観るの大変ですけど」

　彼女は、はあとため息をついた。大変なら観なきゃいいというのは素人考えなんだろうな。苦行の一種なんだろう。

「それに最近は、どんな原作でもみんなアニメになりますから、マンガや小説のチェックもあるんです。数が多くて」

「チェックするの？」

「当たり前ですよ。だって失礼じゃないですか」

「そ、そうなんだ」

「ファンの義務です」

　断言していた。なんかえらく真面目まじめだな。

「本当は、声をやってる声優さんもチェックしなきゃならないんです。好きな声優さんが出てるアニメを観たり舞台に行ったりイベントに行ったり。出待ちだってしますし。差し入れを欠かさない人だっているんですよ」

「紅あか音ねちゃんも？」

「あたしはそこまでしませんけど、する人は尊敬します。好きなことに生涯を捧ささげるなんて格好いいじゃないですか。お金があれば即売会で買い込むことだってしたいです」

「えっと、紅音ちゃん」

「でもアニメファンですから、こうやって店に来ることだけは欠かしちゃいけないと思ってるんです。情報収集にもなりますし、店の空気を吸うことが必要なんです。やっぱりあたしたち全員で業界を支えなくちゃ」

「紅音ちゃん……」

「でもこんなに、マンガやゲームや小説原作のアニメが増えるのにも理由があるんです。昔だったら四クール放送するのが普通だったんですけど……あ、四クールって一年間です。一クールが三か月くらいだと思ってください」

「紅音……」

「短くても二クールはやっていたんです。でも今は一クールが基本になっちゃったんです。つまり、昔だったら一年間の放送に原作が一つ必要だったのが、四つ必要なんです。原作が四倍いるんですよ」

「紅……」

「そうなると、どんなジャンルのものでもアニメにするしかないじゃないですか。だからたくさんアニメが放送されるんですよ。もちろんメリットもあって、それだけ原作やＤＶＤが売れますから、ジャンルが成り立っていくんです。つまりみんなでアニメ文化を支えているんです」

「……」

「グッズを買うことだって同じです。あたし、沙さ倉くらさんのことはちょっとって思っているんですけど、臓物アニマルをあれだけ買ってるところは尊敬してます。ファンの鑑かがみです。表彰して欲しいって思います」

　彼女はそこまで一気に話す。そして、俺おれがとうとう黙ってしまったことに気がついた。

　照れくさそうに顔を伏せる。

「あ……あたし、一人で喋しやべってました？」

「まあそんな感じ」

「ごめんなさい……こういう話は興奮しちゃうんです」

　昨日の内気な態度とはずいぶんと違っていた。猛犬モードとも違うから、第三の顔だろうか。

「ずいぶんその……熱心だよね」

「好きなことは真剣にやりますから。知り合いに『アニメは遊びじゃない』って言ってる人もいます」

「そういうメーカーで働いてるの？」

「いいえ。普通のファンです。マニアですね」

　紅あか音ねは「気持ちはよく分かります」と付け加えていた。

　俺にはさっぱりというか、例によって別世界の出来事だった。なんか格好いい台詞せりふを聞いたような聞かなかったような。俺もサッカー日本代表試合になると我を忘れて興奮するから、お互い様ではあるんだろう。負けたら朝まで不機嫌だ。趣しゆ味みに差はない。あ、向こうは遊びじゃないのか。

「……で、紅音ちゃんはそれ買うんだっけ」

「はい」

　グッズを抱え、彼女は心底楽しそうに笑った。

　紅あか音ねはレジに寄ったが、会計をせずに戻ってきた。手にはカゴ。単に入れ物が欲しかったようだ。

「持つよ」

「いいです。自分のものですから」

「いいって」

「本当にいいんです。こうしてると、重さが感じられて幸せなんです」

　うわ。これは筋金入りだな。まあ気持ちは分かる。俺おれも高一のときにはじめてバイトして、自分の金で好きな物を買ったときはとても嬉うれしかった。意味もなく持って歩いたりしてな。

　念のためにもう一度言ったんだが、やっぱり彼女は拒絶した。

「あ、でも本を買うときに持ってもらうかもしれません。本って重いですから」

　確かに。最近は電話帳みたいなマンガ雑誌もあるからなあ。

　紅音はカゴを手に本のコーナーへ歩いていった。

　てっきり専門書でもあるのかと思ったが、そうではなかった。小説とゲーム攻略本がメインである。












　ゲーム攻略本なら俺にも分かる。お世話にもなっている。俺はゲームプレイヤーとしては非常にぬるい方で、攻略本が出たら必ず頼るのだ。世の中あれほど便利なものはないだろう。

　しかし紅あか音ねは攻略本の棚には寄らなかった。さらに奥へ進んでいく。

「マンガは……？」

「今日はいいんです」

　ということは、いつもはチェックしているのか。

　紅音は目的の棚らしき場所で立ち止まった。小説である。ただし表紙にはアニメっぽいイラストが描いてある。

「ちょっと探します」

　そしてじっくりと、まるで骨こつ董とう品ひんの目利きをする中なか島じま誠せい之の助すけみたいに眺ながめていた。「なんでも鑑定団」に出られるんじゃないのかな。

　この手の本好きに横から口出しは厳禁である。真剣な表情を見れば分かる。いきなりキレられるのが落ち。あの東ひがし田だだって、美少女の写真集を眺めているときに声をかけると怒るからな。

　ぼんやりと、彼女の背中を観察していてもしょうがない。俺おれは店内を見て回ることにした。

　といっても、そもそも俺がいること自体が場違いなので、どこでなにを見ればいいのかすら分からない。いや売っているものは理解できるんだが、そこから先がない。頭の中で進展しないというかなんというか。

　我知らず、俺は隅っこに近づいていた。ひっそりと、目立たないよう隔離されているようなところである。

「あああ、そこは駄目です」

　いつの間にか紅音が背後に来ていて、俺を止めた。

　驚くと同時に疑問も浮かぶ。

「なんで？」

「なんでも、その、駄目なんです」

　アニメ話の饒じよう舌ぜつはどこへやら。いきなり口ごもるようになった。

　俺が行こうとしたコーナーは、妙にピンクや青の色が目立つところだった。多分女の子向けの商品だと思うんだが、男のイラストが多い。

「なにがあるの？」

「近づいちゃ駄目なんです……」

「いいじゃん」

「いけないです。そこはその……。ええと、わざわざ隅っこに作ってあるコーナーなんですから、分かってください」

　そんな説明で納得できる人間はいないと思うんだが。

　だいたい男のイラストがこれだけあるんだから、男性が見たって大丈夫なんだろう。ポルノだったら男女問わず十八歳未満禁止で、もっとでかい注意書きがあるはず。

　なのに紅あか音ねは、まだ俺おれを止めていた。

「本当に駄目なんです」

「紅音ちゃんはいいの？」

「あたしは……ええっと、いいんです。好きなジャンルですから」

　なんかうつむいているぞ。首筋がほんのり赤いし。

「ジャンルってなに」

「……ＢＬって知ってますか？」

「ビーエル？」

「知らないならいいんです」

　彼女はそれ以上俺に教える気はないようで、なにを訊きいても答えてくれなかった。

　しかしＢＬってなんだろう。ＰＬなら知ってるぞ。高校野球で有名なところだろう。あとは製造者責任とかなんとか。ブルーレイディスクだろうか。あれはＢＤか。

　紅音はすーはーすーはー深呼吸をしていた。どんなまじないだ。

「ええっと、今のことは忘れてください」

「ＢＬのこと？」

「はい。世の中には、ナツルさんが知らなくてもいいことがあるんです」

　釈然としないが、そうなのかもしれぬ。

　紅音は店に入ったときのような元気を取り戻していた。ＢＬについて尋ねなければ、この店は彼女を活発にさせるなにかがあるらしい。

　カゴの中はいつの間にか、小説が収められていた。

「もう買う本が決まったの？」

「はい」

　にこりとしている。

　本はずいぶんたくさんあった。小遣いを全部つぎ込みそうな勢いである。これだけ買うんだから、この店の経営者も本望だろう。

「全部読むんだ」

「はい。買ったんですからやっぱり読まないと」

「何か月くらいかかるの？」

「え？　数日で読んじゃいますよ？」

　紅あか音ねはきょとんとしている。

　ちょっと驚いた。そりゃ信じられない。俺おれがこれだけ読むとなると、ざっと一年はかかる。しかも全部読めずに段ボールの底に埋もれる。マンガなら気軽に読めても、小説はハードルが高いんだ。

「だって一冊読むんだって……」

「面白かったら、繰り返し読みますけど」

　もっと信じられん。俺はマンガだって滅多に読み返さないのに。年に一度の部屋の掃除で、しまっていたマンガをつい読みふけるときくらいである。

「それは……紅音ちゃんが特別だとか」

「本好きはみんなこれくらいだと思います」

「ふへ……」

　とすると、この店にいる人間はみんなそういう人種なんだろう。そりゃすげえわ。どんな脳と目玉をしているのやら。

　本好きって、さぞ幸福な人間なんだろう。そういえば紅音も、本のコーナーに移ってから全身に躍動感があるし、うきうきしている。

　俺は彼女に訊きいてみた。

「買いたいのを決めてたんだ」

「いえ、なかったです。面白そうな本があったら買おうって思ってましたから」

「そうなの？」

「そうです。決めてるときもありますけど、あたしは本屋やこういう店になにも考えずに入って、その場で探す方が好きですから」

「どうやってやるの……？」

　そんな方法あるんだろうか。マンガと違って小説は字ばっかりである。店内でじっくり読むわけにはいかない。まさか目をつぶってえいやと選ぶのも変だ。

「分かりますって」

「だからどうやって」

「なんて言うんでしょう……面白そうな本は、語りかけてくるんです。読んで欲しいって言ってます」

「は？」

　なんのオカルトだ。本が喋しやべり出したら、それはホラーである。

　しかし紅あか音ねは、それなりに真面目まじめだった。

「本って、本屋……こういう専門店もそうなんですけど、そういうところでしか分からない空気があるんです」

「……え？」

「本屋にずっと通っていると、空気が感じられるようになるんです。本が持ってる匂においがですね、こう、店内に発散されるんです」

　紅音はカゴを下ろして両手をばさばさ振った。こら、店の中だぞ。

「そこまで分かるようになると、今度は本の背表紙を見ただけで勘が働くようになるんです。面白そうな本だなって」

「……？」

　疑問符を浮かべるしかなかった。明治から生きてる老ろう婆ばから妖よう怪かいの話を聞かされているのと変わらない。あるいはノーベル賞の受賞者から専門的な話をされているとか。

　紅音の顔は確信に満ちていた。

「面白そうな本を買うと、やっぱり面白いんです。もちろんあたしの好みの面白さなんですけど、でも分かるんです」

「えーと、つまり紅音ちゃんは、エスパーかなんか……」

「違います。本が好きな人はみんな同じはずです。こういうのって、ネットの書店じゃ分からない楽しさだと思うんです。タイトルだけじゃなくてですね、本がこうずらっと並んでいて、全部いっぺんに見られるからいいんです。もう、頭の中にわっと入ってきてタイトルがぱーって走り回る感覚です。背表紙がですね、脳をしゅっしゅって刺激して、とても気持ちいいんです。これなんですよ。だからあたし、本屋や図書館が好きなんです」

　それからふと、恥ずかしげに付け加える。

「こういうアニメショップも好きです」

　彼女は照れていたが、目がきらきらしていた。

　これはなんというんだろうか。口の悪い人間だったら、紅音のことを「薬をキメたんだな」と言うかもしれない。確かに早口でこんなにまくし立てられちゃ、そう考えても不思議はない。

　でもそうではない。恐らくこれは隠されていた地なのである。いつもは引っ込み思案で口数が少ない。ケンプファーになると逆に拳けん銃じゆうを振り回して大騒ぎをする。どちらも極端といえば極端だ。

　そんな彼女も「自分の好きなこと」ならこのように明るく、快活に語れるのである。アニメの話をしたときは若干引いたのも事実。でも本のことを語っているときはなんだか微笑ましくもあった。やはり情熱を傾けている娘こってのはいいものだ。

　そして俺おれは、不覚にも「可愛い」と思ってしまった。

　いやいや、不覚は失礼だな。でも可愛かったのは本当だ。こうやって輝いている姿っていいな。なるほど、確かに俺の好みのタイプは紅あか音ねだわ。

　彼女は俺のことを、不安そうに覗のぞき込こむ。

「どうしたんですか……」

「いや、なんでもないよ」

「あ、あたし、また喋しやべりすぎちゃいました？　ごめんなさい……趣しゆ味みのことはあんまり話さないように気をつけているんですけど、舞い上がっちゃって」

「そんな感じだった」

「でも……こんなに話ちゃったのは、ナツルさんと一緒だからですよ……」

　恐らく紅音はなんの気なしに口にしたのだろう。そして俺も、ごく自然に返答した。

「だったら嬉うれしいよ。紅音ちゃん、凄すごく可愛かったから」

「え……」

　紅音が驚いたようになる。

「えと、あ、あの……ナツルさんなんて言いました？」

「可愛いって」

「あ、あたしが可愛いんですか……？」

「うん。好みのタイプだしね」

　自然に、そう口から言葉が出てきた。

　紅音の顔が驚きよう愕がくから嬉しさに変化していき、赤みを帯びていく。なにやら雰囲気まで変わってきた。

「そ、そうなんですか……えへへ……」

「？」

「なんか、ナツルさんが本気で言ってくれたみたいで、とても嬉しいです」

「本気だけど」

「ですよね。本気なんだって、分かっちゃいました」

　俺の台詞せりふは耳に入っているんだろうか。にこにこしているからそうなんだろうな。ふわふわしていて、地に足がついていない感じでもある。

　ちょっとだけ俺は困った。この反応は予想していなかったぞ。

　床に置いたカゴが目に入った。

「持つよ」

「あ、すいません……重いですよ」

「いいよ」

　確かに重かった。小説は軽いはずなんだけど、これだけあればずっしりくる。さっきも感じたけど、ずいぶん買うんだな。

「会計する？　持ってくよ」

「お願いします……」

　それから紅あか音ねは恥ずかしそうに、

「こ、こんなところ見られたら、どう思われちゃうんでしょう……」

「なにが」

「あたしとナツルさんです。男の人に持ってもらうなんて、カップルみたいじゃないですか」

「でも、知り合いはいないし」

「見せつけたいです……」

「誰だれかいるの？」

「それは……」

「私のこと？」

　別の方角から、台詞せりふが飛んできた。

　俺おれは急いで振り返った。紅音も同じ行動。

　通路の先に女性がいた。長い黒髪にすらりとした肢し体たい。綺き麗れいなくせにマネキンみたいな顔立ち。

　我らが生徒会長、三さん郷ごう雫しずくである。

　店内の人間が雫に注目していた。そりゃそうだ。この女はとんでもない美人の上にスタイルも抜群なのだ。私服なので学生には見えず、正直場違いである。

　俺は仰天した。なんでこいつがこんなとこにいるんだ。

「瀬せ能のう君、なんで驚いているの」

「か、会長……どうやって知ったんだ」

「二年四組の委員長さんが教えてくれたのよ。おかげであのクラスに便べん宜ぎをはからなければならなくなったけど」

　あのロクデナシども。よりによって、一番渡しちゃいけない人間に情報を売りやがったな。

「美み嶋しまさんと女の瀬能君がデートだって言ってたけど、そんなことはないわよね。この店に来たのは、美嶋さんが前からよく来てるって生徒会の書記に聞いたから。よく目撃していたそうよ」

　紅あか音ねも学校の人間を見たって言っていた。相手に見られるのも当然の話だ。

「さあ、種明かしはおしまい。今度は私の番」

　雫しずくは腰に手を当てていた。マフィアの女ボスみたいだ。そんな人間がアニメショップにいるんだから、なにかのギャグとしか思えない。

　この女の視線は、まっすぐ俺おれに向いていた。

「どうして美み嶋しまさんとデートしてるの？」

「は……？」

「答えて。質問の意味が理解できないとは言わせないわよ」

　こえー。台詞せりふが妙に冷たい。そりゃこれほど分かりやすい質問もないもんだが、俺の心に漂っている不条理感はなに。

「デートって」

「デートでしょう。あなた、美嶋さんの買い物まで手伝ってるわね。カゴまで持って。私にそんなことをしてくれた？」

　しねえよ。お前俺より力ありそうなんだもん。それより色々納得がいかないんだが。

「ちょっと待て、なんで怒ってんだ」

「怒ってるように見える？」

「見えるよ」

　普通の人間なら分からないかもしれないけどな。最近こいつと付き合いが増えたおかげで、微妙な感情も察することができてしまうんだ。

　雫の冷たい視線は変わらない。冷凍庫より酷ひどい。

「じゃあ怒ってるってことでいいわ」

「怒らないでくれ。凍死する」

「私に優しくして欲しいわね」

「なんで」

「あなたは私と付き合ってるからよ」

　おかしなことを言うんじゃない。カップルみたいじゃないか。

　雫はいつもこんなことを言うのだ。しかもこのことを平気で言いふらすから始末が悪い。俺を不幸にするために、どこかから遣わされてきたんだろうか。あるいは俺が前世で殺人鬼だったとか。

「彼氏のやることを全部見逃すわけにもいかないわ」

「だから待て。いつから彼氏なんだよ。誰だれが決めたんだ」

「私よ」

　当然のように言いやがる。この女の頭はどうなっているんだ。

　雫しずくはとにかく意思が強い女として知られている。星せい鐵てつは生徒の権利が大きい分、生徒会に負担がかかるようになっている。案件や揉もめ事ごとを片端から捌さばいており、面倒くさい折せつ衝しようを眉まゆ一つ動かさずにこなすんだから、タフでないと務まらない職務だ。

　それを生徒会で発揮してくれるのはいいんだが、俺おれに向けられるのはたまらん。今回のようなことになる。

　と、抵抗したところでこいつは容赦しないんだよな。

「なあ、その決定は撤回されないのか」

「されないわよ」

「なんでいつも俺の都合は無視なんだ」

「無視してないわよ。ただ、私にも譲れない一線があるってだけ」

　その一線は、どうやら俺の真上を通っているみたいだな。

　雫はわずかに顎あごをしゃくった。

「出るわよ。ここじゃ話もしづらいから」

　これまた有無を言わせぬ口調だ。俺は諦あきらめかかったが、その手を紅あか音ねがしっかり握った。

「駄目です」

　紅音もしっかりと雫を見つめていた。

「今日はナツルさんとあたしの日なんですから。会長は遠慮してください」

「美み嶋しまさん、あなた……」

「駄目って言ったら駄目です」

　言葉がはっきりしていた。

　俺は雫を恐れているが、紅音も同じである。日ひ頃ごろから内気なせいもあるんだろうが、雫の前に出ると常におどおどしていた。まともに目を見られないことも多い。

　なのに今は台詞せりふに震えもなく、きっぱり拒絶していた。

　雫もそれは感じたのだろう。即座に言い返したりはしなかった。

「……なにか、態度に余裕があるわね」

「あります」

「どういうこと？」

「簡単です。ナツルさんはあたしのものになったんです」

　え、そうなの!?

　俺は仰天した。普通これはびっくりするだろう。今までそんなやりとりあったっけ。

　紅あか音ねは続けている。

「会長は分からないと思うんですけど、あたしとナツルさんは通じ合ったんです。もう会長がなにをしたって関係ありませんから」

「……」

「あたし、元々ナツルさんの好みのタイプですから。会長なんか怖くないです」

　むむ、台詞せりふに余裕まで感じられる。いつもの弱気がどこかにいき、挑発的ですらあった。

　雫しずくの靴のつま先が、何度か上下していた。

「……それは、私に対する宣戦布告？」

「違います。戦争なんかもう終わっちゃいましたから。あたしが勝ちました」

　やけに短い戦争だな。指導者もさぞかし楽なことだろう。

　雫と紅音は向かい合っている。二人はかなり身長差があるんだが、雰囲気が互角に見せていた。なにが紅音に起こったんだ。

　無言の時間が続く。

　店内の注意も俺おれたちに向けられていた。ひそひそ声までする。「修羅場？」「男が浮気したみたいだけど……」なんて言ってるんだが、さすがに誤解である。というか、ここから出してくれ。居心地が悪くてかなわん。

　珍しいことに、最初にしびれを切らしたのは雫だった。

「出ましょう」

　今度ははっきりと、出口を指す。

「見せ物になるつもりはないわ」

「あたしは平気ですよ？」

「……出るわね」

　うわ、雫が折れたよ。信じられない光景だ。絶対に引き下がらないタイプなのに。

　彼女は先に店から出て行った。

「……ナツルさん、外に出ていてください」

　紅音はいつの間にか、俺からカゴを取っていた。

「あたし、これ買ってから行きますから」

「え？　さっき、出ないって……」

「いえ、もう平気です」

　彼女は悠然としていた。そしてレジへ向かう。

　俺は言われたとおりに、店外へ出た。

　陽が高い。考えてみたら、昼飯を食べていなかった。今までのやりとりで忘れていたが、空腹を感じていた。

　雫しずくは外で待っていた。

　冷静な雰囲気に戻っている。いつもと変わらない。さっきまでの出来事が、噓うそみたいだった。

　俺おれは居場所に困った。こいつ、横に並べとか言うんじゃないだろうな。

「別にいいわ」

　あ、そうですか。

　しばらく待ってから、紅あか音ねが出てきた。両手に袋を提げている。グッズと本だから、かさばってるな。

「お待たせしました」

　そして当然のように、俺の横に並ぶ。

「お腹なか空すいちゃいました。ご飯食べに行きましょうか」

「うん。いいよ」

「会長も一緒にどうですか」

　普通に彼女は訊きいた。

　雫はほんの少しだけ、顔の筋肉を動かした。

「……遠慮するわ」

　おや珍しい。面の皮が厚いから、自分が嫌いだろうと喧けん嘩かをしていようと、平然と席を共にするはずなのに。

「あたしはいいですよ。ごちそうします」

「別の機会にお願いするわね」

　雫は俺たちに背を向けた。仕草一つ一つはどこにもおかしなところはない。ただやっぱり、違和感があるような気がする。ちょっとだけ。

「今日は引き下がるけど、負けたわけじゃないわよ」

「それでもいいです」

「美み嶋しまさん、あなたずいぶん度胸が据わっているのね」

「会長ほどじゃないです」

　紅音がこんなことを言い返すなんて。

　雫はそれ以上、なにも言わずに去っていった。俺たちは二人して見送った。

「行ってしまった」

　俺は馬ば鹿かなことを口にする。見りゃ分かるよな。

「行っちゃいましたね。あたしたちもご飯にしましょう」

「うん……ねえ紅あか音ねちゃん」

「なんですか？」

「会長って、なんで負けてないなんて言い出したんだ？」

「なんででしょうね」

　そんな返事だったが、彼女の表情は全て分かっていると言いたげだった。



















第三章







　自宅。俺おれは自分の家が一番好きだ。それも自室。ここにいれば心が安らぐ。そんなことを考えていると将来は引きこもりになりそうだが、どんとこいである。

　紅あか音ねとのデート（らしきもの）は、つつがなく終了した。昼ご飯食べて適当に遊んで夕ご飯食べて終わり。楽しかったが、変わったことはなし。

　彼女とは駅前で別れた。送った方がよかったのかもしれないが、別にそんな素振りもなかったし。

　第一、紅音は終始リラックスしていたのだ。俺なんかどこかで雫しずくが襲ってくるかもなんて思っていたんだが。とにかく彼女は余よ裕ゆう綽しやく々しやくであった。

　ともあれ、これからはプライベートタイムである。やりかけのゲームを片付けるか、録画してあるサッカーでも観みるか。どっちにせよ自由だ。

　だが運命の女神とやらは、俺にそうさせてくれなかった。

　いきなり、玄関の戸が連打されたのである。

「おーいナツルー。開けろー！」

　聞こえた瞬間、俺は階下にダッシュした。

　誰だれの仕業かは分かっている。これがセールスなら放置しておくんだが、こいつはそうもいかない。勝手に入ってくる恐れがある。鍵かぎはかけたが関係ない。

　廊下を走ったが、それよりも早く扉が開いた。

「あたし参上！」

　勝手に解錠した人物は、そう叫ぶといきなり跳とび上がった。

「とおっ！　カレーパンチ！」

　左足が飛んでくる。俺は急いで伏せた。

　なにがパンチだ。キックじゃねえか。そいつは舌打ちすると向き直った。

「ナツル、あたしの攻撃を受けなさいよ。空気読めないなあ」

「関係ねえよ。いきなり蹴けるな」

「ただの挨あい拶さつじゃない」

　俺の幼なじみ、近こん堂どう水み琴ことはそう言った。

　こいつは相変わらず短い髪をして、動きやすそうな格好をしている。ちゃんと理由があって、「いつでも宝探しができるため」なんだそうだ。小さい頃ころから世界中を飛び回っていると、そんな思考が身につくらしい。女インディ・ジョーンズである。

　小さい頃ころから活発だったが磨きがかかった。見てくれも結構な美人になったんだが、幼なじみともなると「だからどうした」以上の感覚がない。

「お前は本当に騒がしいな」

「元気って言ってよ。陽気なラテン系と対決するには、これくらいがいいのよ」

「なんで対決するんだ」

　と俺おれは思うが、こいつは本当に対決するときがある。エクアドルの山奥で、コカの栽培をしている武装農民とやりあったりもするらしい。なんでもインディオに武器を渡して対抗したと言ってたが、お前は革命でも起こす気なのか？

　そして水み琴ことは、俺の家を自分の家みたいにずかずか入り込んでくる。プライバシーはどこにいったのか。

「ご飯食べた？」

「食べたよ」

「なーんだ。せっかくカレー作ってきたのに」

「またかよ。食べきれてねえぞ」

「ちゃんと食べなさいよ。一日三食じゃなくて十食にすればいいじゃん」

「そんなに食えるか！」

　俺はポリバケツか。胃が破裂してしまう。

　彼女は時々、こうやって夕食を作りに来てくれる。頼んだわけではないんだが、一種の義務らしい。それはいいんだが、メニューがことごとくカレー。まれに和食だったりラーメンだったり。俺の食生活が片寄っているのは、間違いなくこいつのせいである。

　水琴はビニール袋を持っていた。材料ではなさそうだから、冷凍にしたカレーだろう。ああ、また冷凍庫が一杯になる。

　こいつは台所に行くと、本当に冷凍庫を開けた。

「うわ、たくさんあるね」

「誰だれかが持ってくるからな」

「押し込んでおくね」

　こいつのせいでアイスも保管できないのである。冷凍カレーを囓かじったって楽しくない。

「コーヒー飲む？」

「飲まないし、ない」

「あたし、買ってきた」

　インスタントの缶を取り出す。そんなものまで。

「カップ借りるね。ナツルは紅茶？」

「そう」

　なんで俺おれの好みを知っているんだ。おまけにカップとティーバッグの位置まで把握している。油断も隙すきもないやつだ。

　お湯だけは沸いていたので、水み琴ことはポットから注そそいだ。

「はい」

「サンキュ」

　一応礼は言う。押しかけられたんだが、好意ではある。

　俺たちは向かい合わせに座っていた。

　水琴はコーヒーカップを乱暴に傾けている。いつもはペットボトルをラッパ飲みしてるから、今日はおしとやかな方だな。

「なんか用なのか？」

「用がないと来ちゃいけなかったっけ」

「普通はそうだろ」

「幼なじみなんだから、固いこと言わないでよ」

　いやおかしいだろ。こういうことはきちんとしなければ、社会に出てから常識を疑われる。

　しかしこいつは遠慮がなかった。やはりジャングルの掟おきてで生きているんだろうか。

「用はちゃんとあるのよ」

「先に言えよ」

「あのさ、あんたなにか犯罪でもしたの」

「なに考えてんだお前。言うに事欠いてそれか」

　どういう発想なんだよ。思考の飛躍が甚だしい。

「あたしのとこに、会長から電話があったんだけどさあ」

「いつ」

「夕方。それで、あたしにいきなり『なにも知らないの』って聞くの。驚いた」

　まったくだ。スパイの暗号みたいだな。

「びっくりして聞き返したんだけど、ナツルに訊きいてみろって言われて終わり。だからここに来たの」

「へえ」

「というわけよ。さあ、吐きなさい」

　水琴は音を立ててカップを置いた。

「なんだそりゃ」

「会長があんなこと言い出すんだから、きっとナツルがなにかしたのよ」

「どうして俺おれなんだよ。会長が犯罪をしたのかもしれないだろ」

「会長がね、珍しく焦ってたのよ。最初はいつもどおりの口調だって思ったけど、少しだけ違っていたの。あたしには分かるわ。ゴビ砂漠で砂すな嵐あらしの気配を感じたときと同じよ」

　とんでもない譬たとえである。そんなとこまで行ったことがあるのか。

　そしてこいつの勘が当たっているのが恐ろしい。雫しずくだと論理を組み立てるが、水み琴ことは第六感で物事を決める。

「会長が動揺するなんて、ナツル以外にないじゃない。さあ、なにやった？」

「なにもしてねえぞ」

「噓うそね」

「決めつけんなよ！」

「逆ギレしたって無駄よ。あんたは鈍にぶいから気づかないかもしれないけど、どこかで会長を驚かすことをしたのよ。さあ吐け！」

　水琴の腕が伸びる。俺の喉のど元もとを狙ねらっていた。こら、殺す気か。

「やめろ。お前の場合は洒落しやれにならん！」

「今日一日、どこでなにをしていたか言いなさい！」

　命が惜しかったので、俺は素直に紅あか音ねとの行動を喋しやべった。ドラマでは喋るだけ喋った後に消されるが、水琴もそこまですまい。

　だがそれも甘かったようだ。

「あんた、デートしたのね！」

　ぎりぎりと手に力がこもった。ぐええ、やめろ。

「苦しい苦しい！」

「紅音ちゃんとデート、しかもそんなことがあったのか！」

「お前だって俺を群ぐん馬ままで連れ出して……」

「それどころじゃないわよ！」

　いつも興奮しているような女だが、今夜は極めつきだ。酒でも飲んだんじゃないのか。

　俺は椅い子すから滑り落ち、水琴と一緒にごろごろ転がった。

「離せ離せ、離せってば！」

「裏切り者！　あたしとキスしておいて！」

　理不尽な理由だ。納得できん。

　だけどこのままじゃ生命の危機である。ケンプファーになって脱出する手もあるが、こいつだってケンプファーなのである。家が瓦が礫れきになるだけだ。

「分かった、お前の言うこと聞くから！」

「本当かー!?」

「本当だから！」

　ようやく水み琴ことの手が首から離れた。ようやく一息つく。

　飲み残しの紅茶を流し込む。

「ちっとは遠慮しろよ」

「あたしは本気よ」

「殺人予告だ。通報してやる」

「日本の民みん警けいが、ボリビアの国境警備隊より怖ければいいわね」

　民警なんて、また専門用語っぽいことを。

　とりあえず落ち着いたので、着席する。ただし今度は手が届かない範囲まで椅い子すを引いた。

「しかしなんで、お前までそんなに怒るんだよ」

「あんたが悪いからじゃない」

「理解できん」

「……まあ、いきなりあんたの首を絞めたのは悪かったわよ」

　殊勝だな、と思ったら違った。

「今度からは全部喋しやべらせてから絞めるから」

　どうしようもない女である。

　水琴はとっくに空になったコーヒーカップを何度も持とうとしていた。いらいらしてるんだろうか。

「……なに、つまり紅あか音ねちゃんが、いきなり有利になったってこと？」

「いきなりなにを」

「そうとしか思えないのよ」

　なんでいちいち自信満々なんだろうか。断言すると小銭でも拾えるの？

　水琴は足を組み、どこか遠くを見つめていた。天井にハエが止まっているのではなく、なにか考えごとをしているのだ。

　しばらくそのまま。どうでもいいが、こいつはうちに居座るつもりなんだろうか。押し売りみたいだな。

「……ねえナツル」

「なんだよ」

「あたしたちさあ、東ひがし田だ君に、会長と女ナツルの行動を探り出して欲しいって、頼まれたじゃない」

「無視しちまえばいいんじゃねえの」

「そうはいかないわよ。なにがあっても約束を守るのが、遊牧民と仲良くやるコツなんだから」

　こいつが言うと説得力がある。前に「羊の肉は嫌ってほど食べた」とか語ってたな。

「あれってまだ意味あんのかな」

「あるだろう。東ひがし田だは忘れっぽいくせに、女絡みだといつまでたっても記憶してるぞ。引き受けたんだから、しつこく訊きいてくる」

「んー、じゃあ……」

　水み琴ことはしばし天井を眺ながめた。

「会長に会おう」

「は？」

　俺おれは思わず聞き返した。

「そんなことしてどうすんだ」

「策があるのよ」

　お前はどこの軍師だ。牛の角にたいまつをくくりつけて、雫しずくの家に放つのか。

「一度会長とは、腹を割って話さなきゃならないと思ってたのよ」

「そうか。勝手にしてくれ」

　雫との会話は極力減らしたいのだ。どうせこっちからなにかしなくても、向こうからやってくるのである。バランスを保たないと。

　だが水琴は、当然のように言った。

「あんたも来るのよ」

「なんで!?」

「あたしとあんた、二人で東田君から仕事を受けたんだから、当たり前じゃん」

「会長に会ってられねーよ！」

「贅ぜい沢たく言わないでよ」

「どこが贅沢だ。身を守る手段だ」

「とにかく、会うの」

　拒否は無駄だと言いたげな口調だった。

　しかし、こいつも雫のことはライバル視をしていたはずなんだが、どういう風の吹き回しだろう。雫を魔女裁判にかけた方がいいなんて言ってたくせに。それは俺か。

　仕方ないので、訊く。

「会ってなにすんだ」

「……色々話すのよ」

「どんな」

「あんたと……紅あか音ねちゃんのこと」

「待てこら。会長と女の俺おれの関係を探るんだろ」

「そんなのはあとでいいのよ」

「だって会長に会うんだったら、そのことで……」

　水み琴ことはじろっと、俺を睨にらんだ。

「あんたは黙ってついてくればいいの」

　これまた否応なしの語調だった。どうやら高校生でいる限り、俺は誰だれかに従う役回りらしい。

　しかもそれが一癖も二癖もある女たちだ。まったく、どうなっているんだか。





　　○






　翌日。天気は憎らしいほどの晴れ。平日で学校なんだが、水琴ははじめっから俺を拘束するようだった。

「お昼休み」

　前日に我が幼なじみ殿は告つげた。

「生徒会室に行くから。あんたも来ること。それと、今日はずっと男子部ね。女子部は欠席」

「それ、理由あんのか」

「紅音ちゃんに気づかれたくないのよ」

　敵地に潜入するスパイみたいであった。今が冷戦まっただ中だったら、こいつはさぞかし活躍したことであろう。

　水琴があんまり釘くぎを刺すもんだから、俺は男子部にいてもどこか気がそぞろであった。もっとも周りの連中に言わせると俺は常にそんな状態であって、「集中力がないやつ」との評価が定着していた。

　男子部二年四組では、あまり東ひがし田だには話しかけなかった。それでも向こうから話しかけてはくるので、応対はする。

「なあ瀬せ能のう。どうなんだ、会長と女瀬能ナツルの関係は」

　そして東田は、同じようなことしか訊きいてこない。

「まだ分かんねえよ」

　俺おれも適当に返事。

「なるべく早く調べてくれ。美少女研究会で校内美少女カタログを出版するんだ」

「またか。似たようなのをいつも出してねえか」

「今度は完全版だ。パーソナルデータだけじゃなくて、人間関係もきちんと載のせる。新聞部と共同制作だから、中身に手は抜けない」

　力こぶなんか作ってやがる。鼻息も荒いね。新聞部と揉もめ事ごとをおこして、卒業まで完成することがありませんように。

　まあそんなことがあって、俺は昼まで大人しくしていた。こうやって岩の裏のカニみたいにしていれば、災難から逃れることができるのだ。波にさらわれることはあっても。

　そして昼休み。俺は駆け足で図書館へ向かう。

　昼飯は食ってない。本当は食べたいが、恐らくそんな時間はないだろう。だいたい雫しずくのところに行くと、いつも時間をとられるのだ。

　図書館の上のフロア、生徒会室へ。

　扉を開ける。雫がいないかもしれない、なんて甘い考えは起こさなかった。俺がどれだけ全力疾しつ走そうしようと、こいつの到着の方が早いのだ。

　やはり雫はいた。いつもの机に座っている。

　生徒会のフロアでは、最近になって雫のところだけ個室になった。贅ぜい沢たくな話だが、その方が集中できるだろうという、皆からの好意なんだそうだ。

　雫は最初、「そんな贅沢は必要ない」と口にしていたそうだが、近ちか頃ごろは言わなくなったそうな。俺たちと会話がしやすくなったかららしい。確かにケンプファーのことなんか、他の役員がいる前で話せねえもんな。

　水み琴こともすでにいた。こいつも早いな。

「ナツル、遅いわよ」

「遅くねえだろ」

「あたしに比べれば全然遅いわね」

「お前と比べるのはもう諦あきらめてるよ」

　水琴はとにかくやることが大げさで、思いついたら即実行だから、ついていく方が大変なのだ。幼稚園の頃ころも、いきなり「日本一周をしよう」と言い出して、その日に俺を引っ張り出したことがある。駅で保護されたときはほっとした。日本一周を聞いた大人たちは呆あきれ、「こんな小さい子に旅行は無理」なんて言っていたが、水琴なら多分できた。

　生徒会室にいるのは、俺たち三人だけだった。俺と水琴が並んで雫と向かい合っている構図。

　喋しやべる役は、もっぱら水み琴ことだった。

「会長、こないだの電話なんだけど」

「それが？」

　前置きもなにも抜きに言い出す水琴を、雫しずくは普通に受け止める。いつもの冷静な生徒会長である。あれ、でもまばたきの回数が、なんだか多いような。

「あたしにナツルのところに行くように仕向けたでしょう」

「ええ」

　あっさりと肯定。動揺とか挙動不審とかないんだろうか。

「都合でも悪かった？」

「悪くないわよ。ナツルから事情も聞いたし」

「ならいいでしょう」

「それで！」

　水琴は雫の前の机を、両手で叩たたいた。

「あたしは思ったのよ。今一番のライバルは紅あか音ねちゃんよ。何馬身も先に突っ走って行っちゃったわ」

「女子高校生が競馬を譬たとえに出すのって、どうなのかしら」

「うるさいな。それで考えたの」

　水琴は雫に視線を向けていた。ほとんど睨にらみ付つけている状態である。

「会長、あたしと手を組んでよ」

　なに言い出すんだ、こいつ。

　俺おれは動揺というか、ぽかんとしていた。いきなり手を組むとか口にしたこいつの頭の中が分からん。そもそも誰だれが仮想敵なんだ。紅音ちゃんか。

　雫は返事をしていないが、俺みたいにびっくりはしていなかった。

「返事はあとでするけど、それはなにかいいことでも？」

「会長なら分かるでしょう」

「瀬せ能のう君をここに呼ぶ意味もないんじゃないかしら」

「ナツルがいた方が、すぐに取り合いできるじゃん」

　なんだそれは。俺を競りにでもかけるつもりなのか。

　雫はまたまばたきをした。なんだか奥歯を嚙かみしめているようにも感じられる。

「なあ会長……眠いのか？」

「あら、どうして？」

「あくびしたいみたいだ」

「違うわよ」

　雫しずくはそう答え、ちらっと時計を見た。

「……場所を変えましょうか」

「え？」

「もっと腰を据えて話ができるところがいいわね。長くなるかもしれないし」

「いいわよ」

　と水み琴こと。

「瀬せ能のう君も来なさい」

「俺おれは……」

「ご飯食べてないのね。ごちそうするわよ」

「なにナツル、あんたお昼まだだったの？」

　俺は水琴に頷うなずいた。

「早く来いって言われたからだよ」

「それ位食べなさいよ」

「無茶言うな。五分もなかったんだぞ」

「あたしは二分で食べたわよ」

　どんな食べ方してるんだ。ご飯を飲み物だと思ってやしないか。

「場所は……ここの屋上がいいかしら。私たちと瀬能君が、一緒に食堂にはいけないから」

「変身しろって言わないのか」

「今は男のままの方が、都合がいいわね」

　彼女は席から立ち上がる。俺と水琴は、雫のあとについて図書館の屋上に出た。

　鉄の扉が開くと、さわやかな風が吹き込んでくる。季節が季節なので、まだ日差しはまぶしかった。

　最近はよくここに寄る。沙さ倉くらさんに連れられたり、紅あか音ねと来たり。雫とも何度かあったが、それは思い出したくない。

　俺たち以外には誰だれもいなかった。ほっとしたが、雫は分かっていて連れてきたのかもしれない。

　隅の方に座った。輪になる。

　雫は手になにか小さな包みを持っていた。

「はいこれ。どうぞ」

「なんだよ」

「お弁当よ」

　本当かと思って開ける。確かに弁当だった。ひょっとしなくても雫しずくの手作りである。

「……これ、会長のだろ」

「ええ、そうよ」

「じゃあ俺おれが食べるわけにはいかないだろ」

「二人で分け合うのよ」

　げっ。

　なにその青春絵巻。一つの弁当を男女でつつくなんて、昭和の世界である。フォークギターを弾きながら、南みなみこうせつが歌いそうじゃないか。

　なのに雫は、あたかも当然のように喋しやべっていた。俺は目がまん丸である。

　対照的に、水み琴ことはまなじりを吊つり上あげていた。すぐにでも角が生えてきそう。

「会長！　なに勝手なことをしてるのよ！」

「勝手じゃないわ。いくらなんでも、お腹なかの空すいた男の子をそのままにはしておけないでしょう」

「食べてないナツルが悪いんじゃん！」

「呼び出したのは近こん堂どうさんだと思うけど」

　水琴は低い声で唸うなっていた。

「……もしかしたら、あたしがナツルを連れてくることも、お昼食べないことも予想していたんじゃないわよね」

「私はエスパーじゃないわ」

「会長ならやりかねないのよ」

「だったら、お弁当は二つ作ってきてたわね」

　なんて言っているが、俺も水琴と同じような感想を抱いていた。

　どうもこの女と話すと、手のひらで踊らされているんじゃないかと思えることがある。こう感じるのは俺だけではないらしく、地下出版物である「星せい鐵てつ学院裏面史　Ｖｏｌ．５」の最新版補ほ訂ていにも同じようなことが書いてあった。それによると、雫はあらかじめいくつも解決策を用意しておき、状況に応じて取り出すため、まるで操られているように思ってしまうんだそうだ。悩んだり話し合う時間を短縮するためだと結論づけられていたが、相手を仰天させるサド的な欲求なんじゃないのか。

　箸はしは二膳ぜんあった。これってあらかじめ用意していたんじゃないのか。

　不信感はあったが、俺は腹が減っていたのでそのままいただく。弁当は小さなおむすびにソーセージ、卵焼きというオーソドックスなものであった。

　俺おれは次から次へと口に放り込む。雫しずくは料理がうまいもんだから、いくらでも食べられてしまう。これで性格さえ良ければ文句はないんだが。

　雫は上品に、ゆっくりと口に運んでいる。一つの弁当をこうやって食べているところを「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」なんぞに見つかったら大変だが、幸いその心配もない。

　水み琴ことはそんな俺を実にむすっとした顔で眺ながめていた。

「あー、ナツルを誘うんじゃなかった」

「お前が来いって言ったんだろ」

「会長の企たくらみに乗せられた。あたしに電話かけてきたときから、このこと考えていたんだ」

　雫は直接は答えない。どことなく、薄ら笑いを浮かべているようでもあった。

「それで、近こん堂どうさんの話は？」

「……会長、ナツルとそんなに近づくのはやめてよ」

「そのことじゃなくて、私と手を組むんじゃなかった？」

「でもナツルと……！」

「食事が終わったら、自然と離れるわよ」

　やはりこいつにかかると、水琴でも軽くあしらわれてしまう。こないだのアニメショップで、紅あか音ねが優位に立っていたのは奇跡に近いことなんだろう。

　雫の身体からだは俺と密着しそうになっていた。同じ弁当食べているからなのだが、隣り合わず向かい合わせになればいいはずなのに、どうしてこいつはそうしないんだ。

「さあ話して、近堂さん」

「う……」

　水琴は観念したらしく、さっきの話をもう一度した。

「だから、あたしと手を組んでよ」

「理由は？」

「紅音ちゃんに対抗するため」

「私と近堂さんが手を組んで、どこまで対抗できるのかしら。瀬せ能のう君は美み嶋しまさんが好みのタイプなのよ」

　そりゃそうですが。それより、あんたらそんなことまですんの？

「だって紅音ちゃんに突っ走られちゃうわよ。あたし、会長がライバルだと考えてたけど、情勢が変わってきたわ」

「私は近堂さんも、十分ライバルだと思っているけれど？」

　と雫。こいつは食事をしながらでも冷静だな。

「なんでよ」

「幼なじみって材料を持っているのは、近こん堂どうさんだけ」

「あたし、会長みたいにスタイル良くないよ」

「見かけは関係ないわ。そういうもの」

　ちょっと達観したような台詞せりふだった。彼女は時々こういう物言いをする。年寄り臭いとまで言わないけど、なんか一歩引いた視点を持ってるよな。高校生らしくない。

「でも、ナツルはあたしのこと、なんとも思ってないもん」

「そんなことないぞ。幼なじみだと思ってる」

　だって幼稚園の頃ころからの付き合いだし。

　だが水み琴ことは深くため息をついた。

「会長聞いた？　今の」

「聞いた。少し近堂さんに同情したわ」

「ありがと……」

　遠回しに馬ば鹿かにされている気がするんだが、どういうわけだ。そもそも俺おれを呼び出しておいて、何故こんな目に。

「ナツルの馬鹿は置いておくとして……紅あか音ねちゃんに対抗するには、二人の力を合わせた方がいいじゃん」












「近こん堂どうさんと美み嶋しまさんは、私に対抗しようとしてたみたいだけど」

「状況が変わったんだって。合がつ従しよう連れん衡こうよ。ころころ変化するの」

　古代中国の話だろうか。確か縦じゆう横おう家かとかいうのが、一世を風ふう靡びしたそうだが。水み琴ことはその子孫なのか？

　食事終了。俺おれと雫しずくはほぼ同時に食べ終わった。しかしこの女は、側から離れてくれない。水琴はややいらいらしたらしく、回答を急せかしていた。

「会長の返事は？」

「いいわ」

　わりとあっさり、雫は頷うなずいた。

「近堂さんが言わなければ、私から持ちかけようとしていたところ」

　さらっとした物言いだったが、計画の告白であった。やっぱり仕組んでいたのか。

「力のないもの同士、頑張らないとね」

「会長が力ないって、違和感あるわね」

「高校生のできることなんて、たかが知れているから」

　そんなこと言ってるけど、雫はなんでもこなすタイプだ。今さら説明するまでもないが、ちょっと見たことのない万能ぶりである。その力を世界平和のために使えばいいものを。また中東がきな臭いですよ。

「ま、会長が味方になったのは頼もしいわ」

　水琴はどことなくほっとしていた。

「それで、あたしとナツルって、東ひがし田だ君から会長と女ナツルの関係を探ってくれって頼まれたんだけど」

「知ってるわ」

　知ってるのか。俺たち喋しやべったっけ。違うな、男子部に諜ちよう報ほう員いんを潜もぐらせているっぽい。摑つかめる情報はなんでも摑む女だ。

「なんだったら、そこで情報を操作してもいいわよ。手を組んでくれたお礼」

「どうするつもり」

「会長と女ナツルの噂うわさじゃなくて、会長と男ナツルに戻してもいいから」

「なんだそりゃ」

　と言ったのは俺。雫と女の俺ってのも、相当変なんだが。

　水琴は俺の疑問に答えてくれない。話し相手を雫に絞っていた。

「会長とナツルが、えっと、いい仲だって言い触らす。東田君や、新聞部のますみもあたしを信じてるわよ。多分、訂正された噂が流れるの、早いと思う」

「でしょうね」

　東ひがし田だやますみの性格は、雫しずくも承知している。俺おれもよく知っていて、噂うわさを食べて生きている連中である。

「ありがたいけど、私にメリットがあるだけね」

　と雫。

「近こん堂どうさんにいいことがないのはおかしいわ。完全に無償奉仕なんて、信じられないわね」

「たまにはボランティアをしたくなるのよ」

「どうかしら。中東で遺跡の盗とう掘くつをしていたんでしょう？　ロハで現地民を雇ったの？」

　水み琴ことは口をへの字にしていた。自分の心を見透かされたのが面白くないらしい。このあたりの洞察は、雫は得意だもんなあ。

「……じゃあ言うわね。あたしとナツルがデートするのを認めて」

「それだけでいいの？」

「違うわよ……東田君に、あたしとナツルが付き合ってるってことを言うから、それも認めて」

「なに!?」

　これはもちろん俺である。なんだそれは。どうして俺が水琴と付き合うなんてことを言われなければならん。しかも東田だぞ。

「私と瀬せ能のう君の関係はどうなるのかしら」

「それも言うわよ……つ、つまり、ナツルが二ふた股また……は嫌だけど、あたしと会長のレースにしたいのよ。紅あか音ねちゃんには悪いけど、噂が流れれば、そっちが優先されると思うから」

「ああ、つまり私と同格になりたいのね」

「そうよ」

　水琴は言った。雫と同格ってのは、これはまた大きく出たもんだ。いくら世界中を飛び回っているバイオレンス女とはいえ、スーパー女子高生には見み劣おとりがする。日本中探しても、ここまで万能な人間は滅多にいないからだ。

　その彼女と同列にしろってんだから、東田でも驚くんじゃないのか。

「いきなり私に不利になったような気もするけど」

「東田君とコンタクトしてるのはあたしなんだから、あたしとナツルの関係だけをバラして、会長のことは言わないってのもできるよ」

「脅迫ね」

　雫はほんの少しだけ思案をしていた。

「……いいわよ」

　長い黒髪が風に乗って、承諾の印のようにふわりとしていた。

　水み琴ことはあからさまにほっとした。

「じゃあ、あたしがナツルとデートしてもいいわね。同格なんだから」

「それは駄目ね」

「なんで!?」

「私は独占欲が強いのよ」

「そんなの理屈になんないわよ！」

「瀬せ能のう君は私と付き合っているんだから、近こん堂どうさんとデートする必要がないわ」

「だって、あたしとも付き合ってるって噂うわさを流すんだから……」

「それとこれとは別」

　冷静に言い放つ。

「瀬能君は私のものよ」

「あ……あたしのものなの！」

「あら、やっぱり近堂さんもそう思ってたのね。独占欲があるじゃない」

「当たり前よ！　そんなことばかり言うんだったら、さっきの取り引きなしにするわよ!?」

「そうしたら、美み嶋しまさんに有利になるんでしょう」

　ぐっと言葉につまる水琴。自分からもちかけた話だけに、返す言葉がなかなか見つからないらしい。

　雫しずくの台詞せりふもかなり屁へ理り屈くつだと思うんだが、口調が冷静なのとなにしろ迫力があるのでそう思えない。そのあたりも計算に入れてるんだろう。

　水琴はいきなり俺おれを見た。

「じゃあ、ナツルに決めてもらおうじゃない。そのために連れてきたんだから」

　しまった。傍観者みたいな面してるんじゃなかった。さっさと逃げ出すのが得策だったのである。ガス爆発に巻き込まれた気分だ。

「それも駄目ね」

　また雫。

「そんなことしたら近堂さんが有利に決まってるわ。あなた、幼なじみなんでしょう」

「会長は美人だしスタイルもいいから、選ぶかもしれないじゃん」

「だったらこんなに苦労はしてないのよ」

　苦労っていうか、お前俺をレイプしようとするじゃないか。犯罪自慢だぞ。

　雫も俺に視線を向ける。う、なんだか嫌な予感。

「自由競争がいいわ。抜け駆けありで」

「それも会長に有利じゃん」

「私は幼なじみでもなんでもないんだから、ハンデをもらわないと」

「まあ……じゃあいいわよ」

　俺おれはよくないんだが、意思はまったく尊重してくれないらしい。最近は男を無視して女だけで物事を決定するのが流行してんの？

「近こん堂どうさん。自由競争なんだから、どういう結果になっても恨むのはなしよ」

「恨みたいなあ」

「なんだったら、この場では抜け駆けじゃなくて、きちんと手を組みましょうか」

「どういうことよ」

「この場に限って、協力しましょう。瀬せ能のう君もいるから、その方がいいでしょう。あとは自由競争」

「いいと言えばいいけど……なにするの」

「こうするの」

　次の瞬間、俺の身体からだは空中で半回転していた。

　そんなに大げさなものでもないんだが、とにかく仰あお向むけに転がったのである。雫しずくが倒したのだと理解できたのは、すぐあとだった。

　生徒会長様は俺にのしかかっていた。また馬のりかよ。悪い予感しかしねえ。そして激げつ昂こうしたのは水み琴こと。

「会長！　なにするつもりよ！」

「見て分からない？　こういうのもありよね」

「あ、あたしの目の前で……それに学校じゃない！」

　俺は仰天して声が出なかったが、水琴に同感だった。信頼篤あつい会長が、こんなことをしていいのか。見つかったらただじゃすまんぞ。会長職を辞めさせられるどころか放校処分だ。

「ナツルになにすんのよ！」

「言わなきゃ分からない？」

「わ……分かるけど、そんな……や、やらしいこと……」

「近堂さんもやれば？」

「あ、あたしも!?」

「ええ。どうも瀬能君って、私とこういうことをすると、すぐに逃げ出すのよねえ。二人がかりならなんとかなるんじゃないかしら」

　うわ、そのために俺を押し倒したのか。なんて女だ。

　雫しずくは俺おれに跨またがっていた。こいつの家でも同じ目に遭ったが、今はさらに太ももで押さえつけている。喜ぶ男は多そうだが、災難である。

　水み琴ことはおろおろしていたが、すぐに気を取り直した。さすが世界中が自分の庭だと豪語する女、度胸もある。こんなところで発揮しなくていいのに。

「えと、じゃ、じゃあ協力するわ」

「脱ぬがせましょうか」

　雫の手が軽く動く。それだけでボタンが全て外れた。このテクニックだけは、何回同じ目に遭っても理解できない。

「こら、おい！」

　やっと声が出た。

「なにすんだ！　犯罪だぞ!?」

「どこに目撃者がいるの？」

　雫の言うとおり、屋上には俺たちしかいない。いわば完全犯罪の素地はあるわけで、まったく油断していた。

　なんかこの女はこんなときも冷静である。

「証人がいなければ、犯罪にはならないわね。あなたが訴えても、私たちが否定すればおしまい。男より女の方が証言に重みがあるの」

「モラルってものを持てよ！」

「瀬せ能のう君が相手だと、並のモラルじゃ少しも進まないの」

　ひでえ理屈だ。まるで俺が話の分からない男のようじゃないか。沙さ倉くらさんが相手だと、どんなことでも受け入れるのに。

　水琴はぎくしゃくしていたが、雫と同じように俺にのしかかろうとしていた。

「えっと、ナ、ナツル、我慢しなさい。きっと痛くないから」

「お前、知ってるのかよ！」

「知らないけどきっとそう」

　まあ俺は男だから……って、そうじゃねえ。

「近こん堂どうさん、ズボンを脱がせちゃって」

「いいのかな」

「脱がせれば逃げられないわよ」

　そういや家から出さないように靴を隠すって話は聞いたことがあるが、服まで脱がすなんて外道すぎねえか。どっからそんな発想が出てくるんだ。

　水琴の手が、ズボンのボタンを外した。

「こうすればいいのかな」

「一気に下に引き下ろせばいいんじゃない？」

「うわー、緊張する」

「お互いはじめてだと苦労するわね」

　制服のズボンが脱ぬがされた。全部ではなく足首まで下げられる。両足の自由を奪うのだ。くそお、悪党め。

　そして俺おれはトランクス姿を女どもにさらすことになった。ぎゃー。

　水み琴ことは赤面していた。多分。

「ナツルのこんな姿……見るのはじめてかも」

「幼なじみでもそうなの」

「ちっちゃい頃ころなら、たくさん見たけど」

　確かにたくさん見られた。逆に俺が水琴のこんな格好は見たのかというと、実は数回しか記憶にない。巧妙に隠していたんではなかろうか。

　そんなことはいいんだ。これ以上脱がされたら丸出しだぞ。屈辱どころの騒ぎじゃない。

「ねえナツル、あんた興奮しないの？」

　なに言ってるんだお前。

「してねえよ」

「あんたマゾじゃん。こういうの好きでしょ」

「なんでマゾなんだよ！」

「幼なじみのあたしが言ってるんだから、マゾよ。前からそう思ってた」

　決めつけだ。だいたい性せい癖へきなんて公開するもんじゃねえだろ。それに真のマゾは東ひがし田だである。あいつなら自分でも認めている。罵ば声せいを浴びせられるの好きだぞ。やってきたらどうだ。

　雫しずくが俺に跨またがりながら、後ろを向いた。

「いじれば？」

「え……い、いじる!?」

　水琴の動揺が手に取るように分かる。もちろん俺も動揺。

「会長！　なにすんだ！　強制猥わい褻せつじゃないか！」

「興奮させちゃえば合意よ」

　なにその駄目な弁護士みたいな理屈。水琴は水琴で「そっか……」なんて言っていた。納得してんじゃねえよ。

「媚び薬やく持ってくればよかった。アフリカの部族が使っていたのがあんの。せっかく塩と交換したのに。効きくはずよ」

「ないのは仕方ないわ。手でいじったら」

「どうやんだろ」

「パンツの上からでいいわよ」

　やめろー。ここ屋上だぞ。俺おれの秘蔵ビデオで、「オフィスビルの屋上で金髪美女とどうたら」ってのがあるんだが、あれは画面で見るからいいのだ。当事者、しかもされる側がわになると洒落しやれにならん。

　雫しずくはまだ、俺が動かないようにのしかかっている。よく考えると、俺はこの女の尻しりの感触を楽しんでると言えるんだが、とてもそこまで気が回らない。「犯される」「誰だれか来たら最後」などの感情が渦うず巻まいていて、嫌な汗まで出てきた。

「やっぱり、ゆっくり撫なでるのがいいのかな」

「じらした方が興奮するんじゃない？」

「ナツルって変態……」

　違うって言ってんだろ。

　だがこいつらには、もうなに言っても通用しそうにない。いっそ俺も変態として目覚めればいいんだろうが、まだ理性が性せい癖へきの扉に鍵かぎをかけていた。

　水み琴ことのどきどき感は俺にも伝わっていた。

「ね、ねえ会長。一緒に触らない？」

「あら」

「やっぱあたしだけだと、緊張しちゃって」

　なに純情っぽいこと言ってるんだ。二人がかりの俺は、緊張どころじゃないってのに。

　雫は「いいわよ」なんて言ってる。もう駄目だ。観念するしかないのか。

　俺にのしかかっている身体からだが動こうとする。後ろ向きになるのか。一瞬だけ体重が軽くなった。

　これだ。もう他にチャンスはない。必要なのは決断力。

「うおりゃー！」

　俺は力を振り絞って、雫の下から抜け出した。触られる寸前。

「あ、こら！」

　水琴が叫ぶが、知るか。

　俺の足には脱ぬがされかかった制服がまとわりついていた。このおかげで走るどころか歩くのも難しい。穿はき直なおしていたらまた捕まるだろう。こいつらはそれを狙ねらっていたのだ。

　だけど俺だって、なにも考えずに抜け出したわけじゃあない。

　そのまま這はいずると、背中側がわにある柵さくを、両手を使って乗り越えた。

　そして体重を移動させて、屋上から落下する。

「あっ！」

　この声は多分水み琴ことだ。俺おれは地面に向かって一直線なので聞こえない。

　ここらへんの出来事は、時間にして一秒もない。俺は右手に力を込める。全身が白い光に包まれた。

　ケンプファーに変身。女の俺は身体能力を生かすと、空中で体勢を立て直して着地する。身体からだにはいささかのダメージもなかった。

　恵まれた身体能力だからこそ生かせる技である。男のままだったら、頭から地面に激突して間違いなくお陀だ仏ぶつだった。ケンプファーになれることを、このときだけは感謝した。

　俺は屋上を見上げる。柵から雫しずくと水琴が乗り出して見ていた。ふふふ、ざまーみろ。お前たちの暴虐に、俺がむざむざやられるわけがないのだ。瀬せ能のうナツルをなめんなよ。

　とりあえず「ふっ」と鼻で笑う。見えたかどうかは知らんが。

　あいつらが今から降りてきても間に合わない。ケンプファーの脚力で俺は逃げ去る。この勝負、逆転勝ちだ。

　俺は図書館に背を向けると駆け出そうとして……転んだ。

　スカートがずり下がったままだった。そういや脱ぬがされていたんだった。つまり俺は下はパンツのみ。元はズボンのスカートが足下まで下がった状態で格好つけていたのか。

　わずかに赤面すると、スカートを引き上げて元に戻す。それから俺は、後ろを見ずに走り去った。





　　○






「あー、逃げられた……」

　水琴が呟つぶやく。ナツルの姿は、女子部の敷地へと消えていった。

「瀬能君、頭が回るのよね」

　感心したように雫が言う。

「あいつ、見かけほど馬ば鹿かじゃないよ。馬鹿に近いけど」

「近こん堂どうさんはよく見てるのね」

「そりゃ幼なじみだもん」

　どことなく自慢げに、水琴は言った。ナツルとそういう関係なのは、彼女にとって自慢できることでもあるのだ。

　水み琴ことはそっと、胸を押さえる。さきほどまでは興奮していたが、やはり自分のやったことを思うとどきどきした。あんな経験、アフリカの砂漠でも、東南アジアの密林でもしたことがなかった。

　雫しずくはそんな彼女をじっと見つめている。

「残念だった？」

「え……えと……」

「ほっとしたみたいに見えるけど」

「そんな……そりゃ……ていうか」

　水琴は恥ずかしくなって、顔を伏せた。

「や、やっぱり、こういうのってナツルと二人きりで、どこかの部屋でした方がいいのかなって思った。楽しかった……けど」

「少女趣しゆ味みね」

「少女だもん。ナツルに謝った方がいいのかな……」

「どうでしょうね」

　雫はすでに、いつもの口調だ。もっともさきほども、喋しやべり方にほとんど変化はなかった。押し倒しているときに、多少息が荒かった程度。

「会長はどうだったの？」

「なにが？」

「興奮した？　やっぱ二人きりがよかった？」

「どうかしら」

「ずるいなあ、答えてよ」

「教えないわ」

　雫はそう返事をした。

　それは彼女なりの意地によるものなのだろうか。考えてみたら、ナツルのことになると、さすがの生徒会長も冷静さを失うことがある。しかしその胸の内までは、水琴にも察することができなかった。












第四章







　這ほう々ほうの体ていって言葉があるが、最近の俺おれはまさにこれだった。あらゆる困難に巻き込まれて、心身がずたぼろになる。そして半泣きで布団に入る。唯一の安息は夢の中。しかしその夢も、このところ怪しくなった。とうとう雫しずくが出てきたのである。ただすれ違っただけなんだが、悲鳴を上げてしまい、それで目が覚めた。俺、病やみすぎだろう。

　ケンプファーになる前までは実に平穏な高校生活を満喫していたのに、ここ数か月の激動はすさまじい。ハリウッドあたりが目を付けて映画化してくれないものか。喜んで権利を売るぞ。グッズの販売だけは印税契約でよろしく。

　あの恐るべき日から、二日たった。図書館の屋上で犯されそうになるという、白昼夢……じゃなくて悪夢みたいな出来事からかろうじて逃げた俺は、あれからずっと目立たないように過ごしている。

　具体的には男子部にしか行ってない。ここは聖域であり、もはや数少ない安息の地なのだ。「女子部の瀬せ能のうがまた休んでいるらしい」との噂うわさは俺のところにも聞こえてきたが、知らん。

　こうなるとアホの旗頭こと東ひがし田だの顔でも、なんだか天使に見えるようになり、意味もなく教室にいたりもした。ただしにやにやして気持ち悪いとも言われており、どうも世の中うまくいかない。

　その日も俺は、放課後になっても帰らず、教室でぐずぐずしていた。

「なんだ瀬能、まだ残ってるのか」

　東田が話しかけてきた。いつもの俺なら真っ先に出ていくので、珍しがられたらしい。

「自分の家が大好きなんじゃないのか」

「ああ、好きだよ」

「学校になんかあるのか。美少女研究会だったら、お前はもう幹部会への出席の権利を失っているぞ」

「別に出たくねえよ」

　こいつの言ってる「美少女研究会」とは、星せい鐵てつ学院に数ある地下部活動の一つである。文化祭で、ミスコンに乗じて発行した資料本が成功してこのかた、会員の数を増やしているらしい。

　俺はここの特別顧問とかいうやつだったのだが、色々あって資格を失った。もとより興味なんかなかったからいいんだが、こいつは「義務だけは果たせ」みたいなことを匂におわせてくる。嫌なこった。

「あれはどうなんだ、会長と女瀬せ能のうナツルの関係」

「さあ、水み琴ことが調べるだろう」

　もちろん俺おれだって知ってはいる。こいつに教えるのなんか後回しでいい。

「俺より水琴の方が積極的だから、今に報告あるだろ」

「なんか、新しい事実が見つかった、みたいなことは聞いたが……」

　う。そういえば、男の俺と雫しずくのことを言い触らすんだとか言ってたな。それはそれで困るぞ。

　もっとも東ひがし田だはそれ以上聞いていないらしい。これにはほっとした。

「最近は美少女の需要も高まってるし、カタログのこともあるから、早く知りたいんだ」

　俺はカタログに興味ないんだが、そんな理屈が通用する相手でもない。ケンプファーになる前なら一緒になって馬ば鹿かをやったかもしれないが、ちょっと今は立場が違う。

「俺以外に情報ソースないのかよ」

「あるが、お前が一番確実だ。半はん澤ざわたちは沙さ倉くらさんのネタを調べている。手が足りない」

「沙倉さんなんて、あまりプライベートは喋しやべらないだろ」

「そうだな。なんだか最近になって、実家に一時帰るみたいなことを言ってるらしいが」

「……へー」

「休日の帰省ならいいけど、学校休んで帰られたら、嘆く奴がいるぞ」

　沙倉さんは雫と並ぶ人気の美少女だから、ニュースになるだろう。全然顔を合わせないのに、同じ学校ってだけで誇らしげにする男もいるんだから。

「お前も悲しいだろ」

「え？」

「沙倉さんだよ」

「……ああ、もちろん」

　そうだ。俺は誰だれよりも沙倉さんを愛しているんだった。だがこのところは、沙倉さんが悪意をぶつけてきたり、実際に戦ったりしてるので、気が削そがれがちである。

　いかんいかん。以前の俺ならあり得なかった。いくら敵に回っているからとはいえ、沙倉さんへの忠誠心が衰えることはあってはならぬ。引き締めないと。

「沙倉さんは素晴らしい。あの人は美人で天使で神だ。笑顔を思い浮かべるだけでご飯三杯はいける。いや六杯だ。今でこそ女子部にいるが、将来は俺と結婚することが決まっている」

「分かった、分かった」

　東ひがし田だは手を振った。

「お前の妄想は何度も聞いた。白い壁のある家に住むんだろ」

「そうとも。犬も飼う」

　こいつは一年生のときから、俺おれと沙さ倉くらさんの将来設計を聞かされているので、こんな反応になる。ちゃんと最後まで聞け。家族で海外に移住をするというプランもあるんだ。

「瀬せ能のう、今は会長のネタを仕入れろよ」

「なにを言うか、俺は沙倉さんの胸をなあ……」

「なんか言ったか？」

　東田が聞き返してきたので、俺は口をつぐんだ。

　危ないところだった。つい「胸を触った」と言いそうになったのである。俺は沙倉さんと河原でついにあれな関係になるところだったのである。魅力についやられてしまい、あの柔らかなおっぱいを触ってしまった。邪魔が入らなければもっといけたのに、思い返すと実にもったいない。

「沙倉さんがどうしたんだ」

「いや……俺と沙倉さんの秘めたる夜の生活を……」

「知りたくねえ。そんな妄想は瀬能だけじゃなくて、色んな男が持ってるんだ。聞き飽きた」

「業ごうの深い学校だな」

「お前が言うな。一番多いのが会長だぞ。美少女研究会に妄想小説が送られてくるんだ。俺たちは同人誌を出しているんじゃないってのに」

「似たようなもんだろ」

　なんか分かる気はする。「三さん郷ごう雫しずく様に罵ののしられる会」あたりが、膨ふくれあがった想像力を発散するところがなくて、文章にして送りつけているんだろう。どこかでガスを抜かないと、人間はおかしくなってしまうものだ。

　チャイムがなった。これは「とっとと家に帰れ」という合図である。なにかの行事の前日か補習授業でもない限り、いつまでも残っていることは難しい。

「瀬能はまだ残ってるのか」

「帰りたい」

「じゃあ帰ればいいだろ」

「事情があるんだ。誰だれか待ち伏せているかもしれん」

「誰に狙ねらわれているんだよ。ゴルゴか？」

「会……なんでもない」

「そんなに暇なら、手伝ってくれ」

　東ひがし田だが言ってきた。

「美少女研究会のことなら、俺おれはもう関係者じゃないぞ」

「違う。俺は地下部活動の『男女交際正常化委員会』にも所属しているんだが」

「そういやそんなのあったな」

「そこが連絡役を欲しがっている」

「へー」

　俺はいい加減な返事をした。この「男女交際正常化委員会」というのは、星せい鐵てつの男女交際が厳しく制限されている中、なんとか当局の目をかいくぐろうとしてできた組織である。地下部活動の中では「美少女研究会」と並んで活動的であり、男女双方の支持を得ている。なんでも南北戦争前のアメリカにあった、通称地下鉄道なる組織を参考にしたらしい。南部の奴隷を北部に逃亡させるために活躍したそうだが、日本の学校に当てはめるには大げさすぎやしないか。

「ちょっと行ってきてくれ」

「なんで俺なんだよ」

「お前、何度も『男女交際正常化委員会』に助けられたことを忘れたか」

　東田が言う。俺は首を傾かしげた。

「そうだっけ？」

「連絡方法とかトンネルとか、色々教えただろう」

　それは確かに。まだ女子部へ通行できるＩＤカードを持っていなかったので、手を借りたのだ。

「あれを最後に、生徒会に露見して潰つぶされたルートもあるんだ。前にお前に、トンネル掘ってもらったろ」

「やりかけだったな」

「あれも潰されたんだ。そろそろ連絡手段が尽きる。今のうちに、こっちから連絡員を派遣しないとやばいんだ」

「それで俺かよ」

　なんだかこういう面倒くさいことになると、いつも俺にお鉢が回ってくるな。そんなに暇そうに見えるんだろうか。

「お前なら女子部にも知り合いいるだろ。不審に思われない」

「女子部へぽんぽん行けるわけねえだろ」

「無理に女子部まで行けとは言わねえよ」

　まあ、ＩＤカードがあるから余裕で通行できるんだけどさ。

「それって今からか？」

「ああ。図書館で向こうの連絡員が待ってる」

「……あんま行きたくねえな」

「図書館じゃないと、女子部の娘こと会えねえんだぞ」

　そりゃ知ってるが、あそこだと紅あか音ねや雫しずくと顔を合わせる可能性があるんだ。この前も、屋上であんなことがあったし。

「早く行ってくれ。そろそろ約束の時間だ」

「お前はどうすんだ」

「『男子部秘宝調査委員会』の会合がある。時間がダブったんで困っていた」

　そんな地下部活動まであるのか。知らなかった。学校の行事は面倒がるくせに、こういうことはバイタリティあるよな。

　俺おれは一応ぐずって見せた。

「ただ働きかよ」

「会長の秘密写真をやる」

「それはいらない」

「じゃあジュースでもおごってやるから」

「ならいい」

　雫の写真に比べれば、百倍もマシである。喉のどが渇いたときに役立つ。写真では渇きは癒いやせない。

　俺はさっそく教室から出た。図書館へのコースはもう身体からだに染みついている。紅音と顔を合わせるのが怖いが、そのあたりは慎重に行こう。

　図書館には窓から侵入しようとしたが、とりあえず止めた。泥棒だと思われると困る。その代わり、入り口から慎重に覗のぞき込こむ。

　カウンターに女子生徒がいるが、知らない娘だった。よしよし、これなら大丈夫だ。

　それでも目立たないようにして入る。さりげないふりをして。本棚が並んでいるところへ歩いた。

　以前俺たちがぶっ壊してしまったせいで、このあたりは閉鎖されていたのだが、ようやく半分だけ使えるようになっていた。これも雫の手腕らしい。紅音が感謝していたから、本当だろう。

　なるべく目立たないところに移動。さて、その連絡員とやらはどこだ。

「いえーい、わたしでーす！」

　妙にテンションの高い声がした。もう顔を見なくても分かった。

　半分うんざりしながら振り返った。

「……ますみちゃん」

「お久しぶりでーす！」

　女子部のハイテンション一年生、西にし乃のますみであった。そうか、彼女は地下部活動にいくつも所属していたんだったな。

　彼女はどこにいてもよく聞こえる声で喋しやべっていた。こういう秘密の会合には似合わないと思っているんだが。

「ナツルさん、東ひがし田ださんとお友達なんですねー」

「まあね」

「仲いいんですかー？」

「一応」

　どうしてあんな大おお馬ば鹿か野や郎ろうと友人なんだと考えることもあるが、表面上はそうなっている。個人的には知り合いで留とどめても、いっこうに構わないところだ。

　俺おれは一応、静かにするようにとジェスチャーした。

「ますみちゃんと話を付けるように言われたんだけど」

「ええ、そうでーす」

「なんの話？　連絡手段の再構築みたいなこと言ってたけど」

「違いますよー」

　彼女は語尾を伸ばすのにも早口という、器用な喋り方をしていた。

「あのですねー、実はナツルさんに話があったんです」

「は？　俺？」

　思わず自分を指さしてしまった。

　俺とますみは関係が遠い。知らない仲じゃないんだが、そんなにしょっちゅう話をしていたりはしないのだ。特に最近は、身辺が忙しいので全然出会うことがなかった。

「えとですねー、最近の会長との関係について、なにか一言。振られたって聞いたんですけど」

　それかよ。振られてねえよ。妙なことを記事にしないでくれ。というか、女の俺には訊きかなくていいのか。

　うんざりしかかったが、すぐに彼女は話を変えた。

「今はそのネタはいいです。実はそっちじゃないんです」

「なんだって？」

「聞かせてくれるのなら聞きます」

「いや、別のことなの？」

「はい」

　ますみは本棚の奥に手招きをした。

「彼女が呼んだんです。こっちこっち」

　そこから姿を現したのは、水み琴ことだった。

　いつもの我が幼なじみ殿だが、どこか緊張した面持ちだ。トイレでも我慢してるんだろうな。遠慮なく行ってくるがよい。

「またかよ」

「またかってなによ」

　憤然とする水琴。

「だってこないだも会ったじゃねえか」

「あたしと会うのがそんなに嫌か」

「嫌ってことじゃねえの」

　水琴はますみに「どうもありがと」と礼を言ってる。ますみは「ごゆっくりー」などと言って姿を消した。












「なんだありゃ」

「あの娘こ、『男女交際正常化委員会』のメンバーでしょ。あんたと渡りをつけてくれるように頼んだの」

「どんないいことがあるんだ。ああいう人間に貸しを作ると大変だぞ。ヤクザと同じだ」

「いいじゃない」

「よくねえ。帰る」

「あ、そしたらここで大声出すわよ。ますみに、ナツルに暴力振るわれたって助けを求める」

「お前の方が強いじゃねえか」

「おーい、ますみー！」

　突然絶叫したので、俺おれは慌てて口を塞ふさいだ。水み琴ことの目が俺を睨にらむ。

　誰だれかに気づかれなかったろうな。今ので上から降りてくることがありませんように。

「あのな、お前俺の家知ってんだから、普通に会えばいいじゃねえか」

「会長にバレたくないのよ。あのね、あれから締め付けが厳しくなったの」

　水琴が声を潜めた。俺は実にうさんくさいものを感じる。

「なんだよそれは」

「あたし、見張られてんのよ」

　俺はちょっと引いた。こういう人はたまにいる。自分がＣＩＡに狙ねらわれているとか宇宙人に監視されているとか。実際に駅前で「私は帝国陸軍の隠し財宝を所持しているので、ＦＳＢから追われています！」と絶叫する人を目撃したことがある。警官が大勢やってきて連れ去ったんだけど、どうなったのかな。

「相手はどこの秘密警察だよ」

「あたしは電波系じゃないわよ。生徒会、会長の手先よ」

　それはそれで、またヤバそうな妄想である。人殺しの集団とか言い出すんじゃなかろうな。あそこで暴力的なのは雫しずくだけだぞ。

　水琴はあちこち見回していた。

「会長があたしの行動を監視しようとしてるの。油断も隙すきもないわ」

「どうやって。いくら会長でもそこまでするか」

「するわよ。別にスパイってわけじゃないの。クラスの娘こにね、『近こん堂どうさんのことでなにかあったら知らせてね』って言ってるだけ。みんな会長を尊敬してるから協力しちゃうのよ」

　ああ、それならありそうだ。情報網と言ったら、ますみの新聞部が一番大きいものを構築しているが、生徒会もやっている。これは単に一般生徒から話を聞くだけなんだけど、わりとアンダーグラウンドなネタも集まるらしい。信頼されているから、協力者も多いんだろうな。

　どうしてそんなことをしてるのかというと、地下部活動なんてものがあるから。学校側がわに隙すきを見せないために、生徒会は色々と把握してなければならないのである。大変なこったと思うが、それが水み琴ことの情報だけを集めにかかったとなると、かなり効ききそうだ。

「だからこうやってあんたと会ってるところを見つかると、ちょっとまずいの」

「なんで俺おれ？」

「あんた、つくづく鈍にぶいのね。こないだのあれから、会長が自由競争って言い出したからよ」

「あー、そういや、そんなこと言ったな」

　あれは凄すごかった。いきなり押し倒されてレイプ寸前。なんたって、俺の意思はまったく関係なかったからな。

　雫しずくと水琴という組み合わせがまた凄い。冷酷残忍生徒会長と、世界を股またにかけるぶっ壊れた蒸気エンジン女である。変身しなかったら、踏みつぶされておしまい。

　あれは俺の中でなかなか消化できなかったが、犬に嚙かまれたと思って諦あきらめるしかなかろうとは考えていた。いっそマゾに目覚め、楽しんでしまうのも解決策として悪くなかったが、やめた。癖になったらどうする。

「そ、そのときの、ことでね……」

　なんか口ごもっている。どうしたんだ。

　こいつにしては珍しい。なにかにつけて白黒つけたがり、分かりやすいことを好む女なのである。そういやオセロが好きとか言ってたな。二色しかないから。

　ややうつむき加減である。耳が赤いような、そうでないような。

「どうした。喉のどに餅もちでも詰まらせたのか」

「だからその、それより……ええと、こないだのことなんだけど」

「屋上のあれか？　あれはなあ、俺は本当に驚いて」

「ごめんなさい」

「はいはい……え？」

「だから……ごめんなさいって」

　俺はきょとんとしてしまった。

　水琴が俺に謝罪をしている。こいつはあまり頭を下げることがない。取引相手によっては、弱みを見せると嵩かさにかかってくるからだそうだ。特に相手が俺だと百パーセント謝らない。どんなことでもなんだかんだ理屈をつけて正当化するのだ。聞いてる方もそっちが正しいように感じてしまうから、一種の才能だ。

　なのに謝るなんて、何事だろうか。

「やりすぎたと思ってるの……ごめん」

「いや……まあ」

　湧わきかけていた戸惑いがどこかに消え去った。目の前に、顔を伏せて申し訳なさそうにしている女の子がいれば、そうなるじゃないか。

　水み琴ことは消え入りそうな声。

「やっぱり、相手がナツルでもああいうことをしちゃ駄目だよね……」

「そりゃ、そうだろ……」

　水琴は上目遣いでこっちをうかがっている。

「傷ついたりした？」

「そんなことはない……」

「ならいいんだけど」

「ショックはショックだぞ」

　忘れられない想い出にはなった。女の子二人がかりで押し倒されて脱ぬがされるなんて、恐らく一生ない。思い出すと背筋がぞわっとしてくる。

　ふと見ると、水琴も赤面している。ほっぺたでお湯が沸かせそうだ。

「お前ね……恥ずかしがるくらいならやんなよ」

「だからごめんって言ってるでしょ……。ああいうことしたの、はじめてなんだから」

「あんなことの経験者がいてたまるかよ」

「間近で男の子のパンツ見たのなんて、何年ぶりだろ……」

「触ろうとしたしな」

「あ……あれは……えと、触ってなかったわよ！」

「そうかあ？」

　実は本当。触られてはいないのだ。寸前で逃げ出したのだから。こっちはまだ純潔だ。

　だが俺おれはあえて茶化す。

「この変態。変態幼なじみ」

「ちょっと……！」

「お前は変態女になっちゃったんだな」

「そんなこと言わないでよ……馬ば鹿かあ」

　水琴は座り込んでしまった。あ、あれ。予定ではここで水琴が俺にパンチかキックをして終わるつもりだったのに。

　うずくまってぐすぐす言ってる。俺おれはちょっと慌てた。これは俺が水み琴ことを虐いじめている構図に近いぞ。誰だれかに見られたら本当にまずい。紅あか音ねとか、雫しずくとか。一般生徒にも。洒落しやれにならないのが教師。

　幸い注目は集めていなかった。まだ図書館が使えることを知らない生徒が多いんだろう。へたに目撃されて生徒会や教職員に報告されるのが困る。

　水琴は肩で息をしていた。

「思い出したら、力が抜けちゃった……。恥ずかしいよう」

「それほどのことか？」

「あたしにはそうなんだって」

　とにかく立て。俺は彼女の腕を持って、引っ張った。

　手からしてやけに熱かった。水琴はのろのろと立ち上がる。

「ああもう、恥ずかしくて死にそう」

「俺は長生きするつもりだ」

「こんな男のために、せっかく会長の目を盗んで来たのに」

「ちょうどいいから窃盗のことでも話すか。遺跡の盗とう掘くつはやめろよ。ユネスコに訴えられるぞ」












「あたしは全部合法よ。買い取るときだって、善意の第三者なんだから。……そんなことはいいの」

　彼女はやや気を取り直す。

「あのね、ナツル……あたし、謝ったわよね」

「そうだな」

「だから……あのことはもういいわよね」

「まあな」

「でね、順番が滅め茶ちや苦く茶ちやになったけど、その、言いたいことがあるの……。今さらなんだけど、前から言いたかったことだから」

「手短にしてくれ」

「短いよ……ねえナツル、あたしと付き合って」

　ごにょごにょした言い方に、俺おれはちょっと眉まゆを顰ひそめる。

「幼稚園の頃ころからいつも付き合ってるだろう。今度はどこに行くんだよ。言っとくが海外は無理だぞ。パスポート持ってねえんだから」

　水み琴ことはしばらくきょとんとしたが、やがて俺の言ってることが分かったらしく、急いで台詞せりふを再開した。

「そうじゃないの。あんたに彼氏になって欲しいの」

「カレシ？　土星に新しい衛星でも発見されたのか」

「そんなの知らないよ。恋愛のこと」

「俺と沙さ倉くらさんの？」

「違うに決まってるじゃない。あたしと付き合って」

「なんで」

「もうっ！　好きだからよ！」

　これははっきりと、俺の耳に届いた。

　虚きよを突かれた。は？　俺のことが好きですと？　今までもそんなこと言われていたけど、あれって冗談じゃなかったの？

　水琴の表情はふざけていなかった。こいつのこんな顔を見るのは、もしかしたらはじめてかもしれない。遺跡の本を読んでいるときよりも真剣だ。

「本気……なのか？」

「前から好きだって言ってるじゃん。ナツル、全然気づいてくれなかったけれど」

「だって、お前は幼なじみだろ」

「幼なじみだっていいじゃない。悪いって法はないんだから」

　あったらたまらん。だけど、付き合うかどうかってのも、別の話だぞ。

「あたしを見て欲しいのに、ナツルは沙さ倉くらさん沙倉さんって言ってて。それに紅あか音ねちゃんのことは好みだって言うし、会長とはキスするし」

　したくてしたのとは違うんだけどなあ。あれは事故の一種だよ。そういうことにしないと、とても心がもたない。

「それは……」

「あたしはナツルのことが好きなの！　付き合って欲しいの！」

　俺おれは言葉が出なくなって、目をしばたたかせた。

　水み琴ことは息が荒い。もしかして全部東ひがし田だの仕業かと勘ぐったが、少なくとも罰ゲームでこんなことを言ってるのではなさそうだ。それにしたって驚きだ。美人だとは思うけど、幼なじみにこんなことを告つげられるとは。

　幼稚園の頃ころから知り合っていた女に告白されるなんて、ゲームの中だけの出来事ではないんだろうか。それとも今俺の身に降りかかっているのもゲームなんだろうか。

　そうではない。正真正銘の告白だ。水琴に好きだって言われてしまった。

「あのね、会長にもう先を越されたくないから、ここにナツルを呼んだの。家に帰るの待ちきれなくて……」

　俺は返事ができなかった。いかん、言葉を失っている。どうしよう。

「自分でも卑ひ怯きようっていうか、みっともないとは思ってるのよ。らしくないじゃない。もっとカレーでもごちそうしてるときに言えばよかったかもって。でも、油断してたら会長や紅音ちゃんに盗とられちゃいそうだから。我慢ができなかった」

　考えすぎじゃないのか。必要なら砂漠の真ん中で何日もじっとしてられる女だろうに。それとカレーはもういい。

「あ、あんたのどこが好きかって訊きかれると困るんだけど……でもなんていうんだろ。一緒になって馬ば鹿かなことを言い合ったりしてると安心できるじゃない。気取らなくていいし、もう名前で呼び合ってるから。夜寝てるときも、結構ナツルのこと思い出しちゃうんだよね。なんか夢にもしょっちゅう出てくるし……」

　水琴は一人で語り出した。溜たまっていたものが、一気に放出された感じ。

　饒じよう舌ぜつなタイプではある。だけどそれは世界で起きた出来事かカレーに限定されていて、こんな個人のことではなかった。こいつが胸の内を明かすのも、多分はじめて。

「それにあんたのことを考えていると、心がずしっと重くなるの。だから付き合えば、楽になるし、ほっとできるかもって」

「……」

「こういうのって全部、ナツルのことが好きなんだからだと思う」

　こいつの口から東南アジア産の宝石売買ではなく、少女らしい悩みが出てきたことに、俺おれはただただ驚いていた。

　女らしいことが悪いわけじゃないんだが、水み琴ことには似合わないと思っていた。雫しずくとは違った意味で俺の手が届かない世界にいて、しかも楽しんでいる。幼なじみとしてはこいつの経験の一端に触れるだけでも刺激的だし、満足していた。

　それが俺の生きているレベルまで降りてきている。告白という形を取って。

　これは難しいな。なんて返事したらいいんだろう。一番相応ふさわしい台詞せりふはなんだ。突然のことで、あまり頭が回っていない。いつもほとんど回転していないんだが。

「あー、えっと」

　こうやって曖あい昧まいなことを口にして時間を稼ぐのが、悪い癖。

「俺ってあまり頭がよくないじゃん」

「うん……知ってる」

　ひでえ会話だ。どっちも不思議に思ってないところが救われない。

「だから返事を作るのに、時間がかかると思うんだ。もっと電卓とかパソコンとかで計算した方が効率的なような……」

　そんなことあるかよ。どこの世界に告白の返事をパソコンにかける男がいるんだ。相応しいソフトだって売ってねえぞ。

　馬ば鹿かげたことしか言えなくなり、俺は口数が減っていった。水琴は水琴で、我に返りつつあった。

「あ……そ、そうだよね。すぐに返事をしなくてもいいんだよ。ナツルもこういうの経験ないだろうから」

　余計なことを。ないけどさ。

「家に持ち帰って検討……じゃないや、あの、あとで教えてくれれば……。ほ、ほら、沙さ倉くらさんの実家に行こうかって言ってるじゃない。ああいうのが終わってからでいいから。十分だから」

　いつもはっきり喋しやべる水琴が慌てていた。ろれつも回っていない。手もうちわみたいにばたばたさせていた。

「だからだから、あとで聞かせてね」

「……分かった」

「約束だよ。ちゃんと聞かせて……ください」

「水み琴こと……」

「……きゃー！」

　何故か彼女は悲鳴を上げ、走り去っていった。

　俺おれは一人取り残された。この短時間の出来事が、脳内で急速に回転している。なんだったんだ、これ。

　いやいや、水琴がなにをしてきたのかは理解できる。ただそれが、俺の予想を上回っていた。あのパワフル女が本気になって告白してくるなんて信じられない。いつまでもこの腐れ縁のまま、続いていくと思っていた。幼なじみは幼なじみのまま、将来にスライドしていくものだとばかり。

　水琴って俺のことが好きなのか。うわあ、どうしよう。なんか急にドキドキしてきたぞ。

　そりゃあいつも昔と違って美人になって、東ひがし田だなんか写真を欲しがるくらいだ。喜んでいいのかもしれない。でもなんだ。おかしくはないか。

　自分の心臓を押さえる。想像どおり鼓動が早かった。ひえ、ドラムのペースがアップしている。このテンポじゃベースもボーカルもついて来られないぜ。

　これからどうなるんだ。あいつの顔がまともに見られなくなるかもしれない。こんなことがなければ、明日も悪口を言い合っていたはずだが、もう難しい。うひー、意識しちまう。こういうのって、能ある鷹たかは爪つめ隠すっていうんだよな。全然違うか。

　なんか冗談もろくなものが出てこない。俺はひとけのない図書館で、ただひたすら気分が落ち着くのを待つしかなかった。

　家に帰ることができたのは、文字どおり空が真っ暗になってからであった。












第五章







　こうも色んなことがあると、俺おれの人生は祟たたられているんじゃないかと考えるのが当然なわけで、自らの所行を深くかえりみたくなった。法を犯したり人の道を踏み外したりはしていないはずなんだが、きっとケンプファーになってしまったのがいけないんだ。不幸は全てあそこが起点となっている。

　俺は家でぼんやりとテレビを観みていた。

　いつもならお笑い番組にチャンネルを合わせるが、たまたまいいのがなかったので録画しておいたサッカーを観ている。Ｊリーグはあんまり地上波でやらないので、衛星放送を録画するしかない。

　水み琴ことと別れ、学校から帰るときは、もうすっかり夜になっていた。なんてこった。チャイムは何度も「帰れ帰れ」と鳴っており、これ以上いると警察のお世話になることもあり得た。敷地内に潜むこともやろうと思えばできるのだが、そんなことしてどんないいことがあるってんだ。

　あのあと俺は一度男子部に戻って鞄かばんを持った。誰だれもいなかったのはちょっとさみしかった。東ひがし田だも当然帰っている。こんな時間まで残っていた間抜けは俺だけなんだろう。

　夜の学校なんてのはいつまでもいるもんじゃないのだ。いるとしたら、仲のいい連中と残るのが一番いい。文化祭の前日なんか、みんなで残って作業してると異様に興奮するよな。しかし文化祭はとっくに終わった。あとは来年である。

　そんなわけで、今現在はテレビの前でのんべんだらりとしている。

　だが頭の中は、ここ数日のことでいっぱいだった。俺の人生激動すぎるだろう。

　特に帰る直前、学校で起こったことがまずい。なんと水琴のやつに告白されてしまったのだ。

　まったく信じられない。なにしろ相手が水琴。パワフルな幼なじみ。幼稚園の頃ころは、ダンボールと発泡スチロールで船を造って太平洋に漕こぎ出だそうとした女である。

　俺が告白されるとしたら、どう考えても沙さ倉くらさんになるはずなのに、あいつかあ。あいつ呼ばわりしたりがっかりするのも悪いんだけど、やっぱりびっくりするよな。しかも告白するだけして、悲鳴を上げて逃げ出しちまうし。これも驚いたよ。

　返事は考えていない。あいつも、あとでいいって言ってたし。

　もやもやしたままコンビニに行き、弁当を買った。とても自宅で作る気になんかなれない。実は弁当だけではなくパンも買った。そしてなにを血迷ったのかカレーパンを買ってしまい、気づいたときは死にたくなったよ。コンビニ弁当はおいしかったです。

　テレビではハーフタイム寸前、フォワードが立て続けにゴールを外していた。日本人選手にはよくあることだ。

　前半終了を告つげるホイッスルが鳴った瞬間、別の音もした。

「はいはい」

　電話である。俺おれは電話やチャイムが鳴ると、返事をする癖がある。誰だれかに聞かれているわけじゃないんだが、独り言の一種だ。変なやつだと思うなかれ。一人暮らしをすると、独り言って増えるんだぞ。

　携帯電話ではなく、固定電話である。もっとも俺の携帯はバッテリーの不具合を放置してあり、役に立っていない。

「はい？」

　受話器を取って返事。間違い電話なら切る。セールスだったらやっぱり切る。

（いたのね）

　次の瞬間、俺は出たことを激しく後悔した。

　しかしこれは、間違い電話でもセールスでもなかった。逡しゆん巡じゆんした末、会話を続けた。

「会長、なんの用だよ」

（あら、私だって分かったのね。嬉うれしいわ）

　相手は雫しずくであった。

「そりゃ分かるよ」

　雫の声は綺き麗れいだ。若干低めで滑かつ舌ぜつがいい。耳に心地よいのだ。俺の声は正直キモく、録音して聞いてみると、直後に首を吊つりたくなる。

「用件は？　学校なら明日もちゃんと行くぞ」

（学校が好きなのはいいことね）

「わざわざ受験して高校に入ったのに、行かないのも変な話だろ。本音は寝ていたい」

（でも明日じゃなくて今の話よ）

　は？　俺は思わず聞き返した。

「今ってなんだ？」

（今晩、星せい鐵てつに来なさいってこと）

「なんでだよ。夜中じゃねえか」

　夜も夜。星まで出ているのだ。なんで昼に行ったのに夜も行くんだよ。

「花火でもやんのか」

（用事があるの。図書館の修理がそろそろ終わるのだけど、その確認）

「夜やることはねえだろ」

（本当は、今日の昼中に終わらせないといけなかったのよ）

　なんでも、本当は図書委員長の仕事だったんだが、すっかり忘れていたらしい。半泣きで雫しずくの家に電話をかけてきたので、処理をすることになったとのこと。

　つまりトラブルシューティングなわけだ。本来は図書委員長の役目なんだから断ったって間違ってないとは思うのだが、生徒会長の職務の一環なのだろう。こういうこともするから、生徒から信頼されているのだな。

　しかし俺おれは雫を信頼していない。というか、この件に関係ない。

「会長がやんなら、俺はいいだろ」

（忘れたの？　あなた生徒会の手伝いの役があるのよ）

　そう言えばそうだ。水み琴ことが勝手に決めたのだが、とんだとばっちりである。

（私は今から学校に行くわ）

「俺も行かなきゃ駄目なのか」

（ええ。それくらいはしてもらわないと）

「紅あか音ねや……えっと、水琴はどうすんだ」

（あなた、女の子をこんな夜中に出歩かせるつもり？）

　お前はどうなるんだよ。それに俺ならいいのか。ケンプファーになったらどうする。女の姿だぞ。

　しかし雫は、そんな俺の気持ちを全て無視した。考慮してくれるはずがないのだ。

　まあいいや。今の気持ちが紛れればなんだって構わない。地獄以外ならどこだって出かけるぞ。

「分かったよ」

（あら、わりと素直ね）

「行きたくなった」

（学校で落ち合いましょう。女子部の校門で待っていて）

「不審者に間違えられるんじゃないのか」

（許可は取るから大丈夫）

「女子部だぜ」

（それと、制服を着て来なさいね。一応学校なんだから）

　それだけ告つげ、雫は電話を切った。

　あいつ、なんか一方的だったが、これで行かなかったらどうするつもりなんだろう。待ちぼうけを食らわせるのも、それはそれで楽しそうじゃないか。

　そんなことを考えたが、結局俺おれは行くことにした。理由はやっばり、水み琴ことのことがあったから。頭を冷やすっていうか、別のことに使わないとどつぼにはまってしまう。また学校に戻ってしかも雫しずくと一緒だけど、それでもいいんだと己に言い聞かせることにした。





　　○






　学校ははじまっているが、まだ夏といっても差し支えはない季節である。夜中でも十分暑かった。これで寒かったら絶対出たくなかったところだ。

　俺はほとんど脱ぬいだばかりの制服をまた着用した。こう使ってばかりいると、卒業する頃ころにはボロボロになっちまうだろうな。

　財布は持たない。小銭をポケットに入れたから間に合うだろう。

　女子部の校門には確かに雫がいた。俺の家より遠いはずなのに、なんで先にいるんだろうか。

　雫も制服姿だった。これは当たり前。

「ほぼ時間どおりね」

「走ったからな」












　これは噓うそで、俺おれは息も切らしてなけりゃ汗もかいていなかった。

　屋上であんなことがあったからどこか気まずいんだが、この女はまるで気にしていない模様。いつもと同じ態度である。俺も気楽だからその方がいいんだが。

　一応周囲を見回す。

「どうしたの？」

「いや……水み琴こともいるかと思った」

「いないわよ。瀬せ能のう君と会うのは自由競争」

「抜け駆けか」

「そうとも言うわね」

　俺は冗談めかしたつもりだったが、雫しずくはさらっと認めた。

「いいのよ。近こん堂どうさんも同じことをするから」

「……」

「あら。もうされたの？　あの娘こ、油断も隙すきもないのね」

　俺は返事はしなかった。ここでなにか口に出したら、全部白状しちまいそうだ。

　雫は俺をうながす。

「入りましょう」

「おい、俺はこのままで入っても平気なのか」

「平気よ。夜中なんだから」

「だから余計やばいんだよ。見つかったらどうすんだ」

「許可は取ったって言ったでしょう。学校の関係者には電話をしておいたから、なにかあったら証明してくれるわ」

　ならいいんだが、よく夜中に学校関係者に電話できるな。三年間で一度も電話しない生徒がほとんどだろうに。

　最近の学校は防犯対策とかで、校門が閉められていることが多い。星せい鐵てつ学院もその例に漏れず、女子部には鉄製のバリケードみたいなでかい門がそびえていた。

　雫は横に回り、人間一人が通れるくらいの扉に鍵かぎを差し込んだ。

「合い鍵作ったのか？」

「まさか。生徒会長には渡されるのよ」

　よっぽど信頼されているんだな。雫だからじゃないだろうか。

　彼女は俺を通し、鍵をかけ直した。

「直接図書館に行きましょう」

　夜の校内は真っ暗だった。当たり前だな。昼間とは全然雰囲気が違って、これはこれで面白い。

「夜中に女子部に来たのははじめてだなあ」

「前にもあるでしょう。葛くず原はらと戦ったとき」

「あー、そういえばそんなことが」

　彼女はどうなったのだろう。すっかり忘れていた。あの俺おれがほとんど知らなかった少女も、ケンプファーだったのだ。

　女子部は敷地が広いから、横断するのに時間がかかる。

　雫しずくの手元が光った。懐中電灯だ。

「持ってきたのか」

「夜なのよ」

「なくても平気だろ」

「普通はね。でも、ここはほとんど明かりを落としているから」

　確かに。昨今は省エネとかで、あちこちの電気を切っているのだ。真っ暗にすると防犯上の問題もあるとかで、ほんの少しだけ点ついている。とはいえ、「暗い」と表現しても間違いではない。

　図書館は鍵かぎがかかっていた。これも雫の鍵で開ける。

　夜の図書館はなかなか不気味であった。本の背表紙が懐中電灯に照らされて光るところなんかどきっとする。バイオハザードで出てきそうだ。

　奥の本棚には行きたくないなあ。あそこで水み琴ことと色々ありまして。

　雫は床や天井を照らし、時々手帳に何か書き込んでいた。

「ちょっと待っていて」

「ここで？」

「ええ。さっさとすませたいから」

　彼女はカウンターの奥に引っ込んだ。俺は置き去りかよ。

　カウンターの奥に、司書や図書委員が事務作業する事務室みたいなところがあるのだ。そこの電気が点く。

　雫はそこでなにかしていた。よく分からん。俺は俺で、どことなく心細くなっていた。

　中途半端に暗いものだから、目をこらさないと見えない場所が出てきたのだ。あの本棚の陰なんか本当に暗黒で、モンスターが隠れていそうじゃないか。

　そう考えると止めどがなくなる。天井の隅には巨大な蜘く蛛もが張り付いていてもおかしくないし、入り口からは化物が舌を伸ばして襲ってきそう。

　やべー、ホラーとか怖がらない方なんだが、想像が止まらない。もしや図書館とは名ばかりで、夜中にやってくる人間を喰くい殺していく呪のろいの館やかたかもしれない。ひいい。

「お待たせ」

「わっ！」

　悲鳴を上げてしまった。雫しずくは変な顔をしている。

「どうしたの？」

「びっくりしたじゃねえか！　終わったなら終わったって言えよ！」

　彼女はしばし俺おれを見つめていたが、やがてわずかに笑った。

「あら、怖がらせちゃった？」

「いきなり背中から言われりゃ、誰だれだって驚くだろ」

「瀬せ能のう君は暗いところが怖いのね」

「そうじゃねえって」

　夜中には電気を消して寝るタイプだよ。ただなんていうか、今は想像力が突っ走ってしまったのだ。

「確かに夜の学校は独特の雰囲気があるわね」

「図書館なんか怨おん念ねんがこもっていそうじゃねえか」

「それはないわね」

　雫は事務室の電気を消すと、また懐中電灯のスイッチを入れた。

「次、行くわよ」

「帰るんだろ？」

「ついでだから、校内の見回りをするの」

「それ、生徒会長の仕事じゃないだろ」

　もちろん俺の仕事でもない。だがこの女は当然のように言う。

「こういう細かい仕事を率先してするから、生徒会の信用度が上がるのよ」

　自分ではなく、生徒会全体の評判にするところが凄すごいというかなんというか。

「でも会長になにかあったら、問題どころじゃすまないだろ」

「ケンプファーが二人いるから平気よ」

　まあな。暴ぼう力りよく沙ざ汰たになっても解決できるわな。

　俺たちは女子部から見て回ることになった。まず一年生の校舎から。

　何度か説明しているが、女子部は学年ごとに建物が分かれている。男子部は全部一緒。これは敷地の広さと伝統の違いによるもので、男子部の方が新参なのである。その分男子部の校舎はでかいわけなんだが。

　一年生の校舎は小こ綺ぎ麗れいだった。俺はほとんど来たことがない。雫はどこになにがあるか知っているかのように、どんどん入っていく。

「とりあえず非常階段と窓に鍵かぎがかかっているかの確認ね。そこがちゃんとしていればいいわ」

「消火器とか非常ベルは？」

「それは確認のしようがないから」

　言われたとおりに見て回る。全クラス分ってのはめんどくさい作業だが、雫しずくはきちんとこなしていった。

「ここ、近こん堂どうさんのクラスよ」

　彼女は引き戸を開けた。

　なんとなく屋上の出来事が思い出される。いやここは室内だが。

「そこが近堂さんの机のはずね」

　懐中電灯の光が、一か所だけを白っぽく照らした。

「よく知ってんな」

「ライバルのことも調べておかないと」

　なんのライバルだ、とは訊きかない。

「なんだったら、座ってみれば？」

「どうしてそんなことをすんだ」

「幼なじみじゃない。気持ちよくなるかも」

「椅い子すや机に興奮したら正真正銘の変態だろ！」

　世の中には、アイドルが使った道具に高い金を出して買い取る人間もいるんだから、机や椅子も十分あり得る話ではある。だけど俺おれはそんな気がない。沙さ倉くらさんなら別だぞ。

「瀬せ能のう君がまともでほっとしたわ」

「俺は元からまともなの」

「変態でも受け入れるつもりだけど」

「妙なことを言わないでくれ」

「あらあら。美み嶋しまさんは、瀬能君のことを『女を裸にして歩かせるのが趣しゆ味み』と言ってたけれど」

「そんなわけあるか！」

　あんなの紅あか音ねのヨタに決まってるだろ。なんだそのアブノーマルな趣味は。高校生がそんなことしたら逮捕されるだろうが……逮捕されなかったらやるってわけじゃないぞ。

　暗がりでよく分からないが、雫はくすくす笑っているような気がした。この女に笑顔は似合わないんだが。

「近こん堂どうさんとは、裸を見せ合ったって聞いたわね」

「幼稚園の頃ころなんか、もう時効だ」

「ずるいわね、幼なじみって。そうやってナツルと想い出が作れるから」

　またナツルだよ。油断をすると、雫しずくはすぐ俺おれを下の名前で呼ぶ。しかも俺に「雫」と呼ばせようとするからたちが悪い。会長は会長じゃねえか、なあ。

　彼女は教室を光で照らしていた。机と椅い子すが整然と並んでいる。きちんと掃除をしているクラスだな。

「近堂さんとは、どうなの？」

「は？」

「訊きき方が悪かったわね。近堂さんとはどういう付き合いだったのかしら」

「知ってるだろ。水み琴こととは幼稚園の頃から知り合いだよ」

「……近堂さんのことは名前で呼ぶのね」

　引っかかるな。どうでもいいじゃねえか。昔からの習慣だよ。

「幼稚園が一緒で、小学校が一緒で、中学もほとんど一緒。それだけだよ」

「海外に行ったのね」

「あいつの海外渡航は幼稚園からだよ。両親が学者だからくっついて歩いてたんだ。かなりすれすれな商売もしてるみたいだぞ。小学校もよく休んでいたなあ。半年以上学校に来ないと思ってたら、インドネシアにいたんだぜ。東南アジアは全部回ったって自慢してやがった。どうかしてるだろ」

「よく卒業できたわね」

「あいつ、頭っていうか要領がいいんだよ。中学なんか半分しか出てこなかったぞ。エストニアだかで卒業資格を取ったって言っていたけど」

　こうして説明してると、あらためて水琴のわけの分からなさが浮き彫りになる。これで外国語なんか一つもできないとか言ってるんだから、おかしすぎるだろ。

「なんでカレーが好きなのかも分からん。幼稚園のときにはじめてインドに行って、スパイスにはまったとか聞いたけどな。その割にはサービスエリアのカレーがうまいとか言ってるし」

「日本の味が恋しいんじゃないかしら」

「味み噌そ汁しるでいいじゃねえか」

　水琴の食生活だけは俺にも不明だ。あいつ、家でなに食べているんだろう。

　雫は窓の確認をしていた。話をしながらでもチェックは怠りないのか。さすがだな。

「ナツルは、近堂さんのことをよく知ってるのね」

「そりゃあな」

「私のことはどうかしら」

「知らん」

　即答した。この学校の噂うわさか、美少女研究会がまとめた情報だけしか知らない。しかもガセが混じっているかもしれない。ああ、でも、こないだ雫しずくの家で聞いたことは覚えているな。

「……そこが悔しいのよね。ナツルは近こん堂どうさんのことは興味があるんでしょう」

「あいつは聞かなくても教えてくれる」

「聞いていて楽しい？」

「まあな」

　なにせ水み琴ことの経験は滅多にないものだから、驚きの連続である。「ユカタン半島でビバークしていたら、光線を放射する謎なぞの円盤に出会った」ってのはさすがに噓うそだと思うんだが、面白いのは事実だ。あいつはもう講演で食っていける。

「いいわね、私よりも人生経験あると。ちょっと劣等感を持つわ」

「会長が劣等感？　冗談は止めろよ」

「人間だもの。あるわよ」

　いや、俺おれはあんたのことをＣＧかサイボーグだと思っている。これは俺だけじゃなくてマンガ研究会の連中も言っていた。週刊少年マンガ雑誌に出てきても、ゲームに出てきても違和感がないんだそうだ。同感である。

「それで、ナツルは近堂さんのことをどう思っているの？」

「……今はノーコメント」

「それ、あの娘こが聞いたら怒るかも」

「だって幼なじみだぞ」

「可愛い娘よ。話も面白いし、十分じゃない」

「カレーが十分以上にある。これ以上食わされるのは御免だ」

「料理を覚えるかもよ」

「ラーメンだろうな」

　覚える部類に入らんだろ。スープを一から作ってるわけじゃないんだし、はっきり言ってインスタントに卵入れてるようなもんだ。

「料理なら会長の方がうまいよ」

「それは褒ほめ言葉？」

「……まあな」

　しまった、褒ほめてしまった。持ち上げる必要はないのに。いつも他の生徒や教職員におだてられているんだから、俺おれが言う必要はないだろう。

「それは嬉うれしいわね。近こん堂どうさんに悪いかも」

「あー、誤解しないように言うけどな、別に水み琴ことが嫌いってわけでもねえぞ。ただ、なんつーか、身近すぎるだけだ」

「近堂さんは呼び捨てなのね」

「いいだろ。そういう仲なんだよ。身近すぎるから呼び捨てにもなるの」

「外国に行っていたから、それほど会えなかったんじゃないの？」

「だってあいつ、俺の私生活にずかずか入って来るんだぞ。プライバシーもなにもあったもんじゃねえ。ま、可愛くはなったけどさ」

　俺は話を終わらせたかった。せっかく気分転換したかったのに、嫌でも思い出してしまう。

「このへんで、もういいだろ」

「……なんだか、近堂さんのことになるとはっきりしないのね」

「今はそうなんだよ」

「あの娘こ、ナツルと同じ立場になったの楽しんでるわよ。ケンプファーになったのも喜んでるみたい」

　そうだろうな。水琴は未知の経験に強く引かれるんだから。

「だから、あなたと一緒にいるのが嬉しいのね」

「……よく分からん」

　と返した。俺なんかどっちかというと、一人でごろごろしているのが好きだぞ。時々人恋しくはなるけど。

「私もナツルと一緒にいるのが楽しいわ」

「それは噓うそだろ」

「どうして？」

「……なんとなく」

　雫しずくは俺以上に孤高を保っているのが似合う。こいつの凄すごいところは、そういうことをしても、ちっとも馬ば鹿か馬ば鹿かしく見えないってことだ。普通の人間がやったらただの間抜けだぞ。一いつ匹ぴき狼おおかみで、他人に一目置かれているんだから、それはそれで格好いい。

「……まあ、うかうかしてると近堂さんにも追い越されるってことかしらね」

「なんでそうなる」

「あなたの反応を見て、そう思った」

　やっぱりこいつは勘が鋭いね。言げん質ちは取られなかったはずだけど、ニュアンスで感じ取ったらしい。人間噓うそ発見器だ。

「ほら、チェック終わったら、もうここに用はないだろ」

「そうね」

「さっさと帰ろう」

「他のところも見て回るわ」

　帰りたいのに、こいつの義務感に引っ張られてしまう。

　次は二年生の校舎だった。女の俺おれが通っている場所でもある。

　中に入る。もちろん誰だれもいない。ここは俺も馴な染じみなので、どこを確認すればいいかは分かった。非常口だって点検できるぞ。

　先頭に立ってさっさと教室を見て回る。後ろの雫しずくが扉の一つを照らした。

「ここは見ないの？」

　俺は振り返らずに返事。

「どうせ盗とられるものなんかねえよ」

「駄目よ。ちゃんとしないと。あなたのクラスでしょう」

「……分かったよ」

　俺はぶつぶつ言いながら扉を開けた。二年四組だったのである。なんで通ってるところまで見なきゃならないのか。

「あまり綺き麗れいじゃないのね」

「嫌味言いに来たのか」

　と返したものの、俺も同感である。

　教室の中は、机の列が右に曲がったり左に曲がったりしていた。掃除をするとどうしてもこうなるんだよな。このクラスにはあまり几き帳ちよう面めんな娘こがいない。担任からしてゲームの発売日に早退するなどのいい加減さを発揮していた。紅あか音ねがやると多少マシになる。

「ナツルの机はどこなの？」

「知らなかったっけ？　そこだよ」

　俺はやや後ろ気味の席を指さした。

「美み嶋しまさんは？」

「隣」

　雫はどちらも懐中電灯で照らした。白い光が動く。

「授業中、あなたたちはよく話すの？」

「紅音ちゃんは勉強してるよ。俺は適当だけど」

　彼女は真面目まじめなのだ。真剣にノートを取ってるし、よっぽどのことがない限り無駄口も叩たたかない。むしろ騒がしいのは副委員長さんで、窓から虫が飛び込んでくると嬉うれしそうに捕まえようとする。会計さんみたいに金勘定している娘こもいる。

　しかし雫しずくは、別のことに気を取られたようであった。

「ちゃんづけなのね」

「あ？」

「美み嶋しまさんよ。紅あか音ねちゃんって呼んでるわ」

「……ああ。でも変身したときは呼び捨てだぞ。そうしないとあいつ怒る」

　怒るだけならいいんだが、銃を振り回して発砲しようとするからなあ。「ちゃん」で呼ばれると子供みたいで腹が立つらしいんだが、導火線短すぎだろう。

「近こん堂どうさんは水み琴ことで、美嶋さんは紅音ちゃんね……」

　雫は少しだけ、なにかを考える仕草をした。

「ねえナツル」

「呼び捨てにすんなよ。物扱いされてる気がする」

「却下。私のことを、ちゃんづけで呼んでくれる？」

「なんだ？」

　いきなり変なことを。どういうつもりだよ。

　だが雫は本気のようであった。少なくとも、ふざけたようには感じられない。

「やってみて」

「いいのかよ」

「ええ」

　雫は目の前に立っていた。賞状を授与するみたいだな。俺おれが渡す側がわ。

「えーと、雫ちゃん」

「……」

「雫ちゃん」

　言われた当人は、大変珍しいことに居心地が悪そうだった。言ってる俺も違和感ありまくりなんだが。

「……駄目ね。むずむずしてきたわ」

　ため息なんかついている。

「私が私じゃないみたい。少しだけ、美嶋さんの気分を味わったわ」

「沙さ倉くらさんには言われてなかったか？」

「楓かえでが相手なら慣れてはいるわよ。男に言われるのとは違うのかもね」

　それから付け加える。

「やっぱりナツルには呼び捨てしてもらわないと」

　だからなんでそうなる。三年生を呼び捨てなんて。普通は遠慮するもんだ。

　雫しずくは懐中電灯を点つけっぱなしにして、紅あか音ねの席に座った。光の反射で、ぼんやりと浮かび上がる。

　なんか奇妙な光景だった。いつもなら眼鏡めがねをかけた内気な少女が座っているのである。今はクールで大人びた万能生徒会長。対照的すぎた。

「どうかしら？」

「二年四組じゃないみたいだ」

「そうなの？」

「あんたの存在感がありすぎるんだよ」

　これは全員が同意してくれるはずだが、雫の凄すごいところは場を自分のものにしてしまうオーラである。サッカーでも野球でも、ある特定の選手で成り立っているみたいなことがあるが、まさにあれ。いるだけで自然と注目してしまうし、従ってしまう。生まれついてのものか後天的かは知らないが、とにかく彼女はリーダーシップを備えているのだ。

　もっともそんなことを言ったところで、雫は同意しないだろうな。自分への評価は好きじゃないみたいだし。












「私としては、美み嶋しまさんみたいに接して欲しいわね」

「無茶言うな。なにからなにまで違う」

「同じになれっていうのは無理よ」

「だろ」

「あなたが私に合わせれば？」

　どういうことだ。仮に、仮にだよ、雫しずくのレベルにまで行こうとしたら、自分の限界まで能力を絞り出し、さらにその上ってことになる。付き合うどころかあとを追うだけでも精一杯だろう。高校生でこれなんだから、大人になったらどこまで突き抜けるか分かったもんじゃない。なにせいまだ成長を続けている女である。

「その想像は違うわよ。好みの話」

「好きな食べ物か」

「馬ば鹿か。女の好みよ」

　そりゃ簡単だ。まず沙さ倉くらさん。次に紅あか音ね。

　沙倉さんは最近、性格が変わってしまった。あれはあれで格好いいけど、昔の優しい彼女に戻って欲しい。紅音はなんというか……うん、可愛いよ。本を選んでいるところなんか特に。

　水み琴ことだって嫌いじゃない。あいつと一緒だと安心するのだ。元気が有り余っている女だから疲れるけど、そんなに不快ではない。大変なだけ。

　雫は……そうねえ、見て楽しむ女じゃないのかな。それだけ。

　彼女は俺おれをじっと見つめていた。まるで心中を見透かしているような姿勢だ。実際に見透かしているに違いない。

「……ふう」

　おや、息を吐いたよ。

「そんなに美嶋さんの方がいいの？」

「その言い方は語ご弊へいがあるぞ」

「どうも差を付けられているのよね。近こん堂どうさんも同じこと言ってなかった？」

「……言ってた」

「でしょう。私はなんとかして、美嶋さんの席に私が座りたいのよ」

「今座ってるじゃないか」

　そこは紅音の机だぞ。そもそも二年の教室で、三年が来るところでもない。

「そういう意味じゃないの」

「じゃあなんだよ」

「分かっているのに、分からないように自分に言い聞かせるのは、無駄な努力よ」

「……」

　俺おれは、脳の奥から顔を出そうとしている冷厳な事実を、なんとか押し込んだままにした。

　雫しずくが立ち上がる。わけもなくほっとする俺。

「他を回りましょう」

「まだやんのかよ」

「全部終わらせないと意味がないわ」

　雫は本当に、二年生の教室を全てチェックした。

　そして三年生の校舎。ここを回れば最後である。やけに長い気がした。実際はそれほどでもないんだろうけど。

　その向こう側がわには、教職員の棟がある。真っ暗だ。当たり前か。

「いつもなら、電気は点ついているわ」

「え？　誰だれかいるのか」

「宿直の先生ね」

「いまどき、そんなシステムあんのかよ」

「なかったけど、またはじめたの。復活したのはついこのあいだよ」

「じゃあ俺たちがチェックすることはないじゃないか」

「そうね。でも先生だって、夜の校内を回りたくないのよ。引き受けるって電話したら、喜んで代わってくれたわ」

　なんて教師だ。自分の義務くらいきちんと果たしてもらいたい。

　俺たちは三年生の校舎に足を踏み入れた。

　一、二年生のものより年季が入っている。使い込まれているのが分かった。俺が来たのはこれで二度目だ。気持ちが新鮮といえば新鮮。

　雫は早足になっていた。

「早く回ってしまいましょうか。ナツルもその方が良さそうだから」

　それは助かる。

　三年生はどこの教室も清潔で、整せい頓とんされていた。窓にもきちんと鍵かぎがかかっている。たとえ女でもどこか手を抜くもんだが、そんなことがない。星せい鐵てつ学院の歴史の中でも指折りの人材が集まっていると聞いたが、本当っぽいな。

「三年は楽よ。私がなにか言わなくても、自主的にやってくれる娘こが多いから」

　そういやあ、毎朝女の俺を待ち伏せている女の子の中にも、三年生の数は少なかった。委員長さんたちや、ますみみたいな変人も聞かない。真面目まじめさんが多いんだろうか。

「会長はいくらでも手を抜けるな」

「そんなことはしないわよ」

　だよな。馬ば鹿かなことを口にした。

「でも、そうね、副会長がちょっと変わっているかしら。お嬢様なのに突とつ拍ぴよう子しもないことをしようとするわね」

　その名前、たまに聞くな。乱交に興味を持っているのは書記の方だったか。なんにせよ、優秀なのに地味な年代と言えないこともない。

「でも全体的に大人しいから、退屈かもね」

「それくらいがいいんだよ」

「あら、ナツルは派手なことが嫌いだった？」

「誰だれかがブレーキを踏まないと安心できねえんだよ」

　男子部にせよ女子部にせよ、俺おれの周囲には崖がけに向かって全力疾しつ走そうするやつばかりだ。当人は海に落ちても笑っているだろうが、俺はたまらん。

「楽しくていいじゃない」

「場合によるだろ」

「今のうちだけだから。楽しんでおきなさい。きっと将来いい想い出になるから」

　こんなことを言うときの雫しずくは、妙に大人っぽく感じる。十代にはとても見えない。

　教室の一つに着いた。ここは知ってるぞ。

「私のところよ。ナツルは来たことあったわね」

　雫がいる三年一組である。彼女は扉を開けた。

「どうぞ」

　なんか許可をもらうってのもおかしいが、俺は従った。

　教室内は同じ風景だ。どこも変わらない。雫の席はどこなんだろうな。

「そこよ」

　彼女が教えてくれた。暗がりの中でも、妙に古くて傷いたんだ机だというのが分かった。

「かなりガタが来てるわよ。水平にならないから」

「あんたなら、一番いい席に座れるだろう」

「そんな必要はないでしょう」

　自分からこんなボロい机を使うようにしたのかな。

「座ってみて」

「なんで」

「座って欲しいの」

　言われたとおりにする。なるほど、確かにがたがたしていた。足に薄い木片でも挟めばちょうどいいんじゃないのか。

　雫しずくは教壇のところに移動した。おいおい、なんか教師みたいな位置だな。この席とはそれほど離れていない。

　彼女は懐中電灯まで消した。俺おれたちを照らしているのは、月明かりと星明かり。それと遠くで光っている町の明かり。

「さてナツル。ここからが本番よ」

「なんだよ。今までの予行演習かなにかか」

「あなたの胸の内を知りたかったのよ」

　なに改まっているんだ。ちょっと怖いぞ。

　雫は静かに喋しやべり出した。

「ここなら誰だれにも邪魔されないし、恥ずかしがることもないわ。秘密は守られるわよ」

「内緒話でもすんのかよ」

「私は言い触らしたって構わないけど、ナツルは嫌でしょう」

　まったくだ。雫と二人きりのところなんて、男に知られたらとんでもないことになる。暗殺部隊が送り込まれるかもしれない。

　ふと気づいて、慎重に質問する。

「……もしかして、このために俺を呼んだのか」

「そうよ。校内のチェックはおまけみたいなもの」

　やっぱりこいつの謀はかりごとか。うかうか乗ってしまう俺も俺だが、なんでそんな手間かけるんだよ。

「さあ訊きくわね。そこは私の席だけど、感想は？」

　感想もなにも、古びたただの机だろう。どこかの業者から学校が一括で購入している製品だ。数年に一度、入れ替えをする。

「普通」

「他には？」

「普通だよ。なにも違いなんかないだろ」

「近こん堂どうさんや美み嶋しまさんと比べても？」

「そうだよ」

　俺以外の人間なら、違った気分になるだろう。全校生徒に人気の生徒会長である。椅い子すに座ろうと取り合いになるかもしれない。そこまでいくと憧あこがれというか、フェチシズムだよな。

「……それは、私たち三人が横一線って意味でいいのかしら」

「どうしてそんな意見になる」

「でも美み嶋しまさんのことは好みのタイプなのよね」

「……」

「近こん堂どうさんは幼なじみ」

「いいじゃないか」

「私はなんなのかしら」

　雫しずくは教卓に寄りかかっていた。女教師……ではないな、制服着ているから。でも大人びているのは変わりない。

「あんたは会長だろう」

「それは、あなたにとってどういう意味を持つの？」

「……えーと、どういうこった」

「好みのタイプと幼なじみ。どっちもナツルにちゃんと関わっている。でも生徒会長という立場は？　あなたにどれだけの影響があるの？」

「……」

　ない、かもな。

　生徒会長という立場にステータスを見いだす人間は多い。まして雫は美人なんだから、興奮する男は多いだろう。おまけに女にも人気があるし。全校生徒の前で凜りんとした態度を示すたびに、失神する女の子が出たこともある。

　でも俺おれは、どういうわけか興味ないんだよなあ。沙さ倉くらさんが生徒会長だったら、なんとしても生徒会に潜もぐり込みたいと思っただろうけど、雫ではなあ。前から雲うん上じよう人びとだったし、今でも実感がないのだ。こうして深夜の教室で二人きりだというのに。

　雫もそのことは重々承知しているらしい。

「立場に意味はないわけね」

「いいじゃないか、会長は人気あるぜ」

「私はね、ナツルの人気が欲しいの」

「諦あきらめてくれ」

「嫌よ」

　きっぱりと返答しやがった。

「あなたも好きになって」

　誰だれを、と訊きくのは愚問なんだろうな。

「……えー」

「簡単なことじゃない」

　いや、俺おれには難しい。息を止めて水中で一時間過ごすのと同じくらい難しい。どっちにせよ窒息して死ぬ。

　俺はどうにも台詞せりふを失っていた。なにを言ってもこいつには通じない気がする。

　雫しずくはゆっくりと教卓から離れた。

「どうすれば私のことが好きになる？」

「……さあ」

「美み嶋しまさんや近こん堂どうさんとの差は、どこにあるの？」

「……」

「教えて」

　雫は俺に接近してきた。うわ、なんかやばい。席から離れて逃げ出せばいいんだろうが、なんかそれもできなかった。まさにヘビに睨にらまれたカエル。脂あぶら汗あせまで出てきた。

　椅い子すががたんと音を立てる。かろうじて中腰にはなりそうだ。走り出せないかな。

「逃がさないわよ」

　釘くぎを刺してきやがった。

「どこに？」

「……し、知らないよ」

　ようやくそれだけを、俺は言うことができた。

「俺の好みにまでケチをつけないでくれ！」

「つけてないわよ。私を好きになればいいだけ」

「意味分かんない。なに言ってんだ」

「字句どおりよ」

　俺は懸命に、言葉の意味を理解しないようにした。これはなにかの夢だ。かなり悪夢。どうかさっさと目が覚めますように。柔らかい布団で寝ていますように。

　しかし現実は、生徒会長に姿を変えて襲いかかってきた。どんどん近寄ってくる。うわーん、嚙かみつかれるよー。

「ナツル、分からないふりはやめなさい」

「……」

　泣きたくなった。怖いんですけどこの女性。

　彼女はじっと俺を覗のぞき込こむ。

「じゃあ理解するまで、何度でも言ってあげるわね」

「いや、そこまで……」

「私の恋人になって」

　うわ、本当にはっきり口にしたよ。

　冗談ならどれだけいいことか。東ひがし田だあたりだとふざけて「ホモの関係になろうぜ」とか言い出すが、それなら対処できる。ひっぱたけばいいのだ。

　だけど雫しずくはそうはいかなかった。恐らく誰だれよりも、彼女は真剣なのだ。

「告白してるの。分かる？」

「……」

「付き合って。これから、ずっと」

「……」

　どどどどうしよう。なんか口が動かないぞ。

　雫は俺おれに物理的にも急接近している。目をそらすことも不可能だ。喋しやべってないのに喉のどが渇いてきた。ひい、どうなってんだ。

　告白ってあれだよな。異性に心中を告つげるやつ。俺が水み琴ことにもやられた行為だ。

　そうだ、水琴にも告白されたんだった。なんで日に二回も。こういうのって、時報みたいに決まった時間になるとおこなわれるものなのか。

「……なにか別のことを考えてるのね」

「……」

「告白がそんなにショックだったの。……違うわね」

　全力で頭を回転させているのがよく分かった。

「当ててみましょうか」

　当てなくていいです。

「近こん堂どうさんね。あの娘こにも告白された。そうでしょう？　美み嶋しまさんではない。今の美嶋さんならそんなに焦る必要はないから」

　推理というより直感だと思うんだが、すばり的中しているから始末が悪い。とんでもない才能だ。

「いや……」

「否定したって無駄よ」

「……」

「先を越されたのなら、私ももっと告白しないと。いいかしら、たくさん言ってあげるわ。三さん郷ごう雫は瀬せ能のうナツルのことが好き。好き、好き、好き、好き、好き」

　これだけ言われれば、チタン合金にだって刻まれるってものだ。よく分かったよ。

　しかしそれと俺おれの気持ちは、やっぱり別問題なのだ。このあたりを雫しずくは分かっていない……わけではないはず。ただ自分を優先しているだけで。

　しかしそこまでして、俺に固こ執しつする理由があるんだろうか。別に顔だって十人並みだし、金だって持ってるわけじゃねえのに。

「好きなタイプがいて、それがナツルだったわけじゃないの」

　と雫は言う。

「好きになった男が好みのタイプなの。それがあなた」

　そういう理屈ですか。

　事情は理解できたけど、でも告白の返答はちょっと。

　なんてことを考えながらも返事をしないもんだから、雫は別のことを言い出した。

「……ねえナツル、私はね、あなたにバージンだろうとなんだろうと、あげるつもりでいるの」

　はしたないぞこら。

　雫は本気だ。どうしてこんなことで真面目まじめになるんだよ。もっとおおらかに生きようぜ。俺みたいに。

「私はみんなから美人でスタイルがいいって言われている。ええ、そうよ。自分でも美しさは自覚してるし、身体からだだって凄すごいわよ。裸を見たことあるでしょう。そこらの女には絶対に負けない。これを自由にしたいと思わないの？　それに私はバージンで、誰だれの手もついていないわ。はじめての男になれるのよ」

「そんなこと……」

「私は本気よ」

　瞳ひとみが静かに燃えている。

「瀬せ能のうナツル。私と付き合いなさい。付き合って、愛しなさい。私ならどんなことをしてもあなたを満足させるし、連れて歩くだけで自慢できるようになる。最高の彼女になるわ。絶対に後悔させない」

　きっぱり言い切った。うわ、なんて自信だ。

　雫はあまり自分のことを語りたがらない。ナルシシズムがないとは思わないが、薄いのだ。最近分かったんだが、彼女はスーパー高校生とか思われるのがそもそも好きじゃない。その手の話になると、さりげなく話題を変えるようなこともしている。なにをしようとまだ学生身分だというのを自覚しているのだ。

　頭一つ抜きん出た高校生だとは思う。だけどそのことを少しも偉いとは思っていない。こればかりは、俺もたいしたもんだと感心していた。

　本当の意味で謙虚なんだろう。だが今は違った。恐らく心の奥底に持っていた自負を、全面に押し出してきたのだ。自分の美び貌ぼうと知性と、そして感情を剝むき出だしにしている。ここまでくると迫力どころかオーラすら感じてしまう。

　でもなんでそんなことを。ひょっとして俺おれのため？

「そうよ」

　相変わらず、彼女は俺の思考を見透かしていた。

「全部ナツルのため。私はこんなに、一人の人間のために自分を捧ささげようなんて、考えたこともなかった。ずっとないと思ってた。でも今は違うの。あなたのものになりたいし、あなたを私のものにしたい」

　台詞せりふを切った。俺にとことん言い聞かせるつもりだ。

「アニメショップで、あなたや美み嶋しまさんと会ったあと、私がどんな気分だったか分かる？」

「いや……」

「悔しかったのよ」

　瞳ひとみの中が憎々しげに燃えている。それに奥歯を嚙かみしめていた。ぎりぎり音を立てそうだ。凄すごい光景である。どっちも今まで見たことがない。

「悔しくて、眠れなかった。こんなこと生まれてはじめてよ。なんで私が美嶋さんに負けるんだろうってね。小さい頃ころからみんなが私を天才少女だってはやし立て、高校に入ってもおだてる。自覚もするわ。でもその天才少女とやらが、眼鏡めがねの図書委員にあっさりと負けたのよ。なんで？　私のどこが美嶋さんに劣っているの？」

　すみません、全然分かりません。

　人間の好みなんて、多種多様で一人として同じものじゃないはずだ。俺の鈍にぶい頭でもそれくらい理解している。そりゃ雫しずくは万ばん人にんが美人だと思っているだろうし、俺だって綺き麗れいだと思う。だけど好きとかいうレベルじゃないんだ。本当に。偽りのない気持ちである。

「どこが違うのよ」

　とりあえず、強引なところは違うな。でもそんなこと言ったって、こいつは納得しないだろう。

「分からないって……」

「じゃあ、これは？」

　いきなり雫の手が伸びた。俺の頭の後ろに回り、引っ張る。

　あっと思った瞬間、唇が唇で塞ふさがれた。

「むが……」

　しかも舌が侵入してくる。うひい。ぬるぬる動いてるー。

　ぱっと離れた。

「どうだった？」

「え……」

「美み嶋しまさんとも近こん堂どうさんともキスしてるわよね。どこが違う？　私の方が下へ手た？」

「……知らない。違いが分かるほどしてないよ」

　あえて言えば、水み琴ことはカレー味だったぞ。それと紅あか音ねは恐こわ々ごわだったから、そこが新鮮だった。あ、結構違うな。

　だけど下手かどうかは本当に分からない。こういうのっていい悪いがあるのか？

「不満？」

「そういうことじゃ……」

「どういうのがいいの。キスだけじゃ嫌？　ここでセックスしたい？」

　馬ば鹿か。そういうことを言うな。お前みたいなクールな女の口からそんな言葉が出ると、なんというかこう……反応に困るじゃねえか。

「構わないわよ。屋上の続きといきましょうか」

「やめろよ」

「床に私の血が残るかもしれないけど、愛あい嬌きようね」

「やめろやめろ、やめろって」

　急いで止める。でないと、本当に服を脱ぬぎそうな気がしたのだ。

　欲求不満なんだろうか。違うな。しびれを切らしたんだろう。一人称視点のゲームで、慎重にことを進めていたのに、もうどうしようもなくなってラッシュをかけるゲーマーのようだ。その原因は俺おれ、なんだろうな。

　雫しずくは一応やめた。

「なんで止めたの。私の身体からだに興味がないの」

「スタイルがいいのは知ってるよ」

「じゃあ遠慮なく見なさい」

「見るわけにいかないだろ。だって……学校だし」

「学校じゃなかったら、あなた見てくれるの？」

　それは分からない。男の俺が雫の身体を直視するときがあるのだろうか。マネキンやＣＧみたいだという感情を乗り越えて、生身を目撃する。むう、ぴんと来ない。

　雫は俺を睨にらんでいる。憎しみではない。感情をぶつけてきているのだ。

「ナツル、私は本気なの。本気であなたのことが好き。あなたのためならどんなことだってする。なにをされたって構わない。分かる？　あなたはこの私を、三さん郷ごう雫をこんな気持ちにさせたのよ」

　分かるか、というと微妙だ。俺おれだって好きな人のためには全力を尽くす。沙さ倉くらさんとかね。

　だけど雫しずくみたいに熱心になったことはない。俺はどこかで異性のことを、別世界のことのようにとらえている。男子部にいることもあるんだろうが、遠くで見つめては東ひがし田だのような馬ば鹿か友人たちとわいわい騒ぐための話の種としていることが多い。いわばショーウインドーの向こう側がわにある宝石である。

　ケンプファーになってからいきなり女性との繫つながりが増えて、おまけに俺自身まで女となったんだが、やっぱりどこかで遊びの延長的なとらえ方はしていた。生まれてからもっとも多く会話をした女性（母親を除く）は恐らく水み琴ことだが、やっぱり幼なじみの域を出ていない。近ちか頃ごろのあいつはそれに不満を持っているようではあるのだが。

　それは多分俺と女性の間にある見えない境界線みたいなもので、そこを踏み越えていないのだ。向こう側になにがあるか分からんし、向こうもこっちに入ってこない。無意識のうちに領域を守ってしまっている。

　だが雫はそこを遠慮なく越えようとしていた。もうなりふり構わなくなったのだ。頭のいい女だから、最初は意識してやっていたのかもしれないが、今は違う。剝むき出だしにした自分の心を通行手形にしている。

　当たり前だが、こんなことをされるのははじめてのことだった。パニック寸前である。長ったらしく複雑なことを考えてしまったが、ようするに雫じゃなきゃ俺はこんなにおろおろしてないんだよ。沙倉さんと代わってくれ。

「……また楓かえでのことを考えていた？」

　ぎく。どうしてこう見抜くのが早いのだ。

　雫はいまさらため息も出ない、といった風情ふぜいだった。

「あんなことがあっても、あなたの中ではまだ楓が一番なの？」

「二番以下に落ちたことがないんだよ」

　これは正直な答えである。

「ずっと沙倉さんのことを言い続けていたって、知ってるだろ」

「じゃあ私は何番目になるのかしら」

「……」

　不明。沙倉さん以外は順番をつけたことがない。

「もしかしたら最下位？」

「それは違うよ」

　俺おれの心の中の、それなりの場所にいることは確かだろう。勝手に居座っているっぽいが。

　雫しずくは長く息を吐いた。俺に呆あきれたというより、緊張が弛ゆるんできたんだろう。

「……紅あか音ねとはあんな仲良くなって」

　おや、呼び捨てだ。どうしたんだ。

「水み琴ことには告白されて、でも私とはなにも進展なし……ね」

　なんか呟つぶやいてるみたいだ。この口調も、いままでにない。

　彼女は机の上に座った。これもまた、生徒会長らしからぬ態度である。

「私は告白したわ」

　はい。されました。

「でも返事はない」

　ありませんね。

「どうして？」

　とおっしゃっても。

　こればかりはどうしようもない。俺は今まで沙さ倉くらさん一筋で、他の女に目を向けるなんて考えたこともなかった。ついでに言うと告白されることも想定したことがない。「モテる」なんて、グルジア語かなにかだ。だからいきなり言われたって戸と惑まどってしまうのだ。俺おれの人生にこんな選せん択たく肢しはない。












　雫しずくの視線が俺に突き刺さっている。ああ畜ちく生しよう、分かってるよ。俺の態度の問題だってんだろう。そうなのだ。いくら選択肢にない事柄とはいえ、事実は事実だ。俺は複数の女の子から告白されていて、返事を求められている。どこかで答えを出さなきゃならない。そしてそれは、俺が一人で決めることなのだ。

　だけどなあ、この場に限れば相手は雫だぞ。ハメられたとしか思えないんだが。

　何度か深呼吸をする。少しだけ気分が落ち着いた。腹も据すわってくる。

「えーっと」

「なに？」

「その、すぐには返事できない」

「あら」

「俺は、水み琴ことにも告白されていて、あいつにも返事しなきゃならないんだ」

「すればいいじゃない」

「沙さ倉くらさんの家に行くだろ。ああいうことが全部片付いてから、するつもりなんだ。あいつもそれには納得している」

　まあ納得というか、最後には悲鳴を上げていなくなってしまったんだが。

　雫は意外そう……ではない。

「引き延ばすのね」

「言葉が悪いな。心の準備と言ってくれ」

　これはこれで俺の本心だ。やっぱり水琴のことがあるから、これは妥協できないラインである。

　彼女はしばらく俺を見つめていた。そして、自身に言い聞かせるように喋った。

「……分かったわ」

　俺はほっとした。雫に知られるとまたなにか言われそうだったので、極力平静を装う。

　生徒会長様は俺から視線を離さなかった。

「ねえナツル、こういうときの女って、なにを考えると思う？」

「知らない」

「大抵は諦あきらめてしまうの。イエスだったらすぐに返事してくれるはずだってね。でも私は違う」

　雫は綺き麗れいな発音で、きっぱりと言っていた。

「あなたが私を愛さなくても私はあなたを愛するし、ずっと続けるわ。ナツルはいずれ私のものになるのよ」

　一呼吸置いて、また言う。

「そう決まっているの」

　妄想だと片付けることはできない。この生徒会長様は、不可能を可能にするスーパー高校生なのだ。卓越した意思で、様々な困難を克服してきたのである。

　その精神力が、俺おれに向いている。

「楓かえでのことが終わったら、嫌でも私のものになってもらうわよ」

「……それは決定なのか？」

「もちろん」

　雫しずくは机から降りた。それが学校から家に帰宅するための合図だということは、いかな俺でも理解できた。





あとがき







　築つき地じです。「けんぷファー」のえーと、⑨をお届けします。「きゅうとにぶんのいち」です。例によって箸はし休やすめ的なエピソードです。ストーリーはほとんど動いていませんが、人間関係は大きな変動がありました。ナツルも大変です。

　人間関係だけではなく作品自体にも大きな動きがありまして、オビを見れば分かるように、アニメ化の企画が着々と進行中です。今回紅あか音ねがアニメについて色々語っていますが、あれはただの偶然。とはいえ、なにか運命的なものを感じます。




　今回は臓物アニマルに気合いを入れました。久しぶりです。これが映像化されるというのも、考えてみれば恐ろしい話。内臓を露出した動物たちが喋しやべる日が来るなんて、奇跡みたいなものです。

　作中でカルト人気というかお荷物扱いの臓物アニマル。それに反して考えるのは非常に楽しい作業です。種類だけではなく、製作している会社がどんな不幸な目に遭っているかを思い巡らすのが楽しい。毎回毎回株価やら評判やらを下落させる、あまり健康的ではない行為に楽しみを見出しています。外に出る機会が少ないと、身体からだだけではなく心も歪ゆがみます。作家なんてそんなもんです。

　臓物アニマル絡みで、他作品の高校名も出してみました。三み雲くも岳がく斗とさんの「アスラクライン」に出てくる学校です。向こうで臓物アニマルが登場したので、こっちでは高校を出してみました。実は世界観がリンクしているのです。「アスラクライン」もアニメ化されるので、臓物アニマルが両方に登場する日も近い……というのは今思いついたヨタですので、読者の皆様におかれましては、「臓物アニマルが出てこねえぞ、どうなってんだ」と「アスラクライン」に苦情を送らないようお願いいたします。




　さて、ここからはわりと関係のない話。最近作家仲間が集まって、オンラインのゲームをやっています。ＭＭＯＲＰＧではなく、ＦＰＳのネットワーク対戦です。私はどちらかというとボードゲーマー、しかも古き良きウォーゲームをこよなく愛しているのですが、そちらは臨時休業です。

　基本的に二チームに分かれて対戦します。それぞれの居場所は当然離れているため、スカイプによるボイスチャットを別に使用してゲームをおこなっています。

　これがまあ面白い。かつて私の知り合いが「対人型にクソゲーなし」との名言を吐いていましたが、しみじみと実感します。相手がコンピューターだと動きがパターン化され、そのくせミスはしないので面白味に欠けるのですが、人間だとそんなことがありません。奇跡的な射撃をすることもあれば、信じられないミスを連発することもある。そこが非常に面白いです。

　私は正直あまりうまくなく、フレンドリーファイア（味方を射撃）を必ずやるタイプなのですが、作家の中には信じられないくらい上手な人が多いです。今のところ一番なのが電撃文庫で頭に「き」がつく小説を書いている人。味方をフォローしつつフィールドを疾しつ走そうする姿は、同じ人類が操作しているとは思えません。恐らくすでに電脳化しており、ゲーム機本体を脳に直結しているのでしょう。仲間内ではすでに「あの人を倒せば勲くん章しよう」的な動きも出ています。

　富士見書房で書いている人たちは仲間割れが基本で、同チームでも罵ののしりながらプレイしています。これがいい方向に作用するかというと別にそんなこともなく、普通に叫びながら普通に負けます。終わってからも責任をなすりつけ合うのが特徴。

　私はＭＦ文庫Ｊチームでもあるのですが、実は他に誰だれもいません。わりと寂しいです。なのでこの機会に、誰か誘ってみようかと思っています。もちろん締め切りなんかぶっ千切ってプレイできる気合いの入った奴を優先的に……ではなく、仕事もきちんとできる人から。




　次巻は三か月後、六月の予定です。





二〇〇九年二月
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　イラストレーター

　せんむ

　　⑨巻ですね、やっと次で２桁ですわー

　　長かったような短かったような次で10冊ｍ……




　　ん……？




　　すでに11冊出てるわ！　感慨深さの欠片もねぇ！

　　刊行ペースが速すぎると思います先生！

　　おれ、この原稿終わったらＷＣＣＦに浸かりに行くんだ……
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